
141－ 法的問題としてのニュルンベルク――カール・シュミットの鑑定書（牧野）

法
的
問
題
と
し
て
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
―
―

カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
鑑
定
書牧

　
野
　
雅
　
彦

目
次

序Ⅰ
　
法
的
問
題
と
し
て
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
―
―
グ
レ
ー
ヴ
ェ
＝
キ
ュ
ス
タ
ー
論
争

１
　
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
国
際
法
的
問
題
―
―
グ
レ
ー
ヴ
ェ
報
告

（1）

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
の
法
的
基
礎

（2）

遡
及
法
の
問
題

（3）

い
わ
ゆ
る
「
戦
争
犯
罪
」

（4）
「
人
道
に
対
す
る
罪
」

（5）
「
平
和
に
対
す
る
罪
」

（6）
「nullcrim
en

sine
lege

」
と
法
治
国
家
の
原
則

２
「
勝
者
の
裁
き
」
か
国
際
法
の
新
展
開
か
―
―
オ
ッ
ト
ー
・
キ
ュ
ス
タ
ー
の
副
報
告

（1）

発
展
途
上
の
国
際
法

（2）
「
勝
者
の
裁
き
」
の
問
題

（3）

国
家
の
不
法
と
個
人
責
任
の
問
題
　

（4）

遡
及
効
の
問
題

（5）

国
際
法
の
現
段
階

Ⅱ
　
ケ
ル
ゼ
ン
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
批
判

１
　
敗
戦
国
ド
イ
ツ
の
法
的
地
位

（1）

占
領
権
力
へ
の
主
権
の
移
行
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（2）

共
同
統
治

（3）

講
和
と
そ
の
性
格

２
　
事
後
法
（ex

postfacto
law

s

）
の
問
題

（1）

法
実
証
主
義
の
立
場
と
事
後
法
の
禁
止

（2）

ハ
ー
グ
協
定
か
ら
の
類
推

（3）

国
際
軍
事
法
廷
と
先
例
の
形
成

（4）

国
際
法
上
の
集
団
責
任
と
個
人
責
任
　

（5）

国
際
裁
判
所
か
占
領
裁
判
権
か

３
　
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
は
先
例
に
な
り
う
る
か
？

（1）
「
平
和
に
対
す
る
罪
」
と
個
人
責
任

（2）

ハ
ー
グ
協
定
か
ら
の
類
推

（3）

国
際
軍
事
法
廷
と
先
例
の
形
成

（4）

国
際
法
上
の
集
団
責
任
と
個
人
責
任
　

（5）

国
際
裁
判
所
か
占
領
裁
判
権
か

Ⅲ
　
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
批
判

１
　
二
種
類
の
あ
ら
た
な
戦
争
犯
罪
―
―
「
人
道
の
罪
」
と
「
平
和
に
対
す
る
罪
」

２
　
戦
争
違
法
化
の
試
み

（1）

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
　

（2）

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
議
定
書

（3）

ケ
ロ
ッ
グ
協
定

（4）

範
例
と
し
て
の
海
賊
行
為

（5）

国
際
刑
事
裁
判
所
の
挫
折

３
　
侵
略
戦
争
と
個
人
責
任

（1）

侵
略
戦
争
の
正
犯
と
共
犯

（2）

国
際
犯
罪
に
対
す
る
市
民
の
責
任

結
語
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序
　

一
九
九
一
年
に
公
表
さ
れ
た
一
九
四
七
―
一
九
五
一
年
の
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
日
記
『
グ
ロ
サ
リ
ウ
ム
』
は
、
死
後
続
々
と
刊
行

さ
れ
る
他
の
時
期
の
日
記
と
は
異
な
り
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
後
に
公
表
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
形
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
に

お
い
て
『
グ
ロ
サ
リ
ウ
ム
』
は
第
二
次
大
戦
後
に
出
さ
れ
た
一
九
五
〇
年
の
『
救
い
は
獄
中
か
ら
』
に
続
く
一
種
の
弁
明
書
と
目
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
が
、
一
九
四
八
年
六
月
二
〇
日
の
記
述
に
は
次
の
よ
う
な
行
が
あ
る
。

「
も
し
一
九
四
五
年
八
月
の
侵
略
戦
争
の
犯
罪
化
に
つ
い
て
の
私
の
議
論
を
当
時
な
い
し
は
裁
判
中
に
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、

私
は
死
ん
で
も
構
わ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
」（C

arl
S

chm
itt,

G
lossarium

:A
ufzeichnungen

der
Jahre

1947 -1951 ,
H

rsg.v.E
berhard

Frhr.von
M

edem
,B

erlin:D
uncker

und
H

um
blot,1991 ,S.167

）。

こ
こ
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
述
べ
て
い
る
「
議
論
」
と
は
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
に
際
し
て
彼
が
作
成
し
た
鑑
定
書
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九

四
五
年
夏
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
フ
リ
ッ
ク
（Friedrich

Flick

）
は
産
業
界
の
指
導
者
と
し
て
戦
争
協
力
し
た
廉
で
国
際
軍
事
法
廷
に
召
喚

さ
れ
る
こ
と
を
予
想
し
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
鑑
定
書
を
依
頼
し
た
。
フ
リ
ッ
ク
は
「
国
際
軍
事
法
廷
」（
一
九
四
五
年
二
月
二
〇
日
―
四
六

年
一
〇
月
一
日
）
の
一
二
名
の
被
告
に
は
入
ら
ず
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
引
き
続
き
行
わ
れ
た
後
続
の
裁
判
、
ア
メ
リ
カ
軍
事
政
府
に
よ

る
軍
事
裁
判
で
裁
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
（
一
九
四
七
年
四
月
一
七
日
―
一
二
月
二
二
日
）、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
鑑
定
書
は
採
用
さ
れ
な

か
っ
た
と
い
う（

１
）

。

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
一
九
四
八
年
秋
の
時
点
で
鑑
定
書
の
出
版
を
意
図
し
て
い
た
が
、
一
九
五
〇
年
の
『
大
地
の
ノ
モ
ス
』
を
初
め
と
す
る

著
作
や
論
文
が
公
表
さ
れ
る
に
と
も
な
い
、
ナ
チ
ス
協
力
者
で
あ
っ
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
論
壇
へ
の
復
帰
に
対
す
る
批
判
が
高
ま
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
出
版
を
断
念
し
た
の
で
あ
る（

２
）

。
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鑑
定
書
の
公
表
を
妨
げ
る
諸
般
の
事
情
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
が
公
表
を
望
ん
で
い
た
理
由
、
こ
れ
が
公
表
で
き
た
ら
「
死
ん
で
も
構

わ
な
い
」
と
ま
で
書
か
せ
た
理
由
は
い
っ
た
い
何
で
あ
っ
た
の
か
。
い
い
か
え
れ
ば
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
と
っ
て
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
と

は
何
だ
っ
た
の
か
。
ナ
チ
ス
の
戦
争
犯
罪
を
裁
い
た
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
と
そ
の
意
味
を
問
う
こ
と
は
、
ナ
チ
ス
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
の

関
係
、
さ
ら
に
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
と
世
界
に
対
し
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
い
か
な
る
姿
勢
で
臨
ん
で
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す

る
手
が
か
り
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
は
一
九
四
六
年
秋
（
一
〇
月
二
五
日
、
一
一
月
二
九
日
、
一
二
月
二
八
日
）
に
「
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク

裁
判
の
国
際
法
的
問
題
」
を
め
ぐ
っ
て
ド
イ
ツ
で
行
わ
れ
た
討
論
の
記
録
か
ら
、
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
グ
レ
ー
ヴ
ェ
の
報
告
と
副
報
告
者
キ

ュ
ス
タ
ー
と
の
討
論
を
見
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う（

３
）

。
二
人
の
議
論
は
こ
の
裁
判
に
対
す
る
ド
イ
ツ
の
側
の
受
け
止
め
方
の
典
型
を
示
し
て

い
る
と
同
時
に
、
こ
の
裁
判
を
め
ぐ
る
基
本
的
な
論
点
を
網
羅
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

註
（
１
）

C
arl

Schm
itt,

D
as

internationalrechtliche
V

erbrechen
des

A
ngriffskrieges

und
der

G
rundsatz

"nullum
crim

en,
nulla

poena
sine

lege"
D

uncker

und
H

um
blot:B

erlin,
1994 ,

S.125 ff.

（
以
下A

ngriffskrieges

と
略
記
す
る
）『
攻
撃
戦
争
論
』
新
田
邦
夫
訳
、
信
山
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
四
五
頁
以
下

の
ク
ヴ
ァ
ー
リ
チ
ュ
の
編
者
後
記
参
照
。

（
２
）

こ
の
時
期
の
学
問
的
出
版
制
度
変
化
や
、
大
学
の
教
壇
に
復
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
鑑
定
書
を
学
術
書
と
し
て
仕
上
げ
る
の
に
必

要
な
専
門
文
献
な
ど
に
よ
る
補
強
が
不
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
を
編
者
ク
ヴ
ァ
ー
リ
チ
ュ
は
挙
げ
て
い
る
（A

ngriffskrieges,S.144 -146 ,

訳
一
六
八
―

一
六
九
頁
）。

（
３
）

N
ürnberg

als
R

echtsfrage:E
ine

D
iskussion,E

rnstK
lett:Stuttgart,1947 .

グ
レ
ー
ヴ
ェ
（W

ilhelm
G

rew
e,1911 -2000

）
は
報
告
当
時
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ

ン
大
学
教
授
、
四
七
年
か
ら
は
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
教
授
で
あ
り
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
政
権
に
協
力
し
て
ド
イ
ツ
が
主
権
回
復
し
た
一
九
五
二
年
ボ
ン
条
約

（
一
九
五
四
年
パ
リ
条
約
）
の
成
立
に
関
与
し
た
後
、
外
交
官
と
し
て
活
動
し
た
。
一
九
五
八
―
六
二
年
駐
米
大
使
、
七
一
年
ま
で
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
理
事
会
常
駐

代
表
、
七
九
年
ま
で
駐
日
大
使
を
務
め
て
い
る
。
キ
ュ
ス
タ
ー
（O

tto
K

üster,
1907 -1989

）
は
弁
護
士
で
、
ナ
チ
ス
支
配
の
下
で
の
被
害
に
対
す
連
邦
補

償
法
（B

undesentschadigungsgesetz,1956

）
の
法
案
起
草
に
加
わ
っ
て
い
る
。

（
３
）

グ
レ
ー
ヴ
ェ
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
教
え
子
の
一
人
で
あ
り
、
こ
の
討
論
記
録
に
つ
い
て
は
『
グ
ロ
サ
リ
ウ
ム
』
に
一
九
四
八
年
三
月
一
四
日
付
の
次
の
よ
う
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な
記
述
が
あ
る
。「
グ
レ
ー
ヴ
ェ
＝
キ
ュ
ス
タ
ー
の
討
論
（
法
的
問
題
と
し
て
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
﹇
シ
ュ
ミ
ッ
ト
はR

echtsfall

と
誤
記
し
て
い
る
﹈、
シ

ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
、
一
九
四
七
年
）
を
す
ぐ
に
読
み
終
え
た
。
グ
レ
ー
ヴ
ェ
は
私
の
一
九
四
五
年
夏
の
鑑
定
書
を
知
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

（
国
際
犯
罪
と
し
て
の
侵
略
戦
争
とN

ullum
crim

en
sine

lege

の
原
則
に
つ
い
て
）。
多
く
の
点
で
キ
ュ
ス
タ
ー
に
は
共
感
で
き
な
い
し
、
グ
レ
ー
ヴ
ェ
は

非
常
に
慎
重
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
本
来
の
法
律
学
的
問
題
と
論
証
に
つ
い
て
だ
け
で
な
く
、
は
る
か
に
重
要
な
点
を
明
確
に
し
て
い
る
。
こ

の
討
論
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
ド
イ
ツ
に
い
る
わ
れ
わ
れ
が
現
代
の
問
題
状
況
の
核
心
、
中
心
点
に
位
置
し
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
恐
る
べ
き
問
題
す
べ
て
を
わ
れ

わ
れ
は
自
分
自
身
の
内
で
、
東
あ
る
い
は
西
側
の
助
力
な
し
に
自
分
た
ち
だ
け
で
解
決
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
言
う
こ
と
の
証
左
な
の
で
あ
る
」

（G
lossarium

,S.114 -115

）。

Ⅰ
　
法
的
問
題
と
し
て
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
―
―
グ
レ
ー
ヴ
ェ
＝
キ
ュ
ス
タ
ー
論
争

１
　
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
国
際
法
的
問
題
―
―
グ
レ
ー
ヴ
ェ
報
告

（1）

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
の
法
的
基
礎

グ
レ
ー
ヴ
ェ
が
こ
こ
で
扱
う
の
は
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
を
め
ぐ
る
固
有
の
国
際
法
的
問
題
、
軍
事
法
廷
の
裁
判
権
限
、
そ
の
法
的

根
拠
、
判
決
の
依
拠
す
る
法
規
等
々
の
問
題
で
あ
る
。

（
４
）

グ
レ
ー
ヴ
ェ
は
言
う
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
セ
ン
ト
・
ヘ

レ
ナ
へ
の
追
放
や
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
第
二
二
七
条
に
お
け
る
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
へ
の
訴
追
の
よ
う
な
高
度
に
政
治
的
な
裁
き
に
と
ど

ま
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
法
的
観
点
か
ら
検
討
す
る
特
段
の
意
義
は
な
い
。
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
訴
訟
を
そ
れ
ら
と
区
別
す
る
特
徴

は
、「
厳
密
な
法
の
適
用
」
が
明
確
に
宣
言
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
検
察
官
ジ
ャ
ク
ソ
ン
（R

obert
H

.Jackson

）
は
一
九

四
五
年
一
一
月
二
一
日
の
開
会
論
告
で
、
わ
れ
わ
れ
が
行
う
の
は
た
ん
な
る
勝
者
の
裁
き
で
は
な
く
、
法
の
裁
き
で
あ
る
と
し
た
。「
も

し
こ
れ
ら
の
者
た
ち
が
敗
戦
国
の
指
導
者
と
し
て
法
の
名
の
下
に
訴
え
ら
れ
る
最
初
の
者
た
ち
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
ら
は
ま
た
法
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の
名
に
お
い
て
自
ら
の
生
命
を
弁
護
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
最
初
の
者
た
ち
で
あ
る
」。
こ
う
し
た
表
明
を
空
虚
な
レ
ト
リ
ッ
ク

と
し
て
扱
う
の
で
は
な
く
、
真
摯
に
受
け
と
め
る
義
務
を
わ
れ
わ
れ
は
負
っ
て
い
る（

５
）

。
そ
れ
で
は
適
用
さ
れ
る
べ
き
法
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
こ
う
述
べ
て
い
た
。

「
…
…
国
際
法
は
抽
象
的
で
不
変
の
原
則
の
学
問
的
集
成
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
諸
国
間
の
条
約
や
協
定
や
一
般
に
受

け
容
れ
ら
れ
た
慣
行
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
慣
行
は
個
別
の
行
為
に
起
源
を
も
ち
、
す
べ
て
の
協
定
は
い
ず
れ

か
の
国
家
の
行
動
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
。
国
際
法
の
あ
ら
ゆ
る
発
展
の
原
則
を
放
棄
す
る
の
で
な
い
限
り
、
わ
れ
わ

れ
の
こ
の
時
代
が
慣
行
を
設
け
協
定
を
締
結
し
て
、
こ
れ
を
新
た
な
確
固
た
る
国
際
法
と
し
て
発
展
さ
せ
る
権
利
を
も
つ
こ
と
を
否
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
国
際
法
は
通
常
の
立
法
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
発
展
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
の
も
常
設
の
国
際
的
な
立

法
機
関
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
。
国
際
法
に
お
け
る
革
新
や
変
更
は
、
転
変
す
る
状
況
に
適
応
し
よ
う
と
す
る
諸
政
府
の
行
為
を

通
じ
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
」。

国
際
法
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
同
様
に
事
例
に
応
じ
て
発
展
す
る
と
い
う
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
こ
の
議
論
は
、
慣
習
法
と
い
う
も
の
が
す
べ
て

の
法
仲
間
の
一
致
す
る
法
確
信
に
よ
っ
て
担
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
根
本
的
事
実
を
無
視
し
て
い
る
。「
勝
者
は
自
己
の
事
件

の
裁
判
官
と
し
て
敗
者
を
裁
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
よ
う
な
法
確
信
が
す
で
に
世
界
の
主
要
国
民
の
間
に
形
成
さ
れ
て
い
る
な
ど
と

言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

ロ
シ
ア
の
検
察
官
ル
デ
ン
コ
は
一
九
四
六
年
二
月
八
日
の
論
告
で
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
と
は
別
の
基
礎
を
提
示
し
て
い
る
。
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル

ク
裁
判
所
を
設
立
し
た
偉
大
な
民
主
主
義
者
は
「
全
世
界
の
す
べ
て
の
民
主
主
義
者
と
同
様
に
フ
ァ
シ
ス
ト
的
専
制
と
恣
意
の
体
制
に
反

対
し
て
確
固
と
し
た
法
的
基
礎
に
基
づ
い
て
行
動
し
て
い
る
」。
そ
れ
で
は
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
手
続
き
の
確
固
と
し
た
法
的
基
礎
と

は
一
体
何
か
？
「
国
際
的
軍
事
裁
判
所
は
一
九
四
五
年
八
月
八
日
の
ロ
ン
ド
ン
協
定
に
基
づ
き
主
要
戦
争
犯
罪
人
の
有
罪
判
決
と
処
罰
を
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下
す
こ
と
に
な
る
、
こ
の
協
定
は
自
由
を
愛
す
る
す
べ
て
の
諸
国
の
利
害
の
た
め
に
行
動
す
る
四
大
国
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
た
。
こ
の
協

定
の
不
可
欠
の
部
分
と
し
て
の
国
際
軍
事
法
廷
の
規
約
は
、
主
要
戦
争
犯
罪
人
の
有
罪
判
決
と
処
罰
の
た
め
の
手
続
き
を
定
め
確
定
す
る

十
分
な
立
法
文
書
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
」。
戦
勝
国
四
大
国
が
自
由
と
民
主
主
義
を
求
め
る
諸
国
民
を
代
表
し
て
定
め
た
ロ
ン
ド
ン

協
定
こ
そ
、
国
際
軍
事
法
廷
に
よ
る
裁
き
の
法
的
基
礎
で
あ
る
。
だ
が
国
際
条
約
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
当
事
者
の
間
に
だ
け
通
用
し
、

締
結
に
関
与
し
た
当
事
国
の
み
を
拘
束
す
る
。
そ
う
し
た
「
特
別
」
国
際
法
が
右
の
宣
言
に
よ
っ
て
他
国
の
構
成
員
に
対
す
る
刑
事
裁
判

権
の
行
使
を
根
拠
づ
け
る
よ
う
な
一
般
国
際
法
に
昇
格
で
き
る
の
か
と
い
う
問
題
は
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（N

ü
rn

b
erg

a
ls

R
echtsfrage,S.12 -14

）

（2）

遡
及
法
の
問
題

次
に
グ
レ
ー
ヴ
ェ
が
挙
げ
る
の
が
い
わ
ゆ
る
事
後
法
、
遡
及
効
の
禁
止
の
問
題
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
ジ
ャ
ク
ソ
ン
検
事
も
こ
の
基
本
原

則
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
留
保
が
つ
け
加
わ
る
。

「
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
者
た
ち
は
、
多
く
の
法
シ
ス
テ
ム
で
行
わ
れ
て
い
る
事
後
法
（ex

post
facto

law

）
の
禁
止
の
原
則
を
自

分
た
ち
に
も
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
自
分
た
ち
自
身
が
か
つ
て
ど
こ
か
で
国
際
法
に
従
っ
て
い
た
、
国
際
法
を
い
さ
さ
か
な
り
と

も
顧
慮
し
て
い
た
と
彼
ら
は
証
明
で
き
な
い
の
で
あ
る
」。

み
ず
か
ら
法
に
敬
意
を
払
わ
な
か
っ
た
も
の
は
、
遡
及
効
の
禁
止
と
い
う
法
治
国
家
の
原
則
の
恩
恵
を
受
け
る
資
格
は
な
い
と
ジ
ャ
ク

ソ
ン
は
い
う
。
フ
ラ
ン
ス
の
検
事
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ド
・
マ
ン
ト
ン
（F

rançois
de

M
enthon

）
も
一
九
四
六
年
一
月
一
七
日
の
起
訴
状
朗

読
で
こ
う
述
べ
て
い
た
。「
国
民
社
会
主
義
の
法
理
論
は
国
内
刑
法
に
お
い
て
裁
判
官
は
法
律
を
補
完
し
て
も
い
い
と
認
め
て
い
た
の
で

は
な
か
っ
た
か
？
　
成
文
法
は
も
は
や
悪
事
を
為
し
た
も
の
に
と
っ
て
の
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
で
は
な
い
」。
だ
が
「
一
定
の
範
囲
で
は
法
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の
侵
害
者
自
身
も
法
の
保
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
の
が
「
法
律
な
く
し
て
刑
罰
な
し
」（nulla

poena
sine

lege

）
の
原
則

の
法
治
国
家
的
意
義
で
あ
る
。
ナ
チ
ス
体
制
に
お
け
る
法
感
覚
の
崩
壊
に
対
し
て
厳
格
な
法
治
国
家
的
手
続
き
を
対
置
す
る
こ
と
が
ニ
ュ

ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
の
基
本
思
想
だ
と
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
議
論
に
は
明
ら
か
に
法
治
国
家
原
理
の
意
義
に
つ
い
て
の
基
本
認
識
が
欠
落
し

て
い
る
と
グ
レ
ー
ヴ
ェ
は
言
う
の
で
あ
る
（N

ürnberg
als

R
echtsfrage,S.14 -16

）。

（3）

い
わ
ゆ
る
「
戦
争
犯
罪
」

一
九
四
五
年
八
月
八
日
の
ロ
ン
ド
ン
協
定
附
属
文
書
の
国
際
軍
事
裁
判
所
の
規
約
「
国
際
軍
事
法
廷
憲
章
（C

harter
of

International

M
ilitary

T
ribunal

）」
の
規
約
第
六
条
で
は
、
ａ
平
和
に
対
す
る
罪
、
ｂ
狭
義
の
戦
争
犯
罪
、
ｃ
人
道
に
対
す
る
罪
の
三
つ
の
刑
罰
構
成

要
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
グ
レ
ー
ヴ
ェ
は
戦
争
犯
罪
、
人
道
に
対
す
る
罪
、
平
和
に
対
す
る
罪
の
順
で
論
じ
て
い
る
。

規
約
第
六
条
ｂ
項
は
「
戦
争
犯
罪：

す
な
わ
ち
戦
争
法
と
戦
争
慣
習
法
の
侵
害
」
と
し
て
「
占
領
地
の
民
間
人
の
強
制
労
働
や
殺
害
、

虐
待
、
拉
致
、
公
海
上
の
捕
虜
や
人
員
の
殺
害
・
虐
待
、
人
質
の
殺
害
、
公
的
・
私
的
財
産
の
略
奪
、
都
市
や
村
落
の
破
壊
や
軍
事
的
な

必
要
性
に
よ
っ
て
正
当
化
で
き
な
い
あ
ら
ゆ
る
破
壊
」
を
挙
げ
て
い
る
。

一
九
〇
六
年
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
や
一
九
〇
七
年
ハ
ー
グ
陸
戦
規
定
な
ど
の
旧
来
の
戦
争
法
に
よ
れ
ば
、
原
則
と
し
て
各
国
は
自
国
の
戦

争
犯
罪
人
を
処
罰
す
る
義
務
、
ま
た
そ
の
支
配
下
に
お
か
れ
た
敵
国
構
成
員
で
、
戦
争
犯
罪
の
責
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
処
罰
す

る
権
利
を
有
し
て
い
た
。
第
一
次
大
戦
後
の
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
第
二
二
八
条
は
そ
う
し
た
慣
行
に
反
し
て
ド
イ
ツ
側
の
戦
争
犯
罪
人
の

連
合
国
軍
事
裁
判
所
へ
の
出
頭
を
求
め
た
が
、
ド
イ
ツ
側
は
こ
れ
を
拒
否
し
た
た
め
、
引
き
渡
し
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

一
九
四
五
年
の
ド
イ
ツ
崩
壊
に
よ
っ
て
事
情
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
国
家
権
力
は
も
は
や
機
能
せ
ず
、
こ
れ
ら
の
犯
罪
被
疑

者
を
す
で
に
連
合
国
が
掌
握
し
て
い
る
た
め
に
引
き
渡
し
の
問
題
は
現
実
と
な
ら
な
い
。
た
だ
し
戦
勝
国
の
処
罰
権
限
に
は
限
界
が
あ
る
。
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敵
国
の
戦
争
犯
罪
人
の
処
罰
は
旧
来
の
国
際
法
で
は
当
該
行
為
が
本
人
の
動
機
に
基
づ
く
も
の
で
な
く
、
国
家
の
命
令
に
よ
る
場
合
に
は

除
外
さ
れ
る
。
例
え
ば
第
一
次
大
戦
後
に
連
合
国
側
が
提
出
し
た
戦
争
犯
罪
人
引
き
渡
し
リ
ス
ト
に
は
無
制
限
潜
水
艦
作
戦
に
関
与
し
た

潜
水
艦
艦
長
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
彼
ら
の
行
為
は
国
際
法
的
に
は
帝
国
に
帰
属
す
る
（N

ürnberg
als

R
echtsfrage,S.20

）。

こ
れ
に
対
し
て
イ
ギ
リ
ス
は
一
九
二
二
年
ワ
シ
ン
ト
ン
で
調
印
さ
れ
た
潜
水
艦
に
つ
い
て
の
議
定
書
第
三
条
に
、
国
際
法
に
違
反
し
て

船
舶
を
撃
沈
し
た
潜
水
艦
の
艦
長
を
「
海
賊
」
と
し
て
処
罰
す
る
規
定
を
盛
り
こ
ん
だ
。「
海
賊
」
の
概
念
を
持
ち
出
し
た
イ
ギ
リ
ス
の

意
図
は
、
行
為
者
と
国
家
と
の
関
連
を
切
断
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
国
際
法
上
「
海
賊
」
は
国
籍
を
剥
奪
さ
れ
、
国
旗
の
下
で
の
保
護
を

奪
わ
れ
て
、
す
べ
て
の
外
国
艦
船
に
よ
っ
て
拿
捕
さ
れ
有
罪
判
決
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
検
事
も
ま
た
こ
う
宣
言
す
る
。

「
海
上
略
奪
や
路
上
の
略
奪
は
、
長
い
間
国
際
法
上
処
罰
し
う
る
犯
罪
と
見
な
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
に
対
す
る
個
人
責
任
の
原
則
は

昔
な
が
ら
の
も
の
で
あ
り
、
し
っ
か
り
し
た
根
拠
を
持
っ
て
い
る
」。

だ
が
国
家
の
命
令
に
よ
る
戦
争
行
為
を
「
海
賊
」
と
し
て
規
定
す
る
試
み
は
一
度
も
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
し
、
個
人
責
任
の
原
則

が
国
際
法
上
「
違
法
な
戦
争
遂
行
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
」
こ
と
に
つ
い
て
の
法
律
的
な
根
拠
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
国
家
を
唯

一
の
法
的
主
体
と
す
る
旧
来
の
古
典
的
国
際
法
に
対
し
て
、
個
人
が
国
際
法
の
固
有
の
主
体
で
あ
る
と
い
う
新
し
い
学
説
を
提
示
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
学
説
は
こ
れ
ま
で
の
ハ
ー
グ
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
の
判
決
で
も
適
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る

（N
ürnberg

als
R

echtsfrage,S.21 -22

）。

こ
れ
は
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
法
廷
の
性
格
そ
の
も
の
の
問
題
と
も
関
わ
る
。
す
な
わ
ち
当
該
裁
判
所
は
戦
勝
国
で
あ
り
占
領
国
で
あ
る

四
大
国
が
国
際
法
上
戦
勝
国
に
認
め
た
権
限
に
基
づ
い
て
設
置
す
る
軍
事
裁
判
権
に
基
づ
く
そ
れ
か
、
そ
れ
と
も
ま
っ
た
く
別
の
国
際
法

的
基
礎
に
基
づ
く
国
際
法
廷
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

前
者
の
場
合
、
国
際
法
上
、
占
領
国
は
い
わ
ば
ド
イ
ツ
の
国
家
権
力
を
国
際
法
上
委
託
さ
れ
る
形
で
行
使
し
、
当
該
地
域
に
法
律
を
発
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布
し
て
裁
判
所
を
設
置
す
る
権
限
を
有
す
る
。
ド
イ
ツ
の
高
権
の
行
使
と
い
う
か
た
ち
で
行
わ
れ
る
ド
イ
ツ
の
戦
争
犯
罪
人
の
処
罰
に
つ

い
て
は
国
際
法
上
そ
れ
自
体
と
し
て
は
異
論
の
余
地
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
一
九
四
五
年
八
月
八
日
の
ロ
ン
ド
ン
協
定
な
ら
び
に
判
決

根
拠
の
実
質
的
議
論
は
明
ら
か
に
そ
れ
と
異
な
っ
て
い
る
。
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
に
設
置
さ
れ
る
法
廷
の
裁
判
権
は
占
領
四
カ
国
だ
け
で
な

く
ロ
ン
ド
ン
協
定
に
参
加
し
た
一
九
カ
国
が
担
う
も
の
で
あ
り
、
占
領
国
の
設
置
す
る
軍
事
裁
判
所
と
は
異
な
る
ま
っ
た
く
新
た
な
国
際

法
的
基
礎
に
基
づ
く
法
廷
の
設
置
が
意
図
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（N

ürnberg
als

R
echtsfrage,S.22 -25

）。

そ
う
し
た
新
た
な
国
際
法
的
基
礎
に
基
づ
い
て
処
罰
さ
れ
る
べ
き
犯
罪
類
型
と
さ
れ
て
い
る
の
が
次
の
「
人
道
に
対
す
る
罪
」
で
あ

る
。（4）

「
人
道
に
対
す
る
罪
」

規
約
第
六
条
ａ
は
こ
う
規
定
し
て
い
る
。「
人
道
に
対
す
る
罪：

す
な
わ
ち
、
殺
人
、
絶
滅
、
奴
隷
化
、
拉
致
そ
の
他
の
民
間
人
に
対

す
る
戦
前
戦
中
に
行
わ
れ
た
非
人
道
的
扱
い
、
あ
る
い
は
政
治
的
、
人
種
的
な
い
し
宗
教
的
理
由
か
ら
行
わ
れ
る
迫
害
で
犯
罪
の
遂
行
あ

る
い
は
犯
罪
と
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
裁
判
所
は
、
当
該
行
為
が
な
さ
れ
た
国
内
法
に
反
し
て
い
る
か
否
か
と
を
問

わ
ず
権
限
を
有
す
る
」。

こ
こ
で
ま
ず
問
題
と
な
る
の
は
ｂ
の
い
わ
ゆ
る
戦
争
犯
罪
と
の
関
係
で
あ
る
。
両
者
は
起
訴
状
で
も
判
決
で
も
厳
密
に
区
別
さ
れ
て
い

な
い
。
だ
が
「
人
道
に
対
す
る
犯
罪
」
は
戦
争
遂
行
と
関
わ
ら
ず
と
も
発
生
し
う
る
。
こ
こ
で
意
図
さ
れ
て
い
る
の
は
固
有
の
戦
争
犯
罪

を
さ
ら
に
越
え
て
、
宗
教
・
人
種
・
政
治
的
な
理
由
か
ら
な
さ
れ
る
迫
害
に
対
す
る
刑
法
上
の
一
般
条
項
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
処
罰

対
象
と
な
る
行
為
の
時
間
的
範
囲
が
さ
ら
に
問
題
と
な
る
。
起
訴
状
で
は
一
九
三
三
年
か
ら
一
九
三
九
年
ま
で
の
、
す
な
わ
ち
ナ
チ
ス
の

政
権
掌
握
か
ら
戦
争
勃
発
以
前
ま
で
の
事
実
資
料
も
引
証
さ
れ
て
い
た
が
、
裁
判
所
自
体
は
よ
り
限
定
的
な
解
釈
を
示
し
て
い
る
。
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「
裁
判
所
の
見
解
は
、
こ
う
し
た
犯
罪
が
か
く
も
憤
激
に
足
り
言
語
を
絶
す
る
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、
そ
れ
が
侵
略
戦
争
の
遂
行
に

お
い
て
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
犯
罪
と
の
結
合
に
お
い
て
行
使
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
十
分
に
証
明
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
裁
判
所
は
、
一
九
三
九
年
以
前
に
な
さ
れ
た
行
為
を
規
約
の
意
味
で
の
人
道
に
対
す
る
罪
で
あ
っ
た
と
ま
で
一
般

的
な
表
明
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
け
れ
ど
も
一
九
三
九
年
の
戦
争
勃
発
に
よ
っ
て
大
規
模
に
犯
罪
が
犯
さ
れ
、
こ
れ
は
ま
た
人
道
に

反
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
起
訴
状
で
そ
の
責
任
が
追
求
さ
れ
る
戦
争
勃
発
後
に
な
さ
れ
た
非
人
道
的
行
為
の
う
ち
で
、
戦
争
犯
罪
に
は

該
当
し
な
い
も
の
は
、
侵
略
戦
争
の
遂
行
に
お
い
て
、
ま
た
は
侵
略
戦
争
と
の
関
連
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
人
道
に
対

す
る
罪
に
当
た
る
」。

こ
れ
に
よ
れ
ば
人
道
に
対
す
る
犯
罪
は
実
際
に
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
や
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、

ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
け
る
国
民
社
会
主
義
の
敵
対
者
に
対
す
る
暴
力
行
為
、
と
り
わ
け
一
九
三
九
年
以
来
の
そ
れ
が
対
象
と
な
る

（N
ürnberg

als
R

echtsfrage,S.25 -27

）。

さ
ら
に
法
的
根
拠
の
問
題
が
あ
る
。
す
で
に
前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
軍
事
法
廷
が
国
際
裁
判
所
、
す
な
わ
ち
占
領

権
力
に
基
づ
く
軍
事
法
廷
に
と
ど
ま
ら
ず
、
直
接
に
国
際
法
に
基
づ
く
法
廷
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
人
道
に
対
す
る
罪
は
い
か
な
る
国

際
法
的
根
拠
に
基
づ
く
の
か
。

周
知
の
よ
う
に
国
際
法
は
主
権
国
家
の
自
国
の
管
轄
事
項
に
対
す
る
外
国
の
介
入
を
認
め
て
い
な
い
。
一
九
世
紀
に
な
っ
て
最
も
基
本

的
な
人
権
の
侵
害
、
生
命
・
自
由
と
法
的
秩
序
の
権
利
は
そ
の
例
外
と
な
す
と
い
う
学
説
が
登
場
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
今
日
な
お
論

争
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、
国
家
の
実
践
に
お
い
て
は
そ
う
し
た
人
道
的
介
入
は
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
き
た
。

（
６
）

だ
が
こ
れ
ら
過
去
百
年

間
の
人
道
的
介
入
は
外
交
的
抗
議
、
軍
事
的
示
威
あ
る
い
は
遠
征
、
そ
し
て
極
端
な
場
合
に
は
軍
事
行
動
と
い
う
形
式
で
行
わ
れ
て
い
た

が
、「
国
際
裁
判
所
に
よ
っ
て
責
任
あ
る
個
人
を
刑
事
訴
追
す
る
」
と
い
う
形
式
で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
旧
来
の
主
権
国
家
を
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基
礎
と
す
る
国
際
法
と
国
家
の
構
成
を
破
壊
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。

か
り
に
そ
う
し
た
方
向
の
発
展
が
国
際
法
の
進
歩
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
れ
は
い
ま
だ
実
現
さ
れ
て
い
な
い
。
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ル
ー

ズ
ベ
ル
ト
は
一
九
四
一
年
一
月
の
自
由
に
つ
い
て
の
有
名
な
演
説
で
、
窮
乏
か
ら
の
自
由
（
社
会
的
保
障
）、
恐
怖
か
ら
の
自
由
（
集
団

的
安
全
保
障
）
と
な
ら
ん
で
良
心
の
自
由
と
思
想
表
現
の
自
由
を
挙
げ
、
後
の
二
つ
の
自
由
を
国
際
法
的
に
認
め
ら
れ
た
個
人
の
基
本
権

で
あ
る
か
の
ご
と
く
宣
言
し
た
。
だ
が
一
九
四
一
年
八
月
一
四
日
の
大
西
洋
憲
章
や
国
際
連
合
憲
章
に
は
こ
の
思
想
は
取
り
入
れ
ら
れ
な

か
っ
た
。
国
際
連
合
の
枠
内
で
設
立
さ
れ
た
ハ
ー
グ
の
国
際
司
法
裁
判
所
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
権
限
を
有
し
て
い
な
い
。「
ニ
ュ
ル
ン

ベ
ル
ク
裁
判
所
の
処
罰
権
限
は
国
際
法
の
歴
史
に
い
か
な
る
法
規
も
先
例
も
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
ば
か
り
か
、
さ
ら
に

悪
い
こ
と
に
、
こ
の
点
で
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
の
判
決
が
予
想
し
う
る
将
来
に
承
認
さ
れ
た
国
際
的
先
例
と
し
て
発
展
す
る
と
い
う
見

通
し
は
わ
ず
か
し
か
な
い
」（N

ürnberg
als

R
echtsfrage,S.29

）。

さ
ら
に
こ
こ
で
も
遡
及
効
の
禁
止
の
問
題
が
あ
る
。「
人
道
に
対
す
る
犯
罪
」
の
処
罰
が
遡
及
的
に
な
さ
れ
る
と
す
れ
ば
「nulla

poena

sine
lege

」（
犯
罪
な
け
れ
ば
刑
罰
な
し
）
の
原
則
に
抵
触
す
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
グ
レ
ー
ヴ
ェ
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
行
為
は
「
あ
ら
ゆ
る
文
明
国
の
共
通
刑
法
（gem

eine
Strafrecht

）」
を
侵
害
す
る
と
い
う
検
察
側
の
立
場
は
、
そ
れ
自
体
と
し

て
は
妥
当
な
も
の
で
あ
る
。
第
三
帝
国
の
立
法
に
基
づ
く
当
該
行
為
の
正
当
化
根
拠
だ
け
を
遡
及
的
に
廃
止
す
る
の
で
あ
れ
ば
、「nulla

poena
sine

lege

」
を
こ
れ
に
対
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
原
則
を
法
実
証
主
義
的
な
意
味
で
の
形
式
的
合
法
性
の
絶
対
化
に
利
用

し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
た
行
為
は
、「
以
前
か
ら
議
論
の
余
地
な
く
一
般
に
自
明
と
見
な
さ
れ
て
い
た
見
解
に
よ
れ
ば

倫
理
的
に
非
難
さ
る
べ
き
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
犯
罪
で
あ
り
処
罰
さ
れ
る
べ
き
も
の
」
で
あ
っ
て
、
そ
の
処
罰
可
能
性
の
た
め
に
確
固

と
し
た
法
律
的
構
成
要
件
と
処
罰
措
置
が
す
で
に
存
在
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
人
道
に
対
す
る
罪
」
の
刑
罰
構
成
要
件
に
し
た
が
っ

て
占
領
裁
判
所
が
有
罪
判
決
を
下
す
こ
と
は
、
事
後
立
法
の
禁
止
と
い
う
原
則
に
抵
触
す
る
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
「
人
道
に
対
す
る
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罪
」
に
つ
い
て
は
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
軍
事
法
廷
が
占
領
裁
判
所
と
し
て
の
権
限
に
お
い
て
裁
く
な
ら
ば
問
題
で
は
な
い
（N

ürnberg

als
R

echtsfrage,S.31

）。

し
か
し
な
が
ら
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
法
廷
が
占
領
裁
判
所
で
は
な
く
、
国
際
法
上
の
基
礎
を
有
す
る
国
際
裁

判
所
で
あ
る
な
ら
ば
事
情
は
異
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
国
際
法
で
は
外
国
国
籍
の
も
の
が
外
国
に
お
い
て
外
国
人
に
対
し
て
な
し
た
人
道
的

不
法
行
為
を
裁
く
権
限
を
国
際
裁
判
所
に
与
え
て
は
い
な
い
。
か
り
に
近
い
将
来
に
こ
れ
が
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
国
際
法
と
し
て
通
用

す
る
と
い
う
見
通
し
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
現
在
そ
の
よ
う
な
裁
判
権
を
国
際
法
廷
が
行
使
す
る
こ
と
は
大
い
に
議
論
の
余
地
が
あ
る
と

グ
レ
ー
ヴ
ェ
は
言
う
の
で
あ
る
。

（5）

「
平
和
に
対
す
る
罪
」

さ
て
そ
こ
で
最
後
の
「
平
和
に
対
す
る
犯
罪
」
の
問
題
で
あ
る
。
規
約
第
六
条
に
は
こ
う
定
め
ら
れ
て
い
る
。

「
平
和
に
対
す
る
罪：

す
な
わ
ち
、
侵
略
戦
争
あ
る
い
は
国
際
条
約
、
協
定
ま
た
は
確
約
を
侵
害
す
る
戦
争
を
計
画
、
準
備
、
開
始

（E
inleitung

）
ま
た
は
指
導
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
ま
た
上
記
の
行
為
の
遂
行
の
た
め
の
共
同
計
画
な
い
し
共
謀
に
参
加
す
る
こ
と
」

（N
ürnberg

als
R

echtsfrage,S.32

）。

侵
略
戦
争
を
国
際
的
犯
罪
と
し
て
、
責
任
あ
る
政
治
指
導
者
個
人
に
刑
事
責
任
を
問
う
と
い
う
根
拠
の
た
め
に
検
察
な
ら
び
に
判
決
が

依
拠
し
た
の
は
一
九
一
九
―
三
九
年
の
一
連
の
国
際
条
約
で
あ
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
は
自
由
な
戦
争
遂
行
権
の
原
則
が
国
際
法
で
は
通
用
し
て
い
た
。
戦
争
の
権
利
（jus

belli

）
は
行
為
能
力
あ
る

す
べ
て
の
国
家
の
主
権
的
決
定
で
あ
り
、
か
か
る
決
定
は
敗
戦
の
結
果
に
対
す
る
政
治
的
責
任
（H

aftung

）
と
い
う
自
明
の
責
任
以
外
の

何
も
の
を
も
根
拠
づ
け
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
連
合
国
が
前
ド
イ
ツ
皇
帝
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
に
対
す
る
訴
追
を
求
め
た
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際
に
も
、
侵
略
戦
争
の
責
任
に
対
し
て
法
律
的
に
定
式
化
さ
れ
た
構
成
要
件
を
も
っ
て
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
前
皇
帝
に
対
す
る

訴
追
を
定
め
た
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
第
二
二
七
条
は
「
国
際
的
道
徳
律
と
条
約
の
神
聖
性
」
を
侵
害
し
た
と
い
う
一
般
的
な
定
式
に
と
ど

め
ら
れ
た
。
逃
亡
先
の
オ
ラ
ン
ダ
政
府
に
対
し
て
皇
帝
の
引
き
渡
し
を
求
め
た
覚
書
に
は
、
さ
ら
に
ベ
ル
ギ
ー
と
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
中

立
侵
犯
と
人
質
と
大
量
の
国
外
追
放
、
軍
事
的
に
不
必
要
な
地
域
で
の
系
統
的
破
壊
、
無
制
限
潜
水
艦
作
戦
な
ら
び
に
公
海
上
で
の
非
人

道
的
な
犠
牲
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
の
拒
否
に
よ
っ
て
皇
帝
の
裁
判
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
一
九
一
九

年
の
時
点
で
連
合
国
の
側
か
ら
は
、
法
律
的
な
刑
罰
構
成
要
件
と
し
て
の
「
侵
略
戦
争
」
は
提
示
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（N

ürnberg

als
R

echtsfrage,S.36 -38
）。

し
た
が
っ
て
一
九
三
九
年
九
月
の
侵
略
戦
争
の
開
始
が
法
的
に
処
罰
さ
れ
る
べ
き
「
犯
罪
」
で
あ
る
た
め
に
は
、
一
九
一
九
年
か
ら
三

九
年
の
間
に
そ
れ
に
応
じ
た
法
規
が
成
立
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
法
的
規
定
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
一
九
二
四
年

の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
議
定
書
、
一
九
二
七
年
第
八
回
国
際
連
盟
総
会
第
八
決
議
、
一
九
二
八
年
第
六
回
パ
ン
・
ア
メ
リ
カ
会
議
の
決
議
な
ど
で

あ
る
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
議
定
書
は
批
准
さ
れ
な
か
っ
た
し
、
パ
ン
・
ア
メ
リ
カ
会
議
の
決
議
は
ア
メ
リ
カ
大
陸
内
部
に
限
定
さ
れ
る
。
い
ず

れ
に
せ
よ
こ
れ
ら
の
決
議
で
語
ら
れ
る
「
国
際
的
犯
罪
」
と
し
て
の
侵
略
戦
争
は
厳
密
な
法
的
内
容
を
伴
う
規
定
で
は
な
い
と
グ
レ
ー
ヴ

ェ
は
い
う
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
重
要
視
さ
れ
る
の
が
一
九
二
八
年
八
月
二
七
日
の
ケ
ロ
ッ
グ
＝
ブ
リ
ア
ン
協
定
で
あ
る
。
た
し
か
に
こ
の
協
定
は
国
際
的
紛
争

解
決
の
手
段
と
し
て
の
戦
争
を
断
罪
し
、
国
策
（nationaler

P
olitik

）
の
手
段
と
し
て
こ
れ
を
用
い
る
こ
と
を
放
棄
し
（
第
一
条
）、
あ

ら
ゆ
る
争
い
や
紛
争
、
そ
の
性
質
や
原
因
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
れ
、
平
和
的
手
段
以
外
の
方
法
を
用
い
な
い
こ
と
を
謳
っ
て
い
る
（
第

二
条
）。
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
判
決
も
こ
の
協
定
の
も
つ
法
的
効
果
に
つ
い
て
的
確
に
答
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
協
定
調
印
後
に
国

策
手
段
と
し
て
の
戦
争
に
訴
え
た
す
べ
て
の
国
は
協
定
違
反
の
責
任
を
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
た
だ
し
国
際
政
治
の
手
段
と
し
て
の
戦
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争
は
こ
の
協
定
の
義
務
づ
け
の
範
囲
外
に
あ
る
、
と
。
こ
の
確
認
は
ケ
ロ
ッ
グ
協
定
が
国
際
的
な
安
全
保
障
体
制
の
問
題
と
結
び
つ
い
て

い
る
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
い
い
か
え
れ
ば
「
戦
争
放
棄
の
射
程
は
国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
安
全
保
障
組
織
が
存
在
し
て
い
て
、

し
た
が
っ
て
ど
の
場
合
が
国
際
的
安
全
保
障
政
策
の
手
段
と
し
て
の
戦
争
に
当
た
る
の
か
正
確
に
決
定
で
き
る
時
に
は
じ
め
て
明
確
に
見

通
す
こ
と
が
で
き
る
」。
そ
の
限
り
に
お
い
て
パ
リ
協
定
の
署
名
国
が
「
戦
争
を
将
来
の
政
策
手
段
と
し
て
無
条
件
に
放
棄
し
て
い
る
」

と
い
う
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
で
の
確
認
に
は
限
定
が
付
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
事
実
、
合
衆
国
は
防
衛
戦
争
に
つ
い
て
は
重
大
な
留
保

を
し
て
い
る
し
、
英
国
政
府
は
こ
の
協
定
に
お
け
る
戦
争
放
棄
に
つ
い
て
さ
ら
に
重
大
な
留
保
を
し
て
い
る
。
当
時
の
外
相
オ
ー
ス
テ
ィ

ン
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
一
九
二
八
年
五
月
一
九
日
に
ロ
ン
ド
ン
の
ア
メ
リ
カ
大
使
に
宛
て
た
覚
書
で
は
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。「
そ
の
福

祉
と
不
可
侵
が
わ
が
国
平
和
と
わ
が
国
の
安
全
に
と
っ
て
特
別
か
つ
死
活
の
利
益
を
も
つ
よ
う
な
地
域
が
世
界
に
は
存
在
し
て
い
る
。
陛

下
の
政
府
は
過
去
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
対
す
る
干
渉
は
そ
の
甘
受
し
え
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
、
大
英
帝
国
の
た
め
に
あ
ら
ゆ

る
攻
撃
か
ら
こ
れ
を
防
衛
す
る
こ
と
は
自
衛
の
行
為
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
よ
う
に
努
め
て
き
た
。
陛
下
の
政
府
が
新
た
な
条
約
を

受
け
容
れ
る
の
は
、
こ
の
点
に
関
し
て
行
動
の
自
由
が
い
か
な
る
損
害
も
被
ら
な
い
こ
と
に
完
全
な
了
解
が
成
立
し
た
場
合
の
み
で
あ
る
」

（N
ürnberg

als
R

echtsfrage,S.38 -40

）。

も
と
よ
り
こ
う
し
た
留
保
や
、「
侵
略
戦
争
」
と
「
自
衛
」
に
つ
い
て
の
明
確
な
定
義
が
欠
如
し
て
い
る
と
い
う
問
題
は
さ
し
あ
た
り

措
く
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
の
も
一
九
三
九
年
九
月
一
日
の
ド
イ
ツ
に
よ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
攻
が
自
衛
戦
争
で
は
な
い
こ
と
、
し
た
が

っ
て
ケ
ロ
ッ
グ
協
定
の
署
名
国
ド
イ
ツ
が
こ
れ
に
違
反
し
た
侵
略
戦
争
を
行
っ
た
こ
と
は
明
白
だ
か
ら
で
あ
る
。
問
題
は
こ
の
条
約
違
反

か
ら
ど
の
よ
う
な
法
的
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
条
約
に
違
反
し
た
署
名
国
は
条
約
の
も
た
ら
す
あ
ら
ゆ
る
利

益
を
喪
失
す
る
」。
こ
れ
が
ケ
ロ
ッ
グ
協
定
か
ら
議
論
の
余
地
な
く
導
き
出
さ
れ
る
唯
一
の
法
的
制
裁
で
あ
る
。

国
策
手
段
と
し
て
の
「
侵
略
戦
争
」
放
棄
の
協
定
を
侵
害
し
た
国
に
は
、
当
該
協
定
に
よ
る
他
国
か
ら
の
侵
略
か
ら
の
保
護
と
い
う
恩
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恵
は
失
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
侵
略
国
に
対
し
て
一
種
の
道
徳
的
制
裁
を
科
す
こ
と
、
つ
ま
り
国
際
世
論
に
よ
る
非
難
と
い
う
裁
き
を
行
う

こ
と
が
協
定
起
草
者
な
ら
び
に
署
名
国
の
意
図
で
あ
っ
た
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
一
般
的
な
了
解
が
存
在
し
て
い
た
。
だ
が
さ
ら
に
踏
み

込
ん
で
「
協
定
違
反
の
国
家
に
対
し
て
戦
争
法
な
ら
び
に
中
立
法
の
部
分
的
停
止
を
す
る
こ
と
を
ケ
ロ
ッ
グ
協
定
か
ら
正
当
化
し
よ
う
と

す
る
こ
と
」
は
議
論
の
余
地
が
あ
り
、
条
約
内
容
に
そ
く
し
た
解
釈
か
ら
は
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
（N

ürnberg
als

R
echtsfrage,S.41 -42

）。

い
ず
れ
に
せ
よ
ケ
ロ
ッ
グ
協
定
は
条
約
違
反
に
対
し
て
具
体
的
な
制
裁
行
動
を
想
定
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
し
、
ま
し
て
や
侵
略
戦

争
を
指
導
し
た
政
治
指
導
者
に
条
約
違
反
の
個
人
的
責
任
を
求
め
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
が
こ
の
条

約
に
よ
っ
て
制
裁
の
義
務
を
負
う
も
の
で
な
い
こ
と
は
国
務
長
官
ケ
ロ
ッ
グ
本
人
や
後
の
ス
テ
ィ
ム
ソ
ン
国
務
長
官
が
く
り
返
し
確
認
し

て
い
る
（N

ürnberg
als

R
echtsfrage,S.43 -43

）。

さ
ら
に
協
定
成
立
後
の
一
九
二
八
年
か
ら
一
九
三
九
年
の
間
に
深
刻
な
協
定
違
反
が
生
ず
る
。
一
九
三
一
年
の
日
本
に
よ
る
満
州
侵
攻
、

一
九
三
四
年
の
ボ
リ
ビ
ア
＝
パ
ラ
グ
ア
イ
の
チ
ャ
コ
戦
争
（C

haco-K
rieg

）
も
一
九
三
五
―
三
六
年
の
イ
タ
リ
ア
＝
ア
ビ
シ
ニ
ア
戦
争
、

一
九
三
七
年
の
日
中
紛
争
、
そ
し
て
最
後
に
一
九
三
九
―
四
〇
年
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
＝
ロ
シ
ア
の
冬
期
戦
争
、
こ
れ
ら
の
戦
争
の
ほ
と
ん

ど
の
場
合
い
ず
れ
の
側
が
条
約
に
違
反
し
た
か
は
明
白
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
戦
争
勃
発
に
責
任
あ
る
個
人
を
刑
事
訴
追
す
る
と

い
う
試
み
は
一
度
と
し
て
真
剣
に
な
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
大
抵
の
場
合
に
は
、
協
定
違
反
を
し
た
国
家
と
の
外
交

的
協
議
と
協
調
が
行
わ
れ
て
、
こ
れ
ら
の
国
の
違
法
な
侵
略
が
部
分
的
に
は
承
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
三
四
年
に
は
ブ
ダ
ペ
ス
ト
で
国
際
法
協
会
の
大
会
が
行
わ
れ
、
次
の
よ
う
な
決
議
が
行
わ
れ
た
。
い
わ
く
、
ケ
ロ
ッ
グ
協
定
の
侵

害
は
他
の
署
名
国
に
、
侵
略
国
に
対
し
て
戦
争
遂
行
国
の
特
権
―
―
例
え
ば
捕
獲
権
（P

risenrecht

）、
封
鎖
の
権
利
等
々
―
―
を
拒
否
す

る
権
利
を
与
え
る
。
署
名
国
は
侵
略
国
に
対
し
て
中
立
法
の
義
務
を
無
視
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
、
侵
略
さ
れ
た
国
に
財
政
そ
の
他
の
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手
段
で
支
援
を
な
し
、
ま
た
武
力
を
も
っ
て
援
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
。
し
か
し
な
が
ら
、
制
裁
に
よ
る
ケ
ロ
ッ
グ
協
定
の
補
完
を

意
図
し
た
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
決
議
は
私
的
な
学
問
団
体
の
意
見
表
明
に
す
ぎ
ず
、
ケ
ロ
ッ
グ
協
定
の
公
式
の
解
釈
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い

し
、
そ
の
内
容
を
変
更
す
る
も
の
で
も
な
い
（N

ürnberg
als

R
echtsfrage,S.43 -44

）。

（6）
「nullcrim

en
sine

lege

」
と
法
治
国
家
の
原
則

グ
レ
ー
ヴ
ェ
は
言
う
、
な
る
ほ
ど
判
決
は
、「nullcrim

en
sine

lege

」
の
原
則
は
正
義
の
一
般
的
根
本
原
則
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
。

国
際
法
に
基
づ
く
国
際
的
裁
判
権
も
こ
の
原
則
に
従
う
と
い
う
こ
と
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
だ
が
判
決
で
提
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
も
し

あ
る
行
為
が
、
な
る
ほ
ど
実
行
当
時
に
は
処
罰
不
可
能
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
違
法
な
行
為
で
あ
る
と
宣
告
す
る
こ
と
は
、
事
後
立
法
に
は

な
ら
な
い
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
そ
の
行
為
の
違
法
性
を
認
識
し
え
た
は
ず
の
者
を
処
罰
す
る
の
は
不
正
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
よ
う

な
不
法
を
放
置
す
る
こ
と
こ
そ
が
不
正
だ
と
判
決
は
述
べ
て
い
る
。

「
被
告
人
の
ド
イ
ツ
政
府
に
お
け
る
地
位
に
鑑
み
れ
ば
、
彼
ら
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
何
人
か
は
、
国
際
紛
争
の
解
決
の
手
段
と
し
て

の
戦
争
を
不
法
だ
と
宣
言
す
る
条
約
に
ド
イ
ツ
が
署
名
し
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
完
全
な
準
備
を
も
っ
て
侵
入
と
攻
撃
の

意
図
に
向
け
て
進
ん
で
い
っ
た
時
に
、
自
分
た
ち
が
あ
ら
ゆ
る
国
際
法
に
反
し
て
行
動
し
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
」。

こ
れ
に
対
し
て
グ
レ
ー
ヴ
ェ
は
こ
う
応
え
る
。
な
さ
れ
た
行
為
が
道
徳
的
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
あ
る
い
は
一
般
的
な
不
法
性
を

認
識
し
て
い
た
に
相
違
な
い
と
い
う
想
定
だ
け
で
遡
及
的
刑
罰
の
問
題
が
回
避
で
き
る
と
す
る
の
は
、
法
治
国
家
の
原
則
に
対
す
る
重
大

な
侵
害
で
あ
る
。「
法
治
国
家
の
墓
掘
り
人
を
相
手
に
し
て
い
る
時
に
、
た
ん
な
る
復
讐
を
望
ん
で
は
な
ら
な
い
。
ヘ
ル
マ
ン
・
ゲ
ー
リ

ン
グ
と
そ
の
共
同
被
告
人
た
ち
は
、
法
治
国
家
思
想
の
最
も
厳
格
な
基
準
で
そ
の
罪
を
量
っ
た
と
し
て
も
し
か
る
べ
き
処
罰
を
免
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
基
準
は
、
あ
る
行
為
は
そ
れ
が
な
さ
れ
た
時
点
で
法
に
反
し
道
徳
に
反
す
る
だ
け
で
な
く
、
処
罰
さ
れ
る
べ
き
刑
法
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上
の
不
正
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
刑
罰
が
科
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
」（N

ürnberg
als

R
echtsfrage,S.45 -46

）。

報
告
の
最
後
に
グ
レ
ー
ヴ
ェ
は
述
べ
る
。
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
国
際
法
の
計
画
ほ
ど
国
際
法
の
理
念
と
権
威
を
損
な
う
も
の
は
な
い
。
そ

れ
は
政
治
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
法
に
対
す
る
シ
ニ
シ
ズ
ム
を
促
す
だ
け
だ
ろ
う
。「
侵
略
戦
争
が
処
罰
さ
れ
る
の
は
、
た
だ
そ
れ
が
失
敗
し

た
時
の
み
」
で
あ
り
、
侵
略
戦
争
が
今
後
は
失
敗
す
る
と
い
う
根
拠
あ
る
予
想
が
成
立
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
原
則
は
た
だ
多
く
の

国
民
の
意
識
に
根
づ
い
て
い
る
確
信
、「
成
功
し
た
も
の
が
権
利
を
も
つ
」
と
い
う
確
信
を
強
め
る
だ
け
だ
し
、
そ
れ
以
上
に
「
失
敗
し

た
侵
略
者
は
降
服
よ
り
は
む
し
ろ
破
滅
を
求
め
る
」
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
。
侵
略
者
が
必
ず
や
処
罰
さ
れ
る
と
い
う
確
信

を
保
障
す
る
た
め
に
は
、
国
際
裁
判
所
の
先
例
的
判
決
は
不
十
分
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
政
治
的
な
現
実
に
即
し
た
、
法
的
に
確
固
と

し
た
国
際
組
織
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
、
と
（N

ürnberg
als

R
echtsfrage,S.47 -48

）。

２
「
勝
者
の
裁
き
」
か
国
際
法
の
新
展
開
か
―
―
オ
ッ
ト
ー
・
キ
ュ
ス
タ
ー
の
副
報
告

（1）

発
展
途
上
の
国
際
法

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
に
批
判
的
な
グ
レ
ー
ヴ
ェ
に
対
し
て
オ
ッ
ト
ー
・
キ
ュ
ス
タ
ー
は
副
報
告
で
反
論
を
試
み
る
。
判
決
に
対
す
る

報
告
者
の
批
判
は
、
適
用
さ
れ
た
法
の
「
正
義
」
の
欠
如
、「
実
行
可
能
性
」
の
欠
如
、「
実
定
性
」
の
欠
如
に
向
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

こ
で
は
第
三
の
「
実
定
性
」
の
問
題
に
集
中
す
る
。
報
告
者
の
議
論
の
大
部
分
も
こ
れ
に
向
け
ら
れ
て
い
る
し
、
全
二
者
が
い
わ
ば
程
度

の
問
題
―
―
「
正
義
」
や
「
実
行
可
能
性
」
と
著
し
く
抵
触
す
る
法
は
法
で
な
く
な
る
―
―
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
実
定
性
」
に
欠
け
る

法
は
直
ち
に
法
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
実
定
性
の
欠
如
と
い
う
批
判
に
対
し
て
キ
ュ
ス
タ
ー
は
言
う
。「
憲
章
あ
る
い
は
判
決
は
な
る

ほ
ど
革
命
的
な
も
の
、
こ
れ
ま
で
法
で
な
か
っ
た
も
の
を
宣
告
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
宣
告
さ
れ
た
も
の
は
そ
の
宣
告
に
よ
っ
て
い
ま
や

完
全
に
法
規
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
そ
れ
に
よ
っ
て
実
定
性
の
敷
居
を
越
え
た
の
で
あ
る
」。「
わ
れ
わ
れ
が
現
実
的
に
覚
醒
し
た
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法
意
識
を
も
っ
て
事
態
に
即
す
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
す
べ
て
が
、
例
え
ば
法
学
者
と
し
て
、
弁
護
士
と
し
て
、
あ
る
い
は
た
ん
に
歴

史
の
教
師
と
し
て
、
家
父
と
し
て
、
世
論
の
個
々
の
担
い
手
と
し
て
、
あ
た
か
も
将
来
の
根
本
的
な
人
類
的
問
題
に
と
っ
て
何
が
法
で
あ

る
か
を
決
定
す
る
秤
の
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ト
を
握
る
者
で
あ
る
か
の
よ
う
に
こ
の
問
題
を
扱
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
（N

ürnberg
als

R
echtsfrage,S.60 -61

）

そ
こ
で
問
題
は
国
際
法
上
な
に
が
法
で
あ
る
か
で
あ
る
。
国
際
法
を
一
種
の
慣
習
法
と
す
る
検
察
官
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
議
論
に
対
し
て
、

国
際
法
は
ま
さ
に
慣
習
法
と
同
様
に
す
べ
て
の
法
仲
間
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
前
提
と
す
る
と
グ
レ
ー
ヴ
ェ
は
反
論
し
て
い
る
。
だ
が
、
慣

習
法
の
発
展
が
あ
ら
ゆ
る
法
仲
間
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
す
で
に
前
提
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
い
え
な
い
。
お
よ
そ
法
の
発
展
を
語
ろ
う

と
す
る
な
ら
ば
、
一
般
的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
結
果
で
あ
っ
て
発
展
の
前
提
で
は
な
い
。
法
の
形
成
の
た
め
に
は
コ
ン
セ
ン
サ
ス
以
上
の

何
か
が
必
要
と
な
る
。「
そ
れ
に
加
え
て
必
要
な
の
は
、
こ
れ
が
法
で
あ
る
と
主
張
し
て
、
事
実
的
な
も
の
の
中
に
入
っ
て
い
く
勇
気
で

あ
り
、
一
つ
の
先
例
を
創
出
す
る
勇
気
が
、
法
で
あ
る
と
主
張
し
た
も
の
へ
の
自
ら
の
信
念
を
証
明
す
る
も
の
と
し
て
の
行
為
が
、
そ
れ

に
疑
念
を
抱
く
法
仲
間
に
対
し
て
説
得
力
を
も
つ
こ
と
を
大
胆
に
信
頼
す
る
勇
気
で
あ
る
」。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
検
察
官
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ

た
の
は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
新
た
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
喚
起
な
の
で
あ
る
。
国
際
法
に
お
け
る
個
人
責
任
の
原
則
、
こ
れ
ま
で
実
定
性
の

敷
居
の
下
方
に
お
か
れ
て
問
題
と
さ
れ
な
か
っ
た
原
理
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
問
題
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
不
要

と
さ
れ
て
き
た
問
題
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
国
際
法
発
展
・
形
成
の
途
上
に
あ
る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
見
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
キ
ュ
ス
タ
ー
い
う
の
で
あ
る
（N

ürnberg
als

R
echtsfrage,S.63 -64

）。

（2）
「
勝
者
の
裁
き
」
の
問
題

次
に
い
わ
ゆ
る
「
勝
者
の
裁
き
」
に
つ
い
て
、
占
領
四
大
国
が
ド
イ
ツ
に
お
け
る
主
権
を
行
使
し
て
い
る
こ
と
は
グ
レ
ー
ヴ
ェ
の
指
摘
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の
通
り
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
法
的
に
は
ド
イ
ツ
に
お
け
る
裁
判
権
を
国
際
法
廷
に
移
管
す
る
権
限
を
彼
ら
は
有
し
て

い
る
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
国
際
法
上
の
裁
判
権
の
問
題
そ
れ
自
体
を
彼
ら
が
改
革
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

「
改
革
、
進
歩
は
次
の
点
に
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
も
は
や
外
国
権
力
に
対
す
る
屈
服
（N

iederw
efung

）
は
必
要
で
は
な
く
、
む
し
ろ
個
々

の
国
際
的
犯
罪
人
を
捕
え
て
、
彼
ら
を
裁
判
に
か
け
る
こ
と
で
十
分
だ
と
言
う
こ
と
で
あ
る
」。
そ
の
よ
う
な
国
際
法
上
の
裁
判
権
が
将

来
法
と
し
て
通
用
す
る
見
通
し
は
、
今
日
の
世
界
組
織
の
現
状
で
は
お
よ
そ
考
え
ら
れ
な
い
、
と
い
う
の
が
グ
レ
ー
ヴ
ェ
氏
の
見
解
で
あ

る
。
だ
が
は
そ
う
し
た
発
展
の
見
込
み
は
ま
っ
た
く
な
い
と
い
え
る
の
か
。
人
道
の
罪
に
関
す
る
介
入
裁
判
の
チ
ャ
ン
ス
は
ま
す
ま
す
大

き
く
な
っ
て
い
る
の
と
い
う
の
が
キ
ュ
ス
タ
ー
の
立
場
で
あ
る
（N

ürnberg
als

R
echtsfrage,S.66

）。

た
し
か
に
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
法
廷
は
戦
勝
国
に
よ
る
裁
き
の
場
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
勝
者
の
裁
き
」
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
勝
者

が
自
分
の
事
件
を
裁
く
」
も
の
だ
と
グ
レ
ー
ヴ
ェ
は
言
う
。
も
と
よ
り
し
っ
か
り
し
た
裁
判
所
が
あ
る
場
合
に
個
人
が
自
分
の
関
わ
っ
た

事
件
を
裁
く
の
は
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
し
、
仲
裁
裁
判
の
よ
う
な
裁
き
の
場
が
あ
る
な
ら
ば
、
あ
る
国
民
が
他
の
国
民
を
裁
く
よ
う

な
こ
と
は
で
き
れ
ば
な
い
方
が
い
い
。
だ
が
「
あ
る
国
民
が
あ
る
人
間
を
通
じ
て
他
国
民
の
人
間
を
裁
く
と
い
う
こ
と
は
、
あ
り
う
る
こ

と
（plausibel

）」
で
あ
り
、
ま
し
て
や
自
ら
多
大
な
犠
牲
を
払
い
な
が
ら
つ
い
に
人
類
の
敵
を
打
倒
し
た
共
同
体
が
そ
う
す
る
の
は
な
お

さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
（N

ürnberg
als

R
echtsfrage,S.68

）。

さ
ら
に
自
ら
の
事
件
を
裁
く
と
い
う
の
は
当
た
ら
な
い
。「
自
己
に
関
す
る
裁
き
を
大
ま
か
な
基
準
に
お
い
て
な
し
た
の
は
ロ
シ
ア
の

み
で
あ
り
、
侵
略
戦
争
の
犠
牲
と
な
っ
た
唯
一
の
戦
勝
国
と
し
て
、
そ
し
て
実
際
に
そ
の
国
民
と
軍
隊
が
人
道
の
不
法
行
為
と
戦
争
法
犯

罪
の
被
害
を
被
っ
た
唯
一
の
国
と
し
て
で
あ
っ
た
た
。
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
は
同
様
な
意
味
で
侵
略
さ
れ
た
と
主
張
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
し
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
根
拠
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」。（N

ürnberg
als

R
echtsfrage,S.68

）。

グ
レ
ー
ヴ
ェ
の
立
場
は
、
占
領
裁
判
所
に
よ
る
裁
き
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
肯
定
す
る
が
、
国
際
法
廷
に
よ
る
介
入
裁
判
に
つ
い
て
は
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否
定
す
る
と
い
う
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
キ
ュ
ス
タ
ー
か
ら
み
れ
ば
中
途
半
端
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
前
に
は
二
つ
の
選
択
肢
が
あ
る
。
敗

戦
国
が
自
ら
非
人
道
的
な
犯
罪
を
犯
し
た
も
の
を
裁
く
か
、
そ
れ
と
も
戦
勝
国
に
そ
れ
を
委
ね
る
か
。
第
一
次
大
戦
後
に
行
わ
れ
た
よ
う

に
、
敗
戦
国
内
に
法
廷
が
設
立
さ
れ
て
、
国
内
の
社
会
階
層
や
官
僚
制
の
構
造
が
そ
の
ま
ま
残
る
場
合
に
は
、「
国
民
的
な
偏
見
と
同
志

的
感
情
（K

am
eraderie

）」
が
司
法
を
阻
害
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
自
分
は
今
日
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
が
そ
う
し
た
偏
見

な
く
裁
き
を
行
う
状
態
に
あ
る
と
信
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
る
ほ
ど
敵
国
に
よ
る
裁
判
に
対
し
て
は
国
民
的
な
憎
悪
が
向
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
が
、「
事
実
上
の
権
力
が
裁
判
所
を
維
持
す
る
と
い
う
こ
の
任
務
を
引
き
う
け
て
く
れ
た
方
が
い
い
し
、
よ
り
適
切
」

で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
（N

ürnberg
als

R
echtsfrage,S.70 -72

）
（
７
）

。

「tu
quoque

」（
汝
も
ま
た
）
と
い
う
議
論
も
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
に
対
す
る
反
論
に
は
な
ら
な
い
。「
裁
判
官
自
身
が
殺
人
者
で
あ

る
と
い
う
異
議
は
決
し
て
究
極
的
に
妥
当
す
る
異
議
で
は
な
い
。
も
し
第
三
の
殺
人
者
が
第
四
の
殺
人
者
を
殺
害
し
て
、
第
一
と
第
二
の

も
の
が
彼
を
そ
れ
で
絞
首
刑
に
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
で
も
な
お
司
法
な
の
で
あ
る
」。
し
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
ジ
ャ
ク
ソ
ン
検
察
官

と
同
様
に
こ
う
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
基
本
原
則
に
よ
れ
ば
将
来
あ
ら
ゆ
る
国
の
政
治
家
は
責
任
を
問
わ
れ
る
の
で
あ
り
、「
現
在

こ
の
法
廷
に
座
し
て
い
る
も
の
も
例
外
と
な
ら
な
い
」
の
で
あ
る
（N

ürnberg
als

R
echtsfrage,S.74 -75

）。

（3）

国
家
の
不
法
と
個
人
責
任
の
問
題
　

国
家
の
不
正
と
個
人
の
責
任
の
問
題
に
つ
い
て
、
キ
ュ
ス
タ
ー
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
国
際
法
上
国
家
が
為
し
た
不
法
行
為
に

つ
い
て
個
人
の
責
任
を
認
め
な
い
旧
来
の
国
際
法
の
原
則
か
ら
は
、
ナ
チ
ス
の
よ
う
な
体
制
そ
の
も
の
が
不
法
な
体
制
の
犯
罪
的
行
為
に

加
わ
っ
た
者
た
ち
を
裁
く
こ
と
が
難
し
く
な
る
。
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
に
お
い
て
な
さ
れ
た
革
新
は
ま
さ
に
不
法
行
為
の
国
家
責
任
と

個
人
責
任
の
二
者
択
一
を
廃
止
し
て
、
国
家
と
個
人
へ
の
そ
れ
ぞ
れ
へ
の
責
任
の
帰
属
を
問
う
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。「
完
全
な
不
法
国
家
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か
ら
自
ら
を
守
る
こ
と
は
そ
れ
以
外
に
は
不
可
能
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
そ
う
し
た
変
更
は
十
分
に
正
当
化
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
捕
虜
の

射
殺
を
命
じ
た
将
軍
た
ち
に
つ
い
て
、
彼
ら
は
ド
イ
ツ
の
法
律
に
従
っ
て
合
法
的
に
行
動
し
た
の
だ
、
と
い
う
こ
と
が
よ
く
い
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
彼
ら
を
無
罪
放
免
す
る
こ
と
を
我
々
は
望
む
の
か
。
グ
レ
ー
ヴ
ェ
も
そ
れ
は
望
ん
で
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。
国
内
法
に
よ
っ
て

適
法
的
に
な
さ
れ
た
命
令
に
よ
る
不
正
を
国
内
刑
法
典
は
想
定
し
て
い
な
い
。
だ
が
そ
の
よ
う
な
残
虐
行
為
を
命
じ
る
不
法
な
法
律
自
体

が
す
で
に
自
然
法
に
照
ら
し
て
無
効
で
あ
る
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
発
布
し
、
利
用
し
、
従
っ
た
も
の
を
ド
イ
ツ
の
法
廷
で
裁
く

こ
と
が
で
き
る
。
も
し
こ
の
よ
う
に
「
行
為
の
合
法
性
と
い
う
協
力
な
障
害
が
自
然
法
に
依
拠
す
る
こ
と
で
排
除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」

と
す
る
な
ら
ば
、「
国
家
の
不
法
」
に
つ
い
て
は
個
人
は
責
任
を
問
え
な
い
と
い
う
「
控
え
め
な
障
害
」
も
ま
た
同
様
に
自
然
法
に
依
拠

す
る
こ
と
で
排
除
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
国
家
責
任
と
個
人
責
任
と
は
排
他
的
な
二
者
択
一
で
は
な
い
。「
あ
る
行
為
者
へ
の
行
為
の
帰

属
は
同
時
に
国
家
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
を
妨
げ
る
わ
け
で
は
な
い
」（N

ürnberg
als

R
echtsfrage,S.79 -81

）。

（4）

遡
及
効
の
問
題

つ
ぎ
に
「N

ulla
poena

sine
lege

」（
法
律
な
け
れ
ば
処
罰
な
し
）
の
原
則
に
違
反
す
る
と
い
う
議
論
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
根
拠
が
な
い
。

ド
イ
ツ
は
す
で
に
ケ
ロ
ッ
グ
＝
ブ
リ
ア
ン
協
定
に
署
名
し
て
い
る
。
確
か
に
ケ
ロ
ッ
グ
協
定
自
身
は
侵
略
戦
争
の
追
放
（Ä

chtung
des

A
ngriffskriegs

）
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
な
い
が
、「
ド
イ
ツ
語
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
ラ
イ
ヒ
官
報
に
あ
る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
国

は
戦
争
を
国
策
の
手
段
と
し
て
は
断
罪

、
、

し
（verurteilt

）、
こ
れ
を
放
棄

、
、

し
た
（verzichtet

）」。
し
た
が
っ
て
侵
略
戦
争
は
紛
争
を
解
決
す

る
た
め
の
手
段
で
は
な
く
「
国
際
的
犯
罪
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
い
ま
や
侵
略
戦
争
は
犯
罪
的
で
あ
る
こ
と
は
疑
問
の
余
地
が

な
い
し
、「
意
図
的
な
大
量
殺
戮
」
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
戦
争
の
正
当
化
事
由
は
通
用
し
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
（N

ürnberg
als

R
echtsfrage,S.82 -83

）。
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遡
及
法
の
禁
止
と
い
う
意
味
で
の
「N

ulla
poena

sine
lege

」
は
ロ
ー
マ
法
に
は
存
在
し
な
い
。
そ
の
最
も
古
い
定
式
は
ア
メ
リ
カ
憲

法
に
お
け
る
事
後
法
（ex

post
facto-law

）
で
あ
り
、
ラ
テ
ン
語
の
定
式
を
そ
れ
に
与
え
た
の
は
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
（A

nselm
von

Feuerbach,
1775 -1833

）
で
あ
っ
た
。
自
然
法
哲
学
に
基
づ
く
そ
の
刑
罰
理
論
に
お
い
て
は
、
犯
罪
者
は
自
ら
承
知
し
た
刑
法
に
違
反
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
い
わ
ば
自
分
の
処
罰
を
承
諾
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
核
心
は
第
一
に
、
人
は
、
彼
の
今
日
の
行
動
が
処
罰
さ
れ
る
の
は

今
日
妥
当
す
る
法
に
よ
っ
て
で
あ
る
と
信
頼
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
第
二
に
は
、
立
法
はab

iratio

﹇
怒
り
や
憎
悪
か
ら
す
る

行
動
﹈
を
排
除
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
犯
罪
者
の
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
で
あ
る
こ
と
で
は
な
い
。「
こ
の
命
題
が
も
し

マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
被
告
人

、
、
、

、
判
決
ま
で
は
無
罪

、
、

で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
人
間
と
し
て
の
被
告
人
に
と
っ
て

の
そ
れ
」
な
の
で
あ
る
（N

ürnberg
als

R
echtsfrage,S.84 -85

）。

た
し
か
に
遡
及
法
の
禁
止
を
こ
の
法
廷
に
適
用
す
る
こ
と
に
対
す
る
ジ
ャ
ク
ソ
ン
検
察
官
の
反
論
、
自
ら
遵
守
し
て
い
た
と
被
告
人
が

証
明
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
法
を
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
反
論
は
法
律
学
的
に
は
異
例
の
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
反
論

は
す
べ
て
の
犯
罪
者
一
般
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

「
犯
罪
者
と
い
う
も
の
は
た
だ
法
を
侵
害
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
こ
れ
ら
の
被
告
人
は
法
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
政
治
家
と
し
て
、

神
と
世
界
の
前
に
法
の
番
人
に
任
命
さ
れ
た
人
間
と
し
て
、
彼
ら
は
国
際
法
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
否
定
し
た
。
彼
ら
は

nulla

poena

の
命
題
を
百
倍
も
誓
っ
て
お
き
な
が
ら
、
そ
れ
を
破
っ
た
ば
か
り
か
、
否
定
し
嘲
笑
し
て
、N

ullun
crim

en
sine

poena

﹇
刑
罰
な

け
れ
ば
犯
罪
な
し
﹈
と
い
う
非
道
い
俗
物
市
民
の
テ
ー
ゼ
を
全
世
界
に
わ
め
き
散
ら
し
た
。
彼
ら
に
対
し
て
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
反
論
す
る
。

あ
な
た
方
が
述
べ
た
と
お
り
の
こ
と
が
あ
な
た
方
に
起
こ
る
と
。
私
は
愛
す
る
神
と
と
も
に
こ
う
信
ず
る
、
お
よ
そ
法
の
裁
き
を
下
す
と

言
う
こ
と
は
こ
う
し
た
も
の
だ
と
」（N

ürnberg
als

R
echtsfrage,S.86

）。
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（5）

国
際
法
の
現
段
階

キ
ュ
ス
タ
ー
は
副
報
告
に
先
立
つ
討
論
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

「
確
か
に
ケ
ロ
ッ
グ
協
定
は
侵
略
戦
争
を
推
進
す
る
個
人
に
対
す
る
刑
事
処
罰
の
可
能
性
に
つ
い
て
明
確
な
こ
と
を
何
も
述
べ
て
は
い

な
い
。
そ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る
の
は
侵
略
国
家
に
対
す
る
法
的
な
断
罪
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
点
で
個
人
の
責
任
を
問
う
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク

の
シ
ス
テ
ム
は
さ
ら
な
る
一
歩
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
理
解
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ケ
ロ
ッ
グ
協
定
と
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁

判
は
一
つ
の
構
想
の
二
つ
の
段
階
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
制
裁
の
た
め
の
戦
争
の
シ
ス
テ
ム
、
組
織
さ
れ
た
世
界
司
法
の
シ
ス
テ
ム
と
は
根

本
的
に
別
の
構
想
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
後
者
の
シ
ス
テ
ム
は
国
際
連
盟
と
い
う
か
た
ち
で
は
失
敗
し
た
し
、
そ
の
再
来
と
し
て
の
国

際
連
合
は
現
在
ま
で
と
こ
ろ
実
践
的
な
成
果
を
も
た
ら
し
て
い
な
い
。
ま
さ
に
そ
れ
ゆ
え
に
わ
れ
わ
れ
は
次
の
こ
と
を
冷
静
に
認
識
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
原
始
的
な
段
階
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
の
規
約
と
と
も
に
再
び
ケ

ロ
ッ
グ
協
定
の
構
想
に
立
ち
戻
っ
て
、
こ
の
基
盤
の
上
で
さ
ら
に
一
歩
を
踏
み
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
」（N

ürnberg
als

R
echtsfrage,

S.48

）。
キ
ュ
ス
タ
ー
に
よ
れ
ば
国
際
法
は
三
つ
の
発
展
段
階
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
は
、
国
際
的
警
察
と
国
際
裁
判
所
と
い
う
か
た

ち
で
国
家
に
類
似
し
た
秩
序
が
成
立
し
た
段
階
で
あ
る
。
国
際
連
盟
が
追
求
し
た
の
は
そ
の
よ
う
な
秩
序
で
あ
っ
た
し
、
現
在
の
国
際
連

合
が
追
求
し
て
い
る
の
も
こ
れ
で
あ
っ
た
。
集
団
的
安
全
保
障
と
自
動
的
制
裁
の
概
念
は
こ
の
目
標
を
め
ざ
し
て
い
る
。

第
二
の
よ
り
原
始
的
な
国
際
秩
序
に
お
い
て
は
、
国
際
警
察
は
存
在
し
な
い
が
国
際
裁
判
所
が
存
在
す
る
。
不
正
を
被
っ
た
も
の
は
自

力
あ
る
い
は
隣
人
や
庇
護
者
の
助
力
で
犯
罪
者
を
「
逮
捕
」
し
て
、
下
さ
れ
た
刑
罰
を
執
行
す
る
。
こ
れ
は
い
わ
ば
中
世
ド
イ
ツ
の
国
内

法
の
状
態
と
対
応
す
る
も
の
で
、
国
際
法
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、
ハ
ー
グ
の
常
設
仲
裁
裁
判
所
の
設
立
に
よ
っ
て
生
ま
れ
て
き
た
も
の

で
あ
る
。
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最
後
に
第
三
の
、
さ
ら
に
原
始
的
な
国
際
秩
序
の
類
型
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
法
と
不
法
の
区
別
は
存
在
す
る
が
、
常
設
の
裁
判
所
は
存

在
し
な
い
。
司
法
は
基
本
的
に
は
自
助
と
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
に
構
成
さ
れ
る
介
入
裁
判
権
と
い
う
か
た
ち
で
行
使
さ
れ
る
。
ケ
ロ
ッ
グ
協
定

が
想
定
し
て
い
る
の
は
ま
さ
に
こ
う
し
た
国
際
秩
序
の
状
態
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
常
設
の
裁
判
所
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
な
お
法
と
不
法

と
は
―
―
「
正
当
な
戦
争
」
と
「
不
当
な
戦
争
」
と
い
う
か
た
ち
で
―
―
区
別
さ
れ
て
い
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
か
り
に
ケ
ロ
ッ
グ
協
定

の
原
則
が
旧
来
の
「
名
誉
あ
る
戦
争
」
の
正
当
化
根
拠
を
廃
止
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
戦
争
遂
行
者
を
通
常
の
刑
事
司
法
上
の
殺
人
の
罪
に

問
う
も
の
だ
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
た
だ
ち
に
刑
罰
の
執
行
を
遂
行
す
る
世
界
政
府
を
想
定
す
る
も
の
で

は
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
は
、
国
際
連
盟
と
自
動
的
集
団
的
制
裁
の
シ
ス
テ
ム
は
重
き
に
す
ぎ
た
、
世
界
警
察
の
思
想
は
時
期
尚
早
で
あ
っ

た
、
と
い
う
認
識
に
基
づ
い
て
い
る
。
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
は
、
そ
う
し
た
原
始
的
な
発
展
段
階
へ
と
回
帰
す
る
も
の
だ
と
キ
ュ
ス
タ

ー
は
い
う
の
で
あ
る
（N

ürnberg
als

R
echtsfrage,S.86 -89

）。

以
上
の
よ
う
に
グ
レ
ー
ヴ
ェ
と
キ
ュ
ス
タ
ー
の
論
争
で
は
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
を
め
ぐ
る
基
本
的
な
争
点
、
国
際
軍
事
法
廷
の
裁

判
権
限
、「
勝
者
の
裁
き
」
と
事
後
法
・
遡
及
法
の
禁
止
、
国
際
法
の
本
質
と
そ
の
発
展
段
階
を
め
ぐ
っ
て
対
照
的
な
立
場
が
提
示
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
キ
ュ
ス
タ
ー
の
議
論
を
さ
ら
に
徹
底
す
る
か
た
ち
で
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
の
不
徹
底
性
を
批
判
し
た
の
が
ナ

チ
ス
の
迫
害
を
逃
れ
て
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
法
哲
学
者
ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ゼ
ン
で
あ
る
。

註
（
４
）

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
る
の
は
厳
密
な
意
味
で
の
法
的
責
任
、
刑
法
上
の
責
任
で
あ
っ
て
、
ヤ
ス
パ
ー
ス
が
論
じ
た
よ
う
な
形
而
上
学
的
罪
、

政
治
的
責
任
の
問
題
は
視
野
の
外
に
置
か
れ
る
と
グ
レ
ー
ヴ
ェ
は
述
べ
て
い
る
。N

ürnberg
als

R
echtsfrage,S.11 .

（
５
）

N
ürnberg

als
R

echtsfrage,
S.10 .vgl.R

obert
H

.Jackson,
O

pening
A

ddress
for

the
U

nited
States,

N
ovem

ber
21 ,1945 ,

in:
M

icahel
R

.M
arrus(ed.),

The
N

urem
berg

W
ar

C
rim

es
Trial,1945 -46 .A

dokum
enraty

H
istory,B

edford:B
oston,1997 ,p.81 -82 .

（
６
）

グ
レ
ー
ヴ
ェ
は
以
下
の
よ
う
な
人
道
的
介
入
の
事
例
を
挙
げ
て
い
る
。「
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
の
外
交
的
異
議
申
し
立
て
、
両
シ
チ
リ
ア
王
国
で
の
政
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治
的
捕
虜
の
残
酷
で
恣
意
的
な
取
り
扱
い
を
理
由
と
す
る
関
係
の
断
絶
と
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
両
国
艦
隊
の
動
員
（
一
八
五
六
年
）。
／
シ
リ
ア
で
マ
ロ

ニ
テ
の
数
千
人
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
ド
ル
ー
ゼ
教
徒
（D

rusen

）
が
ト
ル
コ
当
局
の
黙
認
の
下
で
虐
殺
し
た
際
の
フ
ラ
ン
ス
遠
征
軍
の
派
遣
と
五
大
国
の
ト

ル
コ
政
府
へ
の
外
交
的
抗
議
（
一
八
六
〇
年
）。
／
ポ
ー
ラ
ン
ド
叛
徒
（
一
八
六
三
年
）
あ
る
い
は
バ
ル
カ
ン
諸
国
で
の
ス
ル
タ
ン
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
臣

下
の
非
人
道
的
扱
い
（
一
八
六
三
年
）
な
ら
び
に
ロ
シ
ア
と
ル
ー
マ
ニ
ア
で
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
非
人
道
的
扱
い
（
一
八
六
七
、
一
八
七
二
、
一
九
〇
二
年
）
の

際
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
大
国
の
ロ
シ
ア
・
ト
ル
コ
政
府
に
対
す
る
外
交
的
介
入
。
／
ベ
ル
ギ
ー
政
府
が
コ
ン
ゴ
国
の
出
生
者
を
非
人
道
的
に
搾
取
（
一
九
〇

六
／
〇
九
年
）
し
た
際
の
、
ま
た
ペ
ル
ー
政
府
に
よ
っ
て
ア
マ
ゾ
ン
上
流
の
地
域
で
同
様
の
事
態
が
生
じ
た
際
の
（
一
九
一
二
／
一
三
年
）
英
国
な
ら
び
に

ア
メ
リ
カ
政
府
の
外
交
的
介
入
。
／
最
後
に
ス
ペ
イ
ン
植
民
地
キ
ュ
ー
バ
の
国
内
事
情
へ
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
武
力
介
入
。
こ
れ
は
ス
ペ
イ
ン
・
ア
メ
リ

カ
戦
争
に
い
た
っ
た
が
、
人
道
介
入
と
い
う
大
義
名
分
で
行
わ
れ
た
（
一
八
九
八
年
）」（N

ürnberg
als

R
echtsfrage,S.27 -28

）。

（
７
）

キ
ュ
ス
タ
ー
は
こ
う
も
述
べ
て
い
る
。「
わ
た
し
は
実
際
ア
メ
リ
カ
人
は
み
ず
か
ら
任
務
を
よ
く
果
た
し
て
、
権
力
を
も
つ
こ
と
に
よ
る
こ
の
責
任
か
ら

逃
げ
な
か
っ
た
と
信
じ
て
い
ま
す
」（ebenda,S.65

）。

Ⅱ
　
ケ
ル
ゼ
ン
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
批
判

１
　
敗
戦
国
ド
イ
ツ
の
法
的
地
位

（1）

占
領
権
力
へ
の
主
権
の
移
行

ケ
ル
ゼ
ン
は
一
九
四
五
年
六
月
五
日
の
連
合
国
ベ
ル
リ
ン
宣
言
を
受
け
た
論
説
「
ベ
ル
リ
ン
宣
言
に
よ
る
ド
イ
ツ
の
法
的
地
位
」
で
次

の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
（H

ans
K

elsen,T
he

L
egal

Status
of

G
erm

any
according

to
the

D
eclaration

of
B

erlin,A
m

erican
Journal

of

InternationalLaw
,V

ol.39
(1945 ),pp.518 -519

）。

ベ
ル
リ
ン
宣
言
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
連
邦
、
連
合
王
国
の
諸
政
府
な
ら
び
に
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
暫
定

政
府
は
「
ド
イ
ツ
に
関
し
て
ド
イ
ツ
政
府
、
最
高
司
令
部
な
ら
び
に
す
べ
て
の
邦
、
自
治
体
な
い
し
地
方
政
府
が
所
有
し
て
い
た
す
べ
て
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の
権
限
を
含
め
て
そ
の
最
高
権
力
（suprem

e
authority

）
を
引
き
う
け
る
」
こ
と
を
宣
言
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
の
領
土
は
そ
こ

に
居
住
す
る
住
民
を
含
め
て
四
大
国
の
主
権
の
下
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
一
九
〇
七
年
の
ハ
ー
グ
陸
戦
協
定
の
付
属
規
定

四
二
―
四
六
条
の
い
わ
ゆ
る
「
交
戦
中
の
占
領
」（belligerent

occupation

）
で
は
な
い
。
ド
イ
ツ
の
無
条
件
降
伏
の
後
に
、
と
り
わ
け

最
後
の
ド
イ
ツ
政
府
、
デ
ー
ニ
ッ
ツ
提
督
の
政
府
が
廃
止
さ
れ
た
後
に
は
そ
れ
は
不
可
能
に
な
っ
た
。「
交
戦
中
の
占
領
」
と
い
う
法
的

地
位
は
戦
争
状
態
の
存
続
、
占
領
さ
れ
た
国
家
の
本
来
の
主
権
の
担
い
手
と
し
て
の
正
統
な
政
府
の
存
在
を
前
提
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。「

国
際
法
の
観
点
か
ら
見
た
場
合
に
独
立
の
政
府
の
存
在
は
国
家
の
本
質
的
要
件
で
あ
る
。
最
後
の
ド
イ
ツ
政
府
の
廃
止
に
よ
っ
て
戦

勝
国
は
主
権
国
家
と
し
て
の
ド
イ
ツ
の
存
在
（existence

）
を
破
壊
し
た
の
で
あ
る
。
無
条
件
降
伏
以
降
、
少
な
く
と
も
デ
ー
ニ
ッ
ツ
政

府
の
廃
止
以
降
、
ド
イ
ツ
は
国
際
法
の
意
味
に
お
い
て
国
家
と
し
て
の
存
在
を
停
止
し
た
の
で
あ
る
」（K

elsen,
T

he
L

egal
S

tatus
of

G
erm

any,p.519

）。

こ
れ
に
よ
り
形
式
上
ド
イ
ツ
政
府
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
立
法
権
と
執
行
権
の
全
体
は
い
か
な
る
制
約
も
加
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
文
字

通
り
占
領
諸
国
家
に
引
き
継
が
れ
た
。

た
だ
し
宣
言
に
よ
れ
ば
、
最
高
権
力
の
掌
握
は
「
ド
イ
ツ
の
併
合
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
」。

こ
れ
は
伝
統
的
な
国
際
法
学
説
と
は
齟
齬
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
旧
来
の
学
説
に
よ
れ
ば
、
主
権
の
継
承
は
征
服
（subjugation

）
に

よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
っ
た
。
敵
の
武
力
を
殲
滅
し
、
領
土
を
征
服
・
併
合
し
、
恒
久
的
に
当
該
領
土
を
支
配
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
敵

の
主
権
国
家
と
し
て
の
存
在
は
は
じ
め
て
消
滅
す
る
。
だ
が
こ
の
説
は
支
持
し
が
た
い
。
現
状
の
よ
う
に
主
権
国
家
と
し
て
の
ド
イ
ツ
の

存
在
が
消
滅
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
占
領
国
に
併
合
の
意
図
が
な
い
と
す
れ
ば
、
ド
イ
ツ
の
領
土
は
い
か
な
る
国
家
に
も
帰
属
し
な
い

領
域
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
不
条
理
で
あ
る
。「
領
土
の
主
権
の
確
立
は
新
た
な
主
権
者
が
そ
の
領
土
を
永
久
に

、
、
、

保
持
す
る
意
図
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を
も
つ
か
ど
う
か
に
依
存
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
正
統
な
政
府
の
廃
止
と
軍
隊
の
解
体
の
後
に
一
国
な
い
し
複
数
の
戦
勝
国
の
軍
事
統
治

と
行
政
の
下
に
置
か
れ
た
領
域
を
、
い
か
な
る
国
家
の
国
土
で
も
な
い
と
す
る
の
は
馬
鹿
げ
た
理
解
で
し
か
な
い
」（
傍
点
引
用
者
）。
も

し
交
戦
国
が
占
領
国
家
の
主
権
を
廃
止
し
て
な
お
か
つ
そ
の
領
土
を
い
わ
ば
無
主
の
領
土
と
し
て
他
国
の
占
取
に
開
放
す
る
こ
と
を
望
ま

な
い
と
す
れ
ば
、
み
ず
か
ら
そ
の
主
権
を
―
―
一
時
的
に
で
あ
れ
―
―
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
ケ
ル
ゼ
ン
は
い
う
の
で
あ
る
。

（
８
）

（2）

共
同
統
治

ド
イ
ツ
の
領
土
が
そ
の
住
民
と
と
も
に
置
か
れ
る
主
権
は
占
領
諸
国
の
共
同
主
権
で
あ
る
。
も
し
複
数
の
国
家
が
特
定
の
領
域
に
対
し

て
共
同
し
て
そ
の
主
権
を
行
使
す
る
と
き
、
そ
れ
は
共
同
統
治
（condom

inium

）
と
呼
ば
れ
る
。

ベ
ル
リ
ン
宣
言
は
「
全
体
と
し
て
の
ド
イ
ツ
に
影
響
す
る
事
項
に
関
し
て
」、
占
領
国
に
よ
っ
て
引
き
う
け
ら
れ
た
最
高
権
限
は
「
共

同
し
て
（jointly

）」
に
、
ソ
ビ
エ
ト
、
ブ
リ
テ
ン
、
合
衆
国
、
フ
ラ
ン
ス
の
司
令
官
に
よ
っ
て
「
彼
ら
の
政
府
の
訓
令
（instructions

）

に
基
づ
い
て
」
行
使
さ
れ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
他
の
す
べ
て
の
事
項
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
司
令
官
が
自
己
の
占
領
区
域
に
つ
い
て

行
使
す
る
。
四
人
の
司
令
官
は
共
同
し
て
「
管
理
理
事
会
（control

council

）」
を
形
成
す
る
。
ド
イ
ツ
全
体
に
関
す
る
主
要
問
題
に
関

す
る
決
定
に
つ
い
て
の
合
意
は
そ
こ
で
な
さ
れ
る
。
管
理
理
事
会
の
決
定
は
全
員
一
致
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
占
領
区
域
に
お
け
る
司
令
官
の

行
動
の
統
一
性
を
保
障
す
る
。
管
理
理
事
会
の
も
と
に
は
四
人
の
司
令
官
の
代
表
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
常
設
の
調
整
委
員
会
が
設
置
さ

れ
て
、
ま
た
管
理
の
た
め
の
職
員
が
陸
・
海
・
空
の
運
輸
、
政
治
、
経
済
、
財
政
、
内
務
、
法
務
の
諸
部
門
に
組
織
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の

管
理
理
事
会
と
常
設
の
調
整
委
員
会
そ
し
て
管
理
の
諸
部
門
は
占
領
国
が
彼
ら
の
共
同
主
権
を
行
使
す
る
、
つ
ま
り
、
彼
ら
の
コ
ン
ド
ミ

、
、
、
、

ニ
ウ
ム

、
、
、

を
行
使
す
る
た
め
の
共
同
機
関
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
「
複
数
の
占
領
国
の
い
ず
れ
も
彼
ら
の
占
領
下
に
置
か
れ
る
領
土
を
一
方
的
（unilaterally

）
に
処
分
す
る
権
限
を
も
た
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な
い
し
、
い
か
な
る
本
質
的
な
変
更
も
共
同
統
治

、
、
、
、

を
行
使
す
る
す
べ
て
の
諸
国
あ
る
い
は
そ
の
共
通
の
機
関
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
決
定

を
基
礎
に
し
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
」
と
ケ
ル
ゼ
ン
は
い
う
の
で
あ
る
（T

he
L

egalStatus
of

G
erm

any,pp.523 -524

）。

（3）

講
和
と
そ
の
性
格

ケ
ル
ゼ
ン
に
よ
れ
ば
、
連
合
国
に
よ
る
占
領
と
共
同
統
治
の
設
立
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
国
民
と
取
り
結
ば
れ
る
講
和
条
約
と
そ
の
性
格

も
旧
来
の
講
和
条
約
と
は
根
本
的
に
異
な
る
も
の
と
な
る
。

「
占
領
国
は
、
領
土
の
主
権
者
と
な
る
が
、
国
民
政
府
と
講
和
条
約
を
締
結
す
る
必
要
は
な
い
し
、
ま
た
締
結
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

な
ん
と
な
れ
ば
そ
の
よ
う
な
政
府
は
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
り
、
平
和
の
状
態
は
ド
イ
ツ
が
主
権
国
家
と
し
て
消
滅
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

事
実
と
し
て
（de

facto

）
達
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
平
和
の
形
式
的
な
宣
告
が
占
領
国
の
一
方
的
な
宣
言
に
よ
っ
て
な
さ
れ

る
こ
と
は
あ
り
う
る
し
、
こ
れ
は
賢
明
な
こ
と
で
も
あ
る
。
国
境
、
非
武
装
化
、
産
業
組
織
等
々
に
関
す
る
一
定
の
義
務
を
負
わ
せ
る
条

約
の
受
け
容
れ
を
将
来
の
ド
イ
ツ
の
国
民
政
府
の
承
認
と
す
る
こ
と
も
ま
た
可
能
で
あ
り
賢
明
な
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
そ
う
し
た
義
務

を
敗
戦
国
に
課
す
る
通
常
の
条
約
と
は
本
質
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
…
…
将
来
の
ド
イ
ツ
政
府
が
そ
の
承
認
の
条
件
と
し
て
調
印
す
べ
き

条
約
は
た
ん
な
る
宣
言
的
（declaratory

）
性
格
の
も
の
で
、
そ
の
前
任
者
、
つ
ま
り
占
領
国
の
共
同
統
治
を
執
行
す
る
軍
事
政
府
に
よ

っ
て
創
り
出
さ
れ
た
状
況
を
追
認
す
る
に
と
ど
ま
る
」（T

he
L

egalStatus
of

G
erm

any,pp.524 -525

）。

占
領
四
カ
国
は
ド
イ
ツ
の
共
同
主
権
者
と
し
て
無
制
限
の
立
法
権
限
を
有
し
、
領
土
変
更
を
含
め
た
い
か
な
る
措
置
を
も
必
要
と
あ
ら

ば
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
再
建
さ
れ
た
国
民
政
府
と
の
間
で
条
約
が
結
ば
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
も
は
や
「
講
和
条
約
」
で
は
な
く
、

し
た
が
っ
て
国
民
政
府
は
占
領
国
と
そ
の
軍
事
政
府
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
措
置
を
受
動
的
に
受
け
容
れ
る
こ
と
が
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
。

ま
さ
に
こ
の
占
領
国
の
無
制
限
の
立
法
権
力
こ
そ
、
ケ
ル
ゼ
ン
に
と
っ
て
「
ド
イ
ツ
の
戦
争
犯
罪
人
の
訴
追
の
た
め
の
適
切
な
法
的
基
盤
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を
つ
く
り
だ
す
唯
一
の
可
能
性
な
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
法
的
基
礎
は
国
際
法
も
ド
イ
ツ
の
現
存
国
内
法
も
、
ま
た
連
合
国
（the

U
nited

N
ations

）
の
ど
の
国
も
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
も
の
で
あ
る
。

「
ベ
ル
リ
ン
宣
言
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
管
理
理
事
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
ド
イ
ツ
領
土
に
対
す
る
コ
ン
ド
ミ
ニ
ウ
ム
の
た
め
の
主
要
機

関
と
し
て
の
権
能
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
の
戦
争
犯
罪
人
訴
追
の
た
め
の
適
切
な
当
局
で
あ
る
。
一
般
国
際
法
は
す
べ
て
の
国
に
自
国
の
戦

争
犯
罪
人
を
処
罰
す
る
義
務
を
負
わ
せ
て
い
る
。
管
理
理
事
会
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
戦
争
犯
罪
人
訴
追
の
た
め
の
法
廷
は
ド

イ
ツ
政
府
の
後
継
者
と
し
て
の
権
能
に
お
い
て
課
さ
れ
た
義
務
を
遂
行
す
る
」（T

he
L

egalStatus
of

G
erm

any,p.525

）。

し
た
が
っ
て
ケ
ル
ゼ
ン
に
よ
れ
ば
、「
ベ
ル
リ
ン
宣
言
の
お
か
げ
で
、
ド
イ
ツ
の
戦
争
犯
罪
人
の
法
的
地
位
は
他
の
す
べ
て
の
戦
争
犯

罪
人
の
そ
れ
と
は
全
く
異
な
る
も
の
」
と
な
る
。
ド
イ
ツ
人
以
外
の
戦
争
犯
罪
人
の
訴
追
の
た
め
に
は
国
際
的
な
合
意
が
必
要
と
な
る
が
、

占
領
四
カ
国
の
共
同
統
治
権
を
基
礎
に
な
さ
れ
る
ド
イ
ツ
の
戦
争
犯
罪
人
の
訴
追
に
は
国
際
法
上
の
い
か
な
る
障
害
も
な
い
。
こ
れ
は
戦

争
犯
罪
人
の
追
求
の
上
で
有
利
な
状
況
を
つ
く
り
出
す
も
の
で
あ
る
。
占
領
下
に
成
立
す
る
ド
イ
ツ
政
府
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
、

彼
ら
は
戦
争
犯
罪
人
の
訴
追
を
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
す
る
可
能
性
が
強
い
。「
し
た
が
っ
て
、
国
民
政
府
の
成
立
が
認
め
ら
れ
る
の
は
た
だ
占

領
国
が
ド
イ
ツ
の
領
土
か
ら
軍
隊
を
撤
収
し
て
主
権
的
ド
イ
ツ
国
家
の
再
建
を
可
能
な
ら
し
め
る
準
備
が
整
っ
て
は
じ
め
て
で
あ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
」。
占
領
国
の
主
権
の
下
で
戦
犯
の
裁
判
が
完
了
し
て
「
浄
化
」
が
終
わ
っ
た
後
に
、
新
た
な
ド
イ
ツ
政
府
の
設
立
は
可
能

に
な
る
の
で
あ
る
（T

he
L

egalStatus
of

G
erm

any,p.526

）。
（
９
）

以
上
の
よ
う
に
ケ
ル
ゼ
ン
は
占
領
国
が
―
―
国
民
政
府
へ
の
主
権
委
譲
な
い
し
返
還
ま
で
の
間
に
担
う
―
―
主
権
的
な
共
同
統
治
権
に

基
づ
い
て
、
よ
り
徹
底
的
な
戦
争
犯
罪
人
の
訴
追
を
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
戦
争
犯
罪
に
対
す
る
責
任
追
及
は
ど
の
よ
う
な
法
的
根
拠
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
ケ
ル

ゼ
ン
は
考
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
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２
　
事
後
法
（ex

postfacto
law

s

）
の
問
題

（1）

法
実
証
主
義
の
立
場
と
事
後
法
の
禁
止

グ
レ
ー
ヴ
ェ
＝
キ
ュ
ス
タ
ー
の
論
争
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
戦
争
犯
罪
人
処
罰
の
際
の
最
大
の
論
点
は
「
遡
及
立

法
の
禁
止
」
で
あ
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
は
一
九
四
五
年
に
出
さ
れ
た
論
文
「
事
後
法
の
禁
止
と
枢
軸
国
戦
争
犯
罪
人
訴
訟
」
で
こ
の
論
点
に
つ

い
て
論
じ
て
い
る
（H

ans
K

elsen,
T

he
rule

against
ex

post
facto

law
s

and
the

Prosecution
of

the
A

xis
W

ar
C

rim
inals,

The
Judge

A
dvocate

Journal,
Published

Q
uarterly

by
Judge

A
dvocate

A
ssociation,

V
ol.2

.N
o.3

Fall-W
inter,1945 ,

pp.3 -12 ,
p.46 .

以
下ex

postfacto
law

s

と
略
記
）。

ケ
ル
ゼ
ン
は
ま
ず
法
実
証
主
義
の
立
場
を
明
示
す
る
。
理
性
的
な
主
体
の
望
ま
し
い
行
為
の
実
現
を
目
標
と
す
る
自
然
法
理
論
と
は
異

な
り
、
法
実
証
主
義
は
制
裁
を
法
の
本
質
的
な
要
素
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
制
裁
の
主
体
・
機
関
で
は
な
く
、
対
象
た
る
行
為
に
関
し

て
は
法
は
事
後
的
で
あ
り
う
る
―
―
そ
れ
が
道
徳
的
・
政
治
的
に
望
ま
し
い
か
ど
う
か
は
別
の
問
題
で
あ
る
―
―
。
そ
の
意
味
に
お
い
て

事
後
法
の
禁
止
は
法
の
本
質
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
意
義
は
相
対
的
な
も
の
で
し
か
な
い
（K

elsen,ex
post

facto
law

s,pp.7 -

8

）。ケ
ル
ゼ
ン
に
よ
れ
ば
事
後
的
立
法
を
禁
ず
る
ル
ー
ル
の
基
礎
に
あ
る
正
義
の
原
則
は
こ
う
で
あ
る
。
法
は
適
用
さ
れ
る
た
め
に
は
知
ら

れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
原
則
に
は
対
抗
原
則
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
法
の
無
知
は
理
由
と
な
ら
な
い
と
い
う

原
則
で
あ
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
が
い
み
じ
く
も
述
べ
た
よ
う
に
、
無
知
を
理
由
と
し
て
免
責
が
な
さ
れ
る
な
ら
、
法
は
効
果
が
な
く
な

る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、「
法
を
個
人
に
適
用
さ
れ
る
た
め
に
は
そ
の
当
人
に
知
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
原
則
を

完
全
に
実
現
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
次
の
よ
う
な
修
正
が
必
要
と
な
る
。「
実
際
に
知
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
知
っ
て
い
る
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可
能
性
」
が
要
求
さ
れ
る
。
遡
及
効
の
問
題
が
生
ず
る
の
は
こ
こ
に
お
い
て
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
事
後
立
法
を
禁
ず
る
ル
ー
ル
は
、
主
体

に
知
ら
れ
て
い
な
い
法
の
適
用
を
禁
ず
る
ル
ー
ル
が
必
要
に
迫
ら
れ
て
制
限
さ
れ
た
結
果
な
の
で
あ
る
」。
か
く
し
て
、
知
ら
れ
て
い
な

い
法
の
適
用
禁
止
と
、
法
の
無
知
は
弁
明
で
き
な
い
と
い
う
原
則
の
二
つ
の
原
則
が
対
立
す
る
場
合
、
い
ず
れ
が
上
に
立
つ
か
判
定
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。
道
徳
そ
の
他
の
上
位
の
規
範
に
抵
触
す
る
行
為
に
対
し
て
事
後
適
法
の
適
用
が
、
そ
の
遡
及
性
ゆ
え
に
拒
否
さ
れ
る
場
合

に
は
、
知
ら
れ
ざ
る
法
の
適
用
を
禁
止
す
る
ル
ー
ル
の
方
が
そ
の
行
為
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
る
道
徳
原
則
よ
り
も
重
要
だ
と
認
め
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
と
ケ
ル
ゼ
ン
は
い
う
の
で
あ
る
（ex

postfacto
law

s,p.9

）。

さ
ら
に
ケ
ル
ゼ
ン
に
よ
れ
ば
慣
習
法
も
本
質
的
に
は
遡
及
的
性
格
を
も
つ
。
事
後
法
の
禁
止
の
ル
ー
ル
は
、
立
法
に
対
す
る
敬
意
が
あ

っ
て
は
じ
め
て
有
効
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
慣
習
や
司
法
的
決
定
に
よ
る
法
創
造
そ
の
も
の
に
反
対
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。「
先
例

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
い
か
な
る
法
の
ル
ー
ル
も
そ
れ
が
最
初
に
適
用
さ
れ
た
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
遡
及
的
な
の
で
あ
る
」（ex

post

facto
law

s,p.9

）。

他
方
で
ま
た
、
法
の
制
定
そ
れ
自
体
も
そ
れ
以
前
に
獲
得
し
て
い
た
権
利
や
自
由
を
廃
止
・
変
更
す
る
限
り
に
お
い
て
は
遡
及
的
で
あ

り
う
る
し
、
そ
の
意
味
で
は
あ
ら
ゆ
る
法
は
遡
及
法
で
あ
る
。
遡
及
法
の
概
念
を
こ
の
よ
う
に
広
く
取
る
な
ら
ば
、
遡
及
法
の
禁
止
は
い

か
な
る
法
の
変
化
も
妨
げ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
か
く
し
て
ケ
ル
ゼ
ン
は
こ
う
結
論
す
る
。「
事
後

．
．

立
法
（ex

post
facto

legislation

）

を
禁
ず
る
ル
ー
ル
は
可
能
な
限
り
限
定
的
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
（ex

postfacto
law

s,p.10

）。

（2）

侵
略
戦
争
と
事
後
法

そ
れ
で
は
枢
軸
国
の
戦
争
犯
罪
人
の
訴
追
の
場
合
に
遡
及
効
の
問
題
は
ど
う
解
決
さ
れ
る
べ
き
か
、「
現
存
国
際
法
に
し
た
が
う
な
ら

ば
、
ブ
リ
ア
ン
＝
ケ
ロ
ッ
グ
協
定
や
他
の
武
力
へ
の
訴
え
を
禁
じ
た
ル
ー
ル
に
違
反
し
て
始
め
ら
れ
た
戦
争
は
、
非
合
法
で
は
あ
る
け
れ
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ど
も
、
言
葉
の
真
の
意
味
で
の
『
犯
罪
』
で
は
な
い
、
と
い
う
の
も
現
存
国
際
法
は
非
合
法
な
武
力
へ
の
訴
え
に
つ
い
て
の
個
人
の
刑
事

責
任
を
確
立
し
て
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
し
あ
る
国
際
条
約
が
、
道
徳
的
あ
る
い
は
政
治
的
に
第
二
次
大
戦
を
始
め
た
枢
軸
国
に
責

任
を
も
つ
個
人
を
こ
の
国
際
法
違
反
に
法
的
に
責
任
あ
り
と
し
て
、
あ
る
国
際
法
廷
に
有
罪
と
さ
れ
た
者
に
処
罰
を
下
す
原
現
を
認
め
た

な
ら
ば
、
そ
の
条
約
は
疑
う
余
地
な
く
遡
及
力
を
も
っ
た
ル
ー
ル
を
確
立
し
た
こ
と
に
な
る
」（ex

post
facto

law
s,

p.10

）。
そ
の
意
味

に
お
い
て
「
平
和
に
対
す
る
罪
」
を
定
め
た
一
九
四
五
年
八
月
八
日
の
ロ
ン
ド
ン
協
定
は
遡
及
法
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
遡
及
法
禁
止

の
ル
ー
ル
は
、
不
正
な
戦
争
と
い
う
「
非
合
法
」
な
手
段
を
行
使
し
た
者
の
訴
追
に
は
適
用
で
き
な
い
。
そ
う
し
た
行
動
は
「
遂
行
さ
れ

た
時
点
で
国
際
法
を
侵
害
し
て
い
た
と
い
う
理
由
で
非
合
法
」
で
あ
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
協
定
は
、
す
で
に
ブ
リ
ア
ン
＝
ケ
ロ
ッ
グ
協
定
そ

の
他
の
国
際
法
に
よ
っ
て
「
違
法
」
と
さ
れ
て
い
た
行
動
に
対
す
る
集
合
的
な
責
任
に
、
こ
れ
を
犯
し
た
者
の
「
個
人
責
任
」
を
つ
け
加

え
た
の
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
事
後
的
に
か
か
る
行
動
を
「
非
合
法
」
に
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
も
「
平
和
に
対
す
る
罪
」
に
つ
い
て
は
十
分
な
「
予
見
可
能
性
」
が
存
在
し
て
い
た
。「
ブ
リ
ア
ン
＝
ケ
ロ
ッ
グ
協
定
と
一
定
の

不
可
侵
協
定
が
枢
軸
国
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
た
時
点
で
、
侵
略
戦
争
は
犯
罪
で
あ
る
と
い
う
信
念
は
世
論
に
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
い
た

の
で
、
事
後
の
国
際
協
定
が
こ
れ
ら
の
国
際
法
違
反
に
対
す
る
個
人
処
罰
を
定
め
る
こ
と
は
予
見
で
き
な
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
し
か

も
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
が
す
で
に
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
を
『
国
際
道
徳
と
条
約
の
神
聖
性
に
対
す
る
重
大
な
る
侵
害
』
の
過
度
で
処
罰
す

る
た
め
の
国
際
法
廷
を
認
め
る
こ
と
で
先
例
を
確
立
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
尚
更
の
こ
と
で
あ
る
」（ex

postfacto
law

s,p.10

）。

さ
ら
に
「
人
道
に
対
す
る
罪
」
に
関
し
て
言
え
ば
、
枢
軸
国
と
く
に
ド
イ
ツ
の
被
告
人
の
訴
追
の
対
照
と
さ
れ
る
残
虐
行
為
は
「
被
告

人
の
国
内
法
に
照
ら
し
て
も
ほ
と
ん
ど
通
常
の
犯
罪
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
犯
し
た
時
点
で
有
効
」
で
あ
る
。
か
り
に
そ
う
し
た
残
虐
行
為

が
国
家
の
行
為
で
あ
り
個
人
の
刑
事
責
任
を
構
成
し
な
い
と
し
て
も
、「
そ
れ
ら
は
文
明
化
さ
れ
た
人
々
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
道
徳
原

則
に
対
す
る
公
然
た
る
侵
害
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
道
徳
的
に
は
そ
れ
が
な
さ
れ
た
時
点
で
潔
白
（innocent

）
で
も
取
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る
に
足
り
な
い
事
柄
（indifferent

）
で
も
な
か
っ
た
」。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
事
後
法
禁
止
の
ル
ー
ル
は
相
対
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
他

の
よ
り
重
要
な
正
義
の
原
則
に
譲
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
文
明
世
界
の
世
論
に
し
た
が
え
ば
、
戦
争
犯
罪
人
を
裁
き
に
か
け

る
こ
と
は
、
彼
ら
の
審
理
に
お
い
てex

post
facto

法
の
禁
止
の
ル
ー
ル
を
尊
重
す
る
よ
り
も
重
要
だ
と
い
う
こ
と
は
い
さ
さ
か
も
疑
う

余
地
が
な
い
」
と
ケ
ル
ゼ
ン
は
い
う
の
で
あ
る
（ex

postfacto
law

s,p.10 -11

）。

（3）

戦
争
犯
罪
人
訴
追
と
ド
イ
ツ
の
法
的
地
位

さ
ら
に
前
節
で
述
べ
た
占
領
下
ド
イ
ツ
の
法
的
地
位
と
の
関
連
が
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
来
「
上
述
の
国
際
条
約
、
そ
れ
に
よ

っ
て
枢
軸
国
の
戦
争
犯
罪
人
の
訴
追
の
た
め
の
基
礎
を
確
定
す
る
条
約
は
、
戦
争
犯
罪
人
を
訴
追
し
よ
う
と
す
る
国
と
、
そ
の
国
民
が
訴

追
さ
れ
る
国
と
の
間
で
締
結
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
戦
勝
の
連
合
国
あ
る
い
は
そ
の
数
カ
国
だ
け
で
締
結
さ
れ
て
敗
戦
し
た
枢
軸
側
の
参

加
す
る
こ
と
の
な
い
条
約
は
、
後
者
の
関
係
に
お
い
て
は
『
国
際
的
』
で
は
な
い
」。
だ
が
第
二
次
大
戦
後
ド
イ
ツ
の
場
合
に
は
事
情
は

異
な
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
無
条
件
降
伏
は
主
権
国
家
の
存
在
に
終
止
符
を
打
っ
た
。
四
五
年
の
ベ
ル
リ
ン
宣
言
に
よ
っ
て
、
連
合
国
四

カ
国
は
ド
イ
ツ
の
領
土
と
住
民
に
対
す
る
共
同
統
治
を
確
立
し
た
。「
彼
ら
は
ド
イ
ツ
国
家
の
正
統
な
継
承
者
で
あ
り
、
ベ
ル
リ
ン
宣
言

に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
管
理
理
事
会
は
前
ド
イ
ツ
政
府
の
正
統
な
継
承
者
な
の
で
あ
る
。
当
面
の
間
は
主
権
国
家
と
し
て
の
ド
イ
ツ
と
は

い
か
な
る
国
際
条
約
も
締
結
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
占
領
四
カ
国
が
占
領
地
域
と
そ
の
住
民
に
対
す
る
主
権
者
と
し
て
の
権
限
に
お
い

て
締
結
者
と
な
っ
た
国
際
条
約
は
ド
イ
ツ
と
締
結
さ
れ
た
条
約
と
同
義
な
の
で
あ
る
」。

し
た
が
っ
て
ド
イ
ツ
に
関
す
る
限
り
、
戦
争
犯
罪
人
の
訴
追
の
た
め
の
法
的
基
礎
を
確
立
す
る
た
め
の
国
際
条
約
は
不
必
要
で
あ
る
。

占
領
四
カ
国
は
ド
イ
ツ
の
領
土
と
住
民
に
対
す
る
主
権
者
と
し
て
の
権
限
に
お
い
て
、「
ド
イ
ツ
の
戦
争
犯
罪
人
に
関
し
て
ド
イ
ツ
の
義

務
を
遂
行
す
る
権
限
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
目
的
の
た
め
に
彼
ら
は
特
別
法
廷
を
設
置
し
て
、
そ
こ
で
適
用
さ
れ
る
べ
き
原
則
を
定
め
る
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こ
と
が
で
き
る
」
の
で
あ
る
（ex

postfacto
law

s,p.11

）。

さ
ら
に
加
え
て
、
ナ
チ
ス
の
戦
争
犯
罪
人
に
対
し
て
は
、
彼
ら
自
身
が
遡
及
法
の
禁
止
の
ル
ー
ル
を
犯
し
て
い
る
と
い
う
事
情
が
あ
る
。

遡
及
的
刑
事
立
法
禁
止
の
条
項
は
一
八
七
一
年
五
月
一
五
日
の
ド
イ
ツ
刑
法
典
に
導
入
さ
れ
た
。

「
い
か
な
る
行
為
も
そ
の
行
為
が
な
さ
れ
る
前
に
制
定
法
成
文
に
よ
る
規
定
の
な
い
限
り
処
罰
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
」。

ほ
と
ん
ど
同
一
の
規
定
は
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
の
一
一
六
条
に
「
ド
イ
ツ
人
の
基
本
権
と
義
務
」
と
し
て
継
承
さ
れ
た
。
ワ
イ
マ
ー
ル
憲

法
の
こ
の
部
分
な
ら
び
に
遡
及
刑
法
禁
止
の
ル
ー
ル
は
ナ
チ
体
制
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
る
。
上
記
の
刑
法
第
二
項
　
一
九
三
五
年
六
月
二

八
日
に
次
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
た
。

「
何
人
で
あ
れ
制
定
法
で
処
罰
さ
れ
る
と
宣
告
さ
れ
た
行
為
、
あ
る
い
は
刑
法
な
ら
び
に
人
民
の
健
全
な
正
義
の
感
覚
の
基
本
原
則
に

し
た
が
っ
て
処
罰
さ
る
べ
き
行
為
を
犯
し
た
も
の
は
処
罰
さ
れ
る
」。

も
と
よ
り
遡
及
効
の
禁
止
を
逸
脱
し
た
ナ
チ
ス
の
犯
罪
行
為
は
「
文
明
世
界
に
と
っ
て
忌
む
べ
き
手
法
」
で
あ
り
、
ナ
チ
体
制
に
反
対

し
て
こ
れ
を
打
倒
し
た
勢
力
が
ナ
チ
ス
が
採
用
し
た
「
憎
む
べ
き
原
則
」
を
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
異
論
の
可
能
性
が
あ
る
。

ナ
チ
ス
と
同
じ
手
段
を
わ
れ
わ
れ
は
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
―
―
そ
れ
自
体
と
し
て
は
傾
聴
す
べ
き
意
見
―
―
に
対
し
て
ケ
ル
ゼ

ン
は
こ
う
応
え
て
い
る
。

「
し
か
し
な
が
ら
、
何
人
も
彼
自
身
が
尊
重
し
な
か
っ
た
正
義
の
原
則
か
ら
利
益
を
得
る
権
利
を
も
た
な
い
と
い
う
思
想
を
、
補
完
的

な
議
論
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
も
、
ま
ん
ざ
ら
無
用
で
は
な
か
ろ
う
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
殺
人
者
が
死
刑
に
反
対
し
て
『
汝
殺
す
な
か
れ
』

と
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
で
き
る
だ
ろ
う
。
法
に
よ
る
い
か
な
る
制
裁
も
、
生
命
の
剥
奪
で
あ
れ
、
自
由
や
財
産
の
剥
奪
で
あ
れ
、
そ

の
性
質
上
何
ら
か
の
害
悪
を
加
え
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
制
裁
と
し
て
行
わ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
つ
ま
り
悪
に
対
す
る
反
作
用

（reaction

）
と
し
て
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
自
体
は
悪
だ
か
ら
で
あ
る
。
事
後
法
を
禁
ず
る
ル
ー
ル
の
非
適
用
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
ル
ー
ル
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を
侵
害
し
、
そ
れ
ゆ
え
こ
の
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
と
い
う
特
権
を
喪
失
し
た
者
に
対
す
る
正
当
な
制
裁
な
の
で
あ
る
」（ex

postfacto
law

s,p.12 ,p.46

）。

３
　
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
は
先
例
に
な
り
う
る
か
？

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
ケ
ル
ゼ
ン
の
立
場
か
ら
実
際
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
は
ど
の
よ
う
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
一
九
四
七

年
『
国
際
法
四
季
報
』
の
論
文
「
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
は
先
例
に
な
り
う
る
か
？
」
で
彼
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
（H

an
s

K
elsen,

W
ill

the
Judgem

ent
in

the
N

urem
berg

T
rial

C
onstitute

a
P

recedent
in

International
L

aw
?,

T
he

International
L

aw

Q
uarterly,V

ol.1 ,N
o.2

(Sum
m

er,1947 ),pp.153 -171

）。

一
九
四
六
年
十
月
十
五
日
付
合
衆
国
大
統
領
宛
の
報
告
で
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
に
お
い
て
「
法
の
支
配
」
が
「
司
法

的
先
例
」
と
し
て
確
立
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。「
ナ
チ
指
導
者
が
そ
の
犯
罪
に
対
す
る
処
罰
と
し
て
そ
の
生
命
を
奪
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
原
則
が
法
を
構
成
す
る
―
―
制
裁
を
伴
う
法
と
な
る
―
―
こ
と
を
、
何
人
も
こ
れ
以
降
は
否
定
し
た
り
知
ら
ず
に
済
ま
す
こ
と
は
で

き
な
い
」
と
。
だ
が
ケ
ル
ゼ
ン
に
よ
れ
ば
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
こ
の
発
言
は
正
確
で
は
な
い
。

「
国
際
軍
事
法
廷
に
よ
っ
て
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
で
下
さ
れ
た
判
決
は
真
の
先
例
を
構
成
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
そ
れ
は
新
た
な
法

の
支
配
を
確
立
せ
ず
に
、
た
ん
に
す
で
に
存
在
す
る
法
の
支
配
、
一
九
四
五
年
八
月
八
日
に
ロ
ン
ド
ン
で
決
定
さ
れ
た
国
際
協
定
に
よ
っ

て
定
め
ら
れ
た
そ
れ
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
枢
軸
国
の
戦
争
犯
罪
の
訴
追
に
、
大
ブ
リ
テ
ン
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
ソ
連
に

よ
る
訴
追
に
適
用
し
た
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
」（T

he
Judgem

entin
the

N
urem

berg
T

rial,pp.154 -155

）。

前
節
に
述
べ
た
よ
う
に
一
九
四
五
年
の
ロ
ン
ド
ン
協
定
は
「
戦
争
に
訴
え
る
こ
と
を
禁
じ
た
国
際
法
の
ル
ー
ル
の
違
反
に
つ
い
て
の
個

人
の
刑
事
責
任
を
確
立
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
法
を
定
立
し
た
。
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
は
こ
れ
を
適
用
し
た
の
で
あ
っ
て
、
自

007　牧野先生　縦  14.3.17 0:55 PM  ページ 176



177－ 法的問題としてのニュルンベルク――カール・シュミットの鑑定書（牧野）

ら
「
先
例
」
と
な
る
よ
う
な
法
を
創
造
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
で
は
ロ
ン
ド
ン
協
定
に
言
う
「
平
和
に
対
す
る
罪
」
に
対
す
る
個
人

責
任
の
原
則
は
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
確
立
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
に
適
用
さ
れ
た
と
ケ
ル
ゼ
ン
は
い

う
の
だ
ろ
う
か
。

（
10
）

（1）
「
平
和
に
対
す
る
罪
」
と
個
人
責
任

ケ
ル
ゼ
ン
に
よ
れ
ば
、
ロ
ン
ド
ン
協
定
の
「
平
和
に
対
す
る
罪
」
の
前
提
と
さ
れ
る
一
九
二
八
年
の
ケ
ロ
ッ
グ
＝
ブ
リ
ア
ン
協
定
を
は

じ
め
と
す
る
一
連
の
「
不
可
侵
協
定
（non-aggression

pacts

）」
は
、
違
反
し
た
侵
略
国
家
に
対
し
て
は
「
一
般
国
際
法
の
適
用
に
よ
る

制
裁
」、
す
な
わ
ち
報
復
行
為
（reprisal

）
と
し
て
の
戦
争
を
そ
の
制
裁
手
段
と
し
て
い
る
だ
け
で
、
侵
略
行
為
を
遂
行
し
た
個
人
に
対

す
る
刑
事
責
任
を
定
め
る
も
の
で
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
ジ
ャ
ク
ソ
ン
検
察
官
は
開
廷
演
説
で
こ
う
宣
言
し
て
い
る
。

「
戦
争
に
訴
え
る
こ
と
は
―
―
い
か
な
る
種
類
の
戦
争
で
あ
れ
―
―
本
質
的
に
犯
罪
的
な
手
段
に
訴
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
戦
争
は
不

可
避
的
に
殺
戮
、
攻
撃
（assaults

）、
自
由
の
剥
奪
と
財
産
の
破
壊
の
連
続
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
誠
実
な
防
衛
戦
争
は
合
法
的
な
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
合
法
的
に
振
る
舞
う
者
た
ち
を
犯
罪
性
か
ら
護
る
。
だ
が
本
質
的
に
犯
罪
的
な
行
為
を
犯
す
者
た
ち
は
、
彼
ら
が
戦
争

に
関
与
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
で
弁
護
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
戦
争
そ
れ
自
体
が
非
合
法
的
な
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
。
侵
略
戦
争
を

非
合
法
と
す
る
条
約
の
最
小
限
の
法
的
結
果
は
、
戦
争
を
挑
発
ま
た
は
行
う
者
か
ら
あ
ら
ゆ
る
法
的
な
保
護
を
剥
奪
す
る
こ
と
で
あ
り
、

戦
争
を
引
き
起
こ
す
者
た
ち
（w

ar-m
akers

）
を
通
常
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
刑
法
の
原
則
に
基
づ
く
裁
き
に
服
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
」

（T
he

Judgem
entin

the
N

urem
berg

T
rial,p.156

）。
（
11
）

制
裁
を
法
の
本
質
と
す
る
法
実
証
主
義
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
あ
る
行
為
が
法
の
下
で
「
合
法
的
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
そ
の
法
に

よ
っ
て
制
裁
が
科
さ
れ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
一
定
の
法
体
系
（
例
え
ば
国
内
法
）
の
も
と
で
あ
る
行
為
に
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制
裁
が
科
さ
れ
て
「
違
法
」
と
さ
れ
る
こ
と
は
、
別
の
法
体
系
（
国
際
法
）
に
お
い
て
当
該
行
為
が
「
合
法
」
で
あ
る
こ
と
を
妨
げ
る
も

の
で
は
な
い
。「
戦
争
に
お
け
る
殺
人
、
攻
撃
、
自
由
の
剥
奪
、
財
産
の
破
壊
が
国
内
法
の
下
で
犯
罪
で
は
な
い
の
は
、
そ
の
戦
争
が
国
際

法
の
下
で
合
法
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
は
な
い
し
―
―
国
際
法
上
合
法
的
で
さ
え
あ
れ
ば
い
い
と
い
う
の
で
は
な
く
―
―
、

総
体
に
お
い
て
戦
争
と
呼
ば
れ
る
こ
れ
ら
の
行
為
に
国
際
法
が
固
有
の
制
裁
を
科
し
て
い
な
い
か
ら
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
行
為
が
国

内
法
上
処
罰
の
対
象
と
な
ら
な
い
の
は
、
死
刑
の
執
行
が
国
内
法
で
は
処
罰
の
対
象
と
な
ら
な
い
の
と
同
じ
理
由
か
ら
で
あ
る
」。
行
為

が
処
罰
の
対
象
と
な
る
、
つ
ま
り
犯
罪
と
な
る
の
は
、
た
だ
特
定
の
法
的
秩
序
に
お
い
て
で
あ
る
。
戦
争
犯
罪
人
が
裁
か
れ
る
の
は
実
定

的
な
刑
法
に
依
拠
す
る
し
か
る
べ
き
法
廷
に
お
い
て
の
み
で
あ
っ
て
、
そ
の
際
の
刑
法
は
特
定
の
国
家
の
国
内
法
か
、
あ
る
い
は
個
人
の

処
罰
を
定
め
た
国
際
法
の
み
で
あ
る
。
国
際
法
上
不
法
な
行
為
が
国
内
法
上
も
違
法
、
犯
罪
と
な
る
か
ど
う
か
は
、
当
該
国
家
の
国
内
法

が
そ
の
行
為
に
対
す
る
処
罰
を
提
示
し
て
い
る
か
に
よ
る
の
で
あ
る
。

「
国
際
法
上
非
合
法
な
戦
争
を
仕
掛
け
ら
れ
た
国
家
の
法
の
も
と
で
は
じ
め
て
、
国
家
の
行
為
と
し
て
非
合
法
的
な
戦
争
行
為
を
遂
行

し
た
個
人
は
、
犯
罪
者
と
し
て
扱
わ
れ
る
、
も
し
非
合
法
的
な
戦
争
を
仕
掛
け
ら
れ
た
国
家
の
法
が
そ
の
よ
う
な
行
為
に
対
す
る
処
罰
を

提
供
し
て
い
る
な
ら
ば
で
あ
る
。
現
存
す
る
ど
の
国
家
の
刑
法
も
正
当
な
戦
争
行
為
と
し
て
以
外
に
は
、
非
合
法
的
戦
争
に
お
け
る
殺
人
、

攻
撃
、
自
由
の
剥
奪
、
財
産
の
破
壊
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
行
為
を
国
内
法
で
処
罰
す
る
の
は
解
釈
を

通
じ
て
の
み
で
あ
る
。
当
該
刑
法
を
有
す
る
国
家
に
よ
っ
て
国
際
法
上
は
非
合
法
だ
が
合
憲
的
に
起
こ
さ
れ
た
戦
争
に
お
い
て
遂
行
さ
れ

た
行
為
が
そ
う
し
た
犯
罪
の
定
義
に
含
ま
れ
る
と
い
う
解
釈
は
排
除
す
る
の
が
理
に
か
な
っ
て
い
る
。
何
人
も
、
彼
が
兵
士
と
し
て
戦
争

に
お
い
て
敵
の
兵
士
を
殺
し
た
と
い
う
理
由
で
自
国
の
国
家
の
法
廷
で
裁
か
れ
る
こ
と
は
な
い
、
よ
し
ん
ば
そ
の
戦
争
が
国
際
法
廷
に
よ

っ
て
非
合
法
と
宣
言
さ
れ
よ
う
と
も
。
も
し
あ
る
国
家
の
刑
法
が
自
国
の
軍
隊
の
構
成
員
に
よ
っ
て
国
際
法
上
合
法
・
非
合
法
な
戦
争
で

な
し
た
行
為
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
な
ら
ば
、
同
じ
法
を
非
合
法
の
戦
争
で
敵
国
行
為
と
し
て
遂
行
さ
れ
た
殺
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人
、
攻
撃
、
自
由
の
剥
奪
、
財
産
の
破
壊
を
犯
罪
と
解
釈
す
る
の
も
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
」（T

he
Judgem

ent
in

the
N

urem
berg

T
rial,p.158

）。

当
該
の
戦
争
が
ケ
ロ
ッ
グ
＝
ブ
リ
ア
ン
協
定
や
国
際
軍
事
法
廷
の
定
義
に
し
た
が
っ
て
「
不
正
」
な
戦
争
と
判
定
さ
れ
よ
う
と
も
、
そ

う
し
た
戦
争
に
お
い
て
通
常
の
戦
闘
行
為
、「
合
法
的
な
」
戦
争
行
為
を
遂
行
し
た
自
国
あ
る
い
は
敵
国
の
個
人
を
処
罰
す
る
い
か
な
る
刑

法
も
存
在
し
な
い
―
―
い
わ
ゆ
る
戦
争
法
規
に
対
す
る
違
反
と
し
て
の
「
戦
争
犯
罪
」
で
あ
れ
ば
こ
れ
は
国
内
法
で
カ
バ
ー
で
き
る
―
―
。

し
た
が
っ
て
「
平
和
に
対
す
る
犯
罪
」
を
処
罰
し
う
る
い
か
な
る
国
内
刑
法
も
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
ケ
ル
ゼ
ン
は
い
う
。「
か
り
に
敵
国
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
非
合
法
な
戦
争
に
お
け
る
正
当
な
戦
争
行
為
の
遂
行
と
し
て
の
殺
人
、

攻
撃
、
自
由
剥
奪
、
財
産
破
壊
を
国
内
刑
法
に
よ
っ
て
処
罰
で
き
る
犯
罪
で
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
し
て
も
、
国
内
法
を
適

用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
も
実
定
的
な
国
際
法
な
ル
ー
ル
で
は
、
そ
の
よ
う
な
国
内
法
を
他
国
の
行
為
に
適
用
す
る
こ
と
は

排
除
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」。
一
国
が
他
国
の
裁
判
権
に
介
入
す
る
こ
と
を
禁
ず
る
実
定
的
な
国
際
法
規
則
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
な

い
の
は
、
一
般
的
な
国
際
法
に
お
け
る
制
裁
と
し
て
の
報
復
行
為
と
戦
争
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
当
該
国
が
服
す
る
こ
と
に
同
意
し
て
設

立
さ
れ
た
国
際
法
廷
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
裁
き
の
み
で
あ
る
（T

he
Judgem

entin
the

N
urem

berg
T

rial,p.158 -159

）。

（2）

ハ
ー
グ
協
定
か
ら
の
類
推

と
こ
ろ
で
、
国
際
軍
事
法
廷
の
判
決
自
体
は
本
論
で
提
示
し
た
ジ
ャ
ク
ソ
ン
検
事
の
ド
ク
ト
リ
ン
に
は
従
わ
ず
に
別
の
論
拠
を
提
示
し

て
い
る
。

「
一
九
〇
七
年
の
ハ
ー
グ
協
定
は
特
定
の
方
法
で
戦
争
を
行
う
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
捕
虜
の
非
人
間
的
取
り
扱
い
、

休
戦
を
求
め
る
旗
の
不
適
切
な
取
り
扱
い
な
ど
の
事
例
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
禁
止
事
項
の
多
く
は
協
定
が
成
立
す
る
日
付
の
は
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る
か
以
前
か
ら
守
ら
れ
て
き
た
。
一
九
〇
七
年
以
来
そ
れ
ら
は
確
か
に
犯
罪
と
な
っ
た
の
で
、
戦
争
法
に
対
す
る
違
反
と
し
て
処
罰
可
能

に
な
っ
た
。
け
れ
ど
も
ハ
ー
グ
協
定
は
ど
こ
に
も
そ
の
よ
う
な
行
為
が
犯
罪
で
あ
る
と
明
示
し
て
い
な
い
し
、
ど
の
文
言
に
も
述
べ
て
い

な
い
、
違
反
者
を
裁
い
て
処
罰
す
る
法
廷
に
つ
い
て
も
一
言
も
言
及
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
過
去
何
も
の
間
、
軍
事
法

廷
は
こ
の
協
定
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
陸
戦
規
則
の
侵
害
に
つ
い
て
個
人
の
罪
を
裁
き
処
罰
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
当
法
廷
の
意
見
に
よ

れ
ば
、
侵
略
戦
争
に
打
っ
て
出
る
も
の
は
非
合
法
で
あ
り
、
そ
の
重
要
性
は
ハ
ー
グ
協
定
の
一
規
則
違
反
を
凌
ぐ
も
の
で
あ
る
」（T

he

Judgem
entin

the
N

urem
berg

T
rial,pp.159 -160

）。

し
か
し
な
が
ら
一
九
〇
七
年
ハ
ー
グ
の
陸
戦
協
定
が
事
実
と
し
て
各
国
に
よ
り
受
容
さ
れ
個
人
が
処
罰
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
「
平
和
に

対
す
る
罪
」
に
類
推
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
国
家
の
行
為
に
よ
る
そ
の
侵
害
に
関
す
る
限
り
、
ハ
ー
グ
協
定
は
国
家
の
集
合
的
責

任
そ
の
も
の
を
構
成
す
る
に
と
ど
ま
る
。「
い
か
な
る
国
家
も
戦
争
に
訴
え
る
こ
と
を
禁
じ
た
国
際
法
を
―
―
戦
争
行
為
の
ル
ー
ル
で
は
な

く
―
―
自
国
の
刑
法
に
転
換
し
た
こ
と
は
な
い
」
の
で
あ
る
。

「
ハ
ー
グ
の
戦
争
規
則
に
つ
い
て
の
協
定
と
ブ
リ
ア
ン
＝
ケ
ロ
ッ
グ
協
定
と
の
相
違
は
、
前
者
は
国
家
の
行
為
に
よ
っ
て
も
私
人
の
行

為
に
よ
っ
て
も
同
様
に
侵
害
さ
れ
う
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
た
だ
国
家
の
行
為
に
よ
っ
て
の
み
侵
害
さ
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
ブ
リ

ア
ン
＝
ケ
ロ
ッ
グ
協
定
は
―
―
ハ
ー
グ
協
定
の
よ
う
に
は
―
―
私
人
の
行
為
を
禁
じ
て
い
な
い
。
従
っ
て
そ
の
結
果
、
一
般
国
際
法
は
国

家
、
協
定
参
加
国
に
対
し
て
自
ら
の
国
内
法
に
よ
っ
て
個
人
を
、
国
家
の
機
関
と
し
て
の
そ
の
権
能
に
よ
っ
て
協
定
を
侵
害
し
た
個
人
を

処
罰
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た
り
認
め
た
り
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
個
人
の
刑

事
責
任
を
確
定
す
る
た
め
に
、
ロ
ン
ド
ン
協
定
は
ブ
リ
ア
ン
＝
ケ
ロ
ッ
グ
協
定
で
は
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
法
、
な
い
し
は
一
般

国
際
法
の
ル
ー
ル
と
し
て
は
有
効
で
は
な
か
っ
た
法
を
創
造
し
た
の
で
あ
る
」（T

he
Judgem

entin
the

N
urem

berg
T

rial,p.161

）。

ま
さ
に
ロ
ン
ド
ン
協
定
は
個
人
の
刑
事
責
任
と
い
う
新
た
な
法
を
創
出
し
た
の
で
あ
り
、
国
際
軍
事
法
廷
は
こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
は

007　牧野先生　縦  14.3.17 0:55 PM  ページ 180



181－ 法的問題としてのニュルンベルク――カール・シュミットの鑑定書（牧野）

じ
め
て
ド
イ
ツ
の
戦
争
指
導
者
個
人
を
裁
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
国
内
法
へ
の
変
換
や
国
内
刑
法
の
適
用
は
も
は
や
問
題
に
な
ら

な
い
と
ケ
ル
ゼ
ン
は
い
う
の
で
あ
る
。

「
国
際
軍
事
法
廷
は
た
だ
ロ
ン
ド
ン
協
定
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
法
の
ル
ー
ル
を
適
用
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
、
こ
れ
を
適
用
し
た
の

で
あ
る
。
こ
の
協
定
が
、
い
か
な
る
国
内
刑
法
で
は
な
く
、
こ
の
協
定
が
協
定
の
定
め
た
違
法
行
為
を
犯
し
た
個
人
を
告
発
し
た
法
廷
の

科
す
る
処
罰
を
提
供
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
個
人
が
裁
か
れ
る
行
為
が
何
ら
か
国
内
法
に
よ
っ
て
犯
罪
と
な
る
か
ど

う
か
は
も
は
や
問
題
に
は
な
り
え
な
い
。
こ
の
法
廷
に
と
っ
て
、
彼
ら
が
犯
罪
人
で
あ
り
、
つ
ま
り
処
罰
さ
れ
う
る
の
は
た
だ
ロ
ン
ド
ン

協
定
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
法
の
下
で
の
み
で
あ
り
、
こ
の
協
定
だ
け
が
判
決
の
合
法
的
基
礎
と
な
る
の
で
あ
る
」（T

he
Judgem

ent
in

the
N

urem
berg

T
rial,p.162

）。

（3）

国
際
軍
事
法
廷
と
先
例
の
形
成

し
か
し
な
が
ら
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
こ
そ
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
国
際
軍
事
法
廷
の
判
決
は
「
ロ
ン
ド
ン
協
定
を
具
体
的
な
ケ
ー
ス

に
厳
格
に
適
用
す
る
こ
と
に
制
限
さ
れ
て
い
る
」。
ロ
ン
ド
ン
協
定
を
唯
一
の
法
源
と
し
て
な
さ
れ
る
軍
事
法
廷
の
判
断
に
、
一
般
ル
ー

ル
を
具
体
的
ケ
ー
ス
に
適
用
す
る
司
法
的
決
定
以
外
の
い
か
な
る
創
造
的
機
能
も
想
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
そ
う
し
た
司
法
的
決
定
は
国
際
法
上
有
効
な
先
例
を
形
成
し
う
る
の
か
。
国
際
法
の
一
般
的
規
則
で
は
、
拘
束
的
な
先
例
を

言
い
わ
た
す
権
限
を
国
際
法
廷
の
決
定
に
付
与
し
た
も
の
は
な
い
。
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
（Perm

anentC
ourtof

InternationalJustice

）

の
規
約
も
国
際
司
法
裁
判
所
（the

International
C

ourt
of

Justice

）
（
12
）

の
規
約
も
第
五
九
条
で
同
じ
く
こ
う
規
定
し
て
い
る
。「
法
廷
の
決

定
は
当
事
国
の
間
以
外
で
は
、
そ
し
て
こ
の
特
別
な
ケ
ー
ス
に
関
し
て
以
外
で
は
拘
束
力
を
も
た
な
い
」。

新
た
な
法
の
ル
ー
ル
を
確
立
す
る
裁
判
所
の
判
決
は
類
似
の
ケ
ー
ス
の
判
決
で
も
追
随
さ
れ
る
。
当
該
裁
判
所
が
先
例
と
な
る
判
決
だ
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け
で
な
く
類
似
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
判
決
を
下
す
権
限
を
有
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
類
似
の
権
限
を
有
す
る
下
級
審
が
存
在
す
る
場
合

で
あ
る
。
だ
が
国
際
軍
事
法
廷
は
常
設
裁
判
所
で
は
な
く
、
追
随
す
べ
き
他
の
国
際
裁
判
所
も
存
在
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
（T

he

Judgem
entin

the
N

urem
berg

T
rial,p.163

）。

（4）

国
際
法
上
の
集
団
責
任
と
個
人
責
任
　

す
で
に
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ロ
ン
ド
ン
協
定
と
そ
れ
に
基
づ
く
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
が
遡
及
法
の
適
用
で
あ
る
と
い
う
異
議
を

ケ
ル
ゼ
ン
は
退
け
る
。

「
ロ
ン
ド
ン
協
定
が
個
人
の
刑
事
責
任
を
確
立
し
た
と
こ
ろ
の
国
際
的
に
非
合
法
な
行
為
が
道
徳
的
に
疑
義
あ
る
最
た
る
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
行
為
を
犯
し
た
個
人
が
そ
の
非
道
徳
性
を
意
識
し
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
に
適
用
さ
れ
る
法
の
遡
及
性
が
正
義

と
は
絶
対
に
適
合
し
え
な
い
と
考
え
る
の
は
難
し
い
。
正
義
は
こ
れ
ら
の
者
た
ち
を
処
罰
す
る
こ
と
を
求
め
る
、
実
定
法
の
下
で
は
遡
及

効
に
よ
り
処
罰
可
能
に
さ
れ
た
行
為
を
彼
ら
が
犯
し
た
時
点
で
は
処
罰
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。
正
義
の

二
つ
の
要
請
が
互
い
に
衝
突
し
て
い
る
場
合
に
は
、
高
次
の
そ
れ
が
優
位
に
立
つ
。
そ
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
の
国
際
的
犯
罪
に
道
徳
的

責
任
を
も
つ
者
た
ち
を
処
罰
す
る
こ
と
は
事
後
法
（ex

post
facto

law
s

）
を
禁
ず
る
と
い
う
か
な
り
相
対
的
な
ル
ー
ル
（rather

relative

rule

）、
多
く
の
例
外
に
開
か
れ
て
い
る
ル
ー
ル
を
遵
守
す
る
よ
り
も
重
要
だ
と
考
え
て
も
よ
い
の
は
確
か
だ
ろ
う
」。

だ
が
残
念
な
が
ら
ロ
ン
ド
ン
協
定
は
国
際
法
上
の
個
人
責
任
の
確
定
と
い
う
こ
の
点
で
不
徹
底
で
あ
る
。

「
ロ
ン
ド
ン
協
定
は
国
際
軍
事
法
廷
に
『
集
団
な
い
し
組
織
』
を
犯
罪
者
と
し
て
宣
告
す
る
権
限
を
認
め
、
署
名
国
の
権
限
あ
る
国
家

機
関
（national

authority

）
に
『
そ
の
構
成
員
で
あ
っ
た
廉
で
個
人
を
自
国
の
裁
判
所
、
軍
事
裁
判
所
あ
る
い
は
占
領
裁
判
所
で
審
理
す

る
権
利
』
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
あ
る
個
人
が
刑
事
的
制
裁
に
、
彼
自
身
の
行
動
に
よ
っ
て
犯
罪
を
犯
し
た
か
ら
で
は
な
く
、
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有
罪
と
宣
告
さ
れ
た
組
織
に
所
属
し
て
い
た
が
ゆ
え
に
刑
事
的
制
裁
を
科
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
は
集
団
的
な
刑

事
責
任
を
意
味
し
て
い
る
」。

刑
事
責
任
は
本
来
個
人
的
な
も
の
で
あ
り
、
ま
ず
は
個
人
の
責
任
が
問
わ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
い
か
に
し
て
「
集
団
的
な
刑
事
責
任
」

は
可
能
と
な
る
の
か
？
　
ジ
ャ
ク
ソ
ン
検
事
は
述
べ
て
い
る
。「
法
廷
は
そ
の
よ
う
な
有
罪
宣
告
は
、
無
辜
の
個
人
が
処
罰
さ
れ
な
い
こ

と
が
保
証
さ
れ
て
い
る
と
い
う
限
り
に
お
い
て
は
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」。
し
た
が
っ
て
「
次
の
よ
う
な
も
の
は
除
外
さ
れ
る
ね
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
組
織
の
犯
罪
的
意
図
や
行
為
を
知
ら
な
か
っ
た
者
、
国
家
に
よ
っ
て
メ
ン
バ
ー
に
選
抜
さ
れ
た
者
は
、
憲
章
第
六
条
で
犯

罪
と
宣
言
さ
れ
た
行
為
の
実
行
に
組
織
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
そ
の
個
人
が
関
与
し
て
い
な
い
場
合
に
は
で
あ
る
。
構
成
員
で
あ
る
こ
と
だ

け
で
は
こ
の
宣
言
の
範
囲
に
入
れ
る
に
足
り
な
い
」。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
原
則
は
ロ
ン
ド
ン
協
定
で
は
明
確
な
定
め
が
な
さ
れ

て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
ロ
ン
ド
ン
協
定
で
定
め
ら
れ
た
犯
罪
組
織
の
構
成
員
の
刑
事
責
任
を
裁
く
際
に
は
こ
の
原
則
は
法
的
拘
束
力
を

も
た
な
い
。
そ
し
て
ロ
ン
ド
ン
協
定
そ
れ
自
体
の
集
合
的
刑
事
責
任
に
つ
い
て
の
規
定
は
、
同
じ
協
定
が
確
立
し
た
「
平
和
に
対
す
る
罪
」

と
い
う
進
歩
と
は
明
白
に
矛
盾
し
て
い
る
の
で
あ
る
（T

he
Judgem

entin
the

N
urem

berg
T

rial,pp.165 -167

）。

（5）

国
際
裁
判
所
か
占
領
裁
判
権
か

さ
ら
に
こ
の
個
人
責
任
の
原
則
を
国
際
法
に
お
い
て
実
現
す
る
際
に
は
、「
い
か
な
る
国
家
も
他
の
国
家
の
行
為
に
対
す
る
管
轄
権
を

持
た
な
い
」
と
い
う
国
家
主
権
の
原
則
と
の
関
係
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

ケ
ル
ゼ
ン
に
よ
れ
ば
、
個
人
の
刑
事
責
任
の
原
則
を
定
め
た
ロ
ン
ド
ン
協
定
が
「
現
行
国
際
法
と
一
致
し
て
実
行
力
を
も
ち
う
る
の
は

た
だ
そ
の
行
為
が
他
国
の
国
内
法
廷
、
あ
る
い
は
国
際
法
廷
の
管
轄
権
の
お
か
れ
た
国
家
の
同
意
に
よ
る
」
場
合
の
み
で
あ
る
。

占
領
四
カ
国
は
最
後
の
ド
イ
ツ
政
府
の
正
統
な
後
継
者
と
し
て
そ
の
主
権
を
共
同
で
継
承
し
、
そ
の
主
権
的
権
限
は
四
カ
国
の
代
表
で
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構
成
さ
れ
る
管
理
理
事
会
を
通
じ
て
行
使
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
管
理
理
事
会
は
ド
イ
ツ
人
あ
る
い
は
中
立
国
か
ら
構
成
さ
れ
た
法
廷
を

任
命
す
る
か
、
あ
る
い
は
ロ
ン
ド
ン
協
定
に
基
づ
く
国
際
軍
事
法
廷
と
同
様
の
方
法
で
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
そ
の
際
に
設
立
さ

れ
た
法
廷
で
適
用
さ
れ
る
法
を
制
定
す
る
こ
と
も
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
際
軍
事
法
廷
で
裁
き
の
対
象
と
な
る
の
は
ド
イ
ツ
の
戦
争
犯
罪
人
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
う
し
た
方
法

は
選
択
さ
れ
な
か
っ
た
。
法
廷
は
ド
イ
ツ
の
主
権
の
継
承
者
に
よ
る
「
国
内
法
廷
な
い
し
半
国
内
（
共
同
統
治
の
）
法
廷
」
と
し
て
で
は

な
く
、
国
際
法
に
基
づ
く
国
際
法
廷
と
し
て
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
一
九
四
五
年
の
ロ
ン
ド
ン
協
定
は
ド
イ
ツ
の
戦
争
犯
罪
人
の
み
な
ら
ず
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
枢
軸
の
戦
争
犯
罪
人
の
訴
追
の
た

め
に
」
締
結
さ
れ
、
そ
こ
で
は
四
カ
国
の
主
権
的
な
共
同
統
治
の
下
に
お
か
れ
た
ド
イ
ツ
の
戦
争
犯
罪
人
と
、
署
名
国
が
そ
う
し
た
主
権

的
な
権
限
を
も
た
な
い
他
の
枢
軸
国
の
戦
争
犯
罪
人
と
が
一
括
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
協
定
は
四
大
占
領
国
だ
け
で
な
く
多
く
の
他
の
連
合
国
（U

nited
N

ations

）、
協
定
第
五
条
で
そ
れ
に
加
わ
る
こ
と
を
要
請
さ
れ
た
諸

国
に
よ
っ
て
も
締
結
さ
れ
た
国
際
条
約
で
あ
る
。
法
廷
は
明
示
的
に
『
国
際
』
軍
事
法
廷
と
称
し
て
お
り
、
そ
の
構
成
員
は
ド
イ
ツ
の
管

理
理
事
会
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
合
衆
国
、
大
ブ
リ
テ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
、
ソ
連
政
府
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
、
同
意
が
こ
の

協
定
に
加
わ
る
国
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
。
署
名
四
カ
国
は
協
定
の
前
文
で
、
彼
ら
は
―
―
従
前
の
ド
イ
ツ
の
領
土
の
主
権
者
と
し
て
で

は
な
く
―
―
『
す
べ
て
の
連
合
諸
国
の
利
益
に
お
い
て
』
行
動
す
る
と
宣
言
し
て
い
る
」（T

he
Judgem

ent
in

the
N

urem
berg

T
rial,

p.168

）。

ロ
ン
ド
ン
協
定
は
戦
争
犯
罪
人
の
法
廷
を
国
際
法
を
基
盤
と
し
て
設
置
し
て
、
ま
た
そ
の
目
的
の
た
め
に
新
た
な
国
際
法
を
創
出
す
る

明
白
な
意
図
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
そ
う
し
た
「
新
た
な
国
際
法
の
創
設
―
―
少
な
く
と
も
平
和
に
対
す
る
罪
の
個
人
責
任

に
関
し
て
―
―
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
枢
軸
国
の
同
意
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
合
法
的
に
可
能
と
な
る
」。
少
な
く
と
も
こ
れ
ま
で
の
国
際
法
に
従
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う
な
ら
ば
、
不
法
な
戦
争
行
為
を
遂
行
し
た
個
人
の
刑
事
責
任
と
い
う
新
た
な
法
的
基
準
に
基
づ
く
新
た
な
国
際
法
廷
の
設
立
は
、
被
告

人
の
関
係
国
の
同
意
に
基
づ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
ケ
ル
ゼ
ン
は
い
う
。

「
判
決
の
権
威
を
実
質
的
に
損
な
っ
て
い
る
の
は
、
個
人
の
刑
事
責
任
の
原
則
は
戦
争
を
禁
ず
る
国
際
法
の
ル
ー
ル
の
侵
害
に
つ
い
て

は
法
の
一
般
原
則
と
し
て
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
戦
勝
国
が
敗
戦
国
に
課
す
る
ル
ー
ル
と
し
て
の
み
適
用
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
が
と
り
わ
け
明
白
に
な
る
の
は
、
ロ
ン
ド
ン
協
定
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
枢
軸
の
戦
争
犯
罪
人
の
処
罰
の
た
め
に
確
定
さ
れ
た
原
則
は

国
際
連
合
憲
章
に
導
入
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
国
際
連
合
憲
章
は
将
来
の
国
際
法
の
基
礎
と
な
る
と
想
定
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
る
け
れ
ど
も
、
な
お
国
家
の
集
合
的
責
任
、
憲
章
の
侵
害
の
よ
う
な
責
任
の
み
を
規
定
し
て
い
て
、
責
任
あ
る
国
家
に
責
を
負
わ
せ

る
こ
と
は
で
き
る
け
れ
ど
も
、
行
為
者
個
人
に
責
を
帰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
」。

（
13
）

ロ
ン
ド
ン
協
定
が
定
め
た
個
人
責
任
の
原
則
は
戦
勝
国
が
敗
戦
国
に
対
し
て
有
す
る
―
―
敗
戦
国
の
主
権
を
一
時
的
に
担
う
か
た
ち
で

行
使
す
る
―
―
占
領
権
力
の
一
環
と
し
て
の
み
適
用
可
能
で
あ
り
、
国
際
法
廷
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
の
一
般
原
則
と
し
て
は
成
立
し
て

い
な
い
。
敗
戦
国
の
代
表
も
、
中
立
国
の
代
表
も
判
事
席
か
ら
排
除
さ
れ
た
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
法
廷
は
そ
の
よ
う
な
意
味
で
の
国
際
法

廷
と
し
て
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
こ
の
国
際
軍
事
法
廷
に
は
、「
汝
も
ま
た
」
と
い
う
問
題
が
な
お
残
さ
れ
て
い
る
。

「
代
表
と
し
て
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
の
判
事
や
検
察
官
を
構
成
し
て
い
る
こ
れ
ら
の
国
々
の
中
に
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
対
す
る
戦
争

に
打
っ
て
出
て
そ
の
戦
利
品
を
ド
イ
ツ
と
分
け
合
っ
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
戦
争
は
法
廷
に
よ
っ
て
、
ロ
ン
ド
ン

協
定
に
し
た
が
っ
て
、
不
可
侵
協
定
（non-aggression

pact

）
を
侵
害
し
た
が
ゆ
え
に
平
和
に
対
す
る
罪
で
あ
る
と
宣
告
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
こ
の
国
家
は
、
な
お
現
存
す
る
不
可
侵
協
定
を
侵
害
し
て
日
本
に
対
す
る
戦
争
に
訴
え
る
こ
と
で
同
じ
『
犯
罪
』

を
犯
し
た
の
で
あ
る
。
も
し
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
に
適
用
さ
れ
た
原
則
が
先
例
と
な
る
べ
き
で
あ
る
な
ら
ば
―
―
司
法
的
先
例
と
言
う

よ
り
は
立
法
的
そ
れ
と
し
て
―
―
、
そ
の
場
合
に
は
、
次
の
戦
争
の
後
に
は
、
戦
勝
国
の
諸
政
府
は
敗
戦
国
の
政
府
の
メ
ン
バ
ー
を
一
方
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的
（unilaterally

）
か
つ
前
者
に
よ
り
遡
及
力
を
と
も
な
う
犯
罪
を
犯
し
た
と
し
て
裁
き
に
か
け
る
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。
望
む
ら
く
は

そ
の
よ
う
な
先
例
に
な
ら
な
い
こ
と
を
」。

「
平
和
に
対
す
る
罪
」
を
裁
き
の
対
象
と
す
る
限
り
に
お
い
て
、
不
可
侵
条
約
を
侵
犯
し
た
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
が
裁
く
側
に
加
わ
っ
た
法

廷
は
、
や
は
り
「
勝
者
の
裁
き
」
で
あ
る
と
の
非
難
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
意
味
で
も
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
法
廷
は
先
例
と

さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
ケ
ル
ゼ
ン
は
い
う
の
で
あ
る
（T

he
Judgem

entin
the

N
urem

berg
T

rial,pp.170 -171

）。

こ
の
よ
う
に
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
国
際
法
上
の
違
法
な
戦
争
遂
行
に
対
す
る
個
人
の
刑
事
責
任
の
原
則
を
提
示
し
た
ロ
ン
ド
ン
協
定
と
そ
れ

に
基
づ
く
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
国
際
軍
事
裁
判
の
意
義
を
高
く
評
価
し
つ
つ
も
、
個
人
責
任
と
集
団
的
組
織
的
責
任
の
問
題
、
さ
ら
に
法

廷
そ
れ
自
体
の
性
格
づ
け
に
お
い
て
な
お
不
明
確
な
点
が
残
さ
れ
て
い
る
と
見
て
い
た
。
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
国
際
軍
事
法
廷
に
は
、
占

領
四
カ
国
の
共
同
統
治
と
そ
の
主
権
的
権
限
に
よ
る
軍
事
法
廷
と
い
う
性
格
と
、
新
た
な
国
際
法
に
基
づ
く
国
際
法
廷
と
の
性
格
と
が
混

在
し
て
い
る
。
個
人
責
任
を
問
う
国
際
法
が
い
ま
だ
十
分
に
確
立
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
四
カ
国
の
共
同
統
治
に
よ
る
―
―
一
時
的
で
は

あ
れ
継
承
さ
れ
た
―
―
主
権
に
よ
る
裁
き
こ
そ
が
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
戦
争
犯
罪
を
処
罰
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
の
が
ケ
ル
ゼ
ン
の

立
場
で
あ
っ
た
。

ケ
ル
ゼ
ン
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
批
判
は
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
明
白
な
不
正
を
戦
争
犯
罪
と
し
て
裁
く
と
い
う
立
場
か
ら
す
る
も

の
で
あ
る
だ
け
に
問
題
の
所
在
を
明
確
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

註
（
８
）

そ
の
場
合
に
占
領
国
の
国
民
は
占
領
国
家
の
「
市
民
」
で
は
な
く
「
臣
民
」
と
な
る
。
も
と
よ
り
そ
の
権
限
の
範
囲
は
占
領
国
家
に
依
存
す
る
し
、
ま
た

外
交
上
は
占
領
国
の
保
護
下
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る
（T

he
L

egalStatus
of

G
erm

any,p.523

）。

（
９
）

こ
れ
に
先
立
つ
論
説C

urrentnote
T

he
InternationalL

egalStatus
of

G
erm

any
to

be
E

stablished
Im

m
ediately

U
pon

T
erm

ination
of

W
ar,A

m
erican

JournalofInternationalLaw
,vol.38 ,O

ct.1944 ,pp.689 -694

で
ケ
ル
ゼ
ン
は
交
戦
中
の
占
領
と
コ
ン
ド
ミ
ニ
ウ
ム
と
を
区
別
し
て
、
四
大
国
に
よ
る
共
同
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統
治
の
利
点
を
以
下
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。

１

国
際
法
的
に
は
ド
イ
ツ
の
政
治
的
再
組
織
と
領
土
に
つ
い
て
の
必
要
な
変
更
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
分
離
を
含
む
）
の
障
害
が
な
く
な
る
。
ド
イ
ツ
将

校
に
よ
る
国
家
行
為
と
し
て
な
さ
れ
た
戦
争
犯
罪
の
裁
判
は
ド
イ
ツ
の
国
民
政
府
の
同
意
の
下
で
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

２
　
休
戦
や
講
和
条
約
を
国
民
政
府
と
結
ぶ
必
要
が
な
く
な
る
。

３
　
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
で
き
る
よ
う
な
国
民
政
府
は
存
在
し
な
い
。

４

占
領
権
力
の
命
令
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
措
置
の
法
的
・
政
治
的
責
任
が
、
そ
の
統
制
下
に
お
か
れ
た
傀
儡
政
府
に
よ
っ
て
で
は
な
く
実
際
に
権
力
を
保

有
し
て
い
る
も
の
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
。

５

後
に
形
成
さ
れ
る
新
た
な
民
主
的
ド
イ
ツ
政
府
は
ド
イ
ツ
の
敗
戦
に
よ
っ
て
つ
く
り
出
さ
れ
た
政
治
状
況
に
つ
い
て
の
責
任
を
と
ら
ず
に
す
む
。
こ
の

点
は
第
一
次
大
戦
の
教
訓
に
照
ら
し
て
重
要
で
あ
る
。

６
　
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
新
た
な
民
主
的
ド
イ
ツ
と
の
間
に
法
的
継
続
性
は
な
く
な
る
。

７
　
共
同
統
治
を
行
使
す
る
大
国
の
い
ず
れ
か
一
国
に
よ
る
一
方
的
な
領
土
の
処
分
は
不
可
能
に
な
る
。

（
10
）

こ
こ
で
ケ
ル
ゼ
ン
は
―
―
こ
の
点
は
後
に
紹
介
す
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
同
様
な
の
で
あ
る
が
―
―
「
平
和
に
対
す
る
罪
」
に
論
点
を
絞
っ
て
い
る
。「
ロ
ン
ド

ン
協
定
は
ま
た
他
の
犯
罪
に
つ
い
て
も
個
人
の
刑
事
責
任
を
確
立
し
て
い
る
、
協
定
の
定
義
に
よ
れ
ば
『
戦
争
犯
罪
』
あ
る
い
は
『
人
道
に
対
す
る
罪
』
の

よ
う
な
犯
罪
に
つ
い
て
も
。
だ
が
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
の
先
例
的
性
格
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
『
平
和
に
対
す
る
罪
』
に
関
し
て
だ
け
議
論
さ
れ
る
。
と

い
う
の
も
問
題
が
最
重
要
と
な
る
の
は
ま
さ
に
こ
の
観
点
だ
か
ら
で
あ
る
」（ibid.p.155

）。

（
11
）

こ
の
ド
ク
ト
リ
ン
はJ.W

.G
arner,International

L
aw

and
the

W
orld

W
ar

(1930 ),V
ol.

2
,p.472

で
提
示
さ
れ
て
い
る
。
ガ
ー
ナ
ー
が
従
っ
て
い
る
の

はR
enault,"D

e
l'application

du
droitpénalaux

faits
de

guerre".R
evue

G
enerale

de
D

roitInternationalP
ublic

(1918 ),V
ol.25 ,p.10 .C

f.m
y

P
eace

Through
Law

,C
hapelH

ill(1944 ),pp.91
ff.

（
12
）

常
設
国
際
司
法
裁
判
所
は
一
九
二
二
年
設
立
さ
れ
た
国
際
連
盟
の
国
際
司
法
機
関
、
国
際
司
法
裁
判
所
は
一
九
四
六
年
に
設
立
さ
れ
た
国
際
連
合
の
司
法

機
関
。

（
13
）

「
ロ
ン
ド
ン
協
定
に
定
め
ら
れ
た
原
則
を
憲
章
に
挿
入
す
る
た
め
に
は
、
憲
章
の
修
正
が
必
要
と
な
る
。
一
九
四
六
年
十
二
月
十
一
日
の
総
会
で
採
択
さ

れ
た
決
議
は
そ
の
よ
う
な
修
正
と
同
等
の
も
の
で
は
な
い
」
と
ケ
ル
ゼ
ン
は
註
記
し
て
い
る
。

007　牧野先生　縦  14.3.17 0:55 PM  ページ 187



広島法学　37 巻１号（2013 年）－188

Ⅲ
　
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
批
判

連
合
国
に
よ
る
主
権
の
継
承
と
共
同
統
治
の
も
と
で
こ
そ
ナ
チ
ス
の
戦
争
犯
罪
人
の
徹
底
的
な
処
罰
は
可
能
と
な
る
と
い
う
ケ
ル
ゼ
ン

の
よ
う
な
立
場
は
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
を
め
ぐ
る
討
論
に
お
け
る
キ
ュ
ス
タ
ー
の
副
報
告
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
ド
イ
ツ
国
内
に
も
一

定
の
共
鳴
者
が
存
在
し
た
。
だ
が
そ
う
し
た
立
場
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
と
っ
て
は
ド
イ
ツ
の
存
在
を
根
底
か
ら
否
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

『
グ
ロ
サ
リ
ウ
ム
』
一
九
四
八
年
六
月
一
一
日
の
記
述
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
る
。

「
ド
イ
ツ
は
国
際
法
的
に
無
で
あ
る
が
、
現
実
に
無
以
外
の
何
も
の
で
も
な
く
、
連
合
国
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
無
か
ら
（ex

nihilo

）
ま

っ
た
く
別
の
ド
イ
ツ
は
創
り
出
さ
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
無
（das

nichts

）
は
そ
れ
以
前
﹇
の
ド
イ
ツ
﹈
と
も
ま
っ
た
く
関
係
が
な
い
、
と

い
う
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
す
る
ケ
ル
ゼ
ン
の
理
由
付
け
（R

aisonnem
ent

）
―
―
法
律
的
な
絶
滅
手
段
を
熱
心
に
実
行
し
よ
う
と
す
る

者
た
ち
の
こ
う
し
た
光
景
は
、
私
に
は
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
・
ボ
ッ
シ
ュ
の
地
獄
に
描
か
れ
て
い
る
小
さ
な
幇
助
者
た
ち
（die

kleinen

G
ehilfen

）
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
」

（
14
）

。

無
条
件
降
伏
に
よ
る
政
府
の
解
体
と
軍
事
裁
判
所
に
よ
る
戦
争
犯
罪
人
の
処
罰
を
通
じ
て
そ
れ
以
前
の
ド
イ
ツ
と
は
断
絶
し
た
ま
っ
た

く
新
し
い
存
在
に
生
ま
れ
変
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
ケ
ル
ゼ
ン
の
立
場
は
、
い
わ
ば
ド
イ
ツ
そ
の
も
の
の
を
殲
滅
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
法
律
的
な
「
絶
滅
手
段
」
に
対
抗
し
て
ド
イ
ツ
を
守
る
こ
と（

15
）

。
こ
れ
が
鑑
定
書
の
背
後
に
あ
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の

秘
か
な
目
標
で
あ
っ
た
。

１
　
二
種
類
の
あ
ら
た
な
戦
争
犯
罪
―
―
「
人
道
の
罪
」
と
「
平
和
に
対
す
る
罪
」

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
一
九
四
五
年
八
月
八
日
の
ロ
ン
ド
ン
協
定
で
は
１
旧
来
か
ら
の
戦
争
法
の
違
反
と
し
て
の
「
戦
争
犯
罪
」、
２
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「
人
道
に
対
す
る
罪
」、
３
「
平
和
に
対
す
る
罪
」
の
三
種
類
の
戦
争
犯
罪
の
類
型
を
定
め
て
い
た
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
こ
こ
で
主
と
し
て
扱

う
の
は
―
―
ケ
ル
ゼ
ン
と
同
じ
く
―
―
第
三
の
「
平
和
に
対
す
る
罪
」
の
類
型
で
あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
協
定
＝
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
法
廷
が
新
た
に
設
定
し
た
二
つ
の
戦
争
犯
罪
の
類
型
の
う
ち
前
者
、「
人
道
に
対
す
る
罪
」
に
つ

い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
ま
ず
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

（
16
）

「
そ
れ
は
特
有
の
意
味
で
の
残
虐
行
為
（atrocities

）
で
あ
り
、
無
防
備
の
人
間
を
犠
牲
者
と
す
る
計
画
的
な
殺
人
や
非
人
間
的
な
残
虐

さ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
軍
事
的
行
為
で
は
な
い
が
、
一
九
三
九
年
か
ら
始
ま
る
戦
争
と
一
定
の
関
連
が
あ
る
、
と
い
う
の
も
戦
争
の
準
備

過
程
な
ら
び
に
戦
争
の
経
過
の
中
で
こ
れ
ら
の
犯
罪
は
犯
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
一
九
三
九
年
か
ら
の
世
界
大
戦
で
頂
点
に
達
す
る
特
有
の

非
人
間
的
な
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
を
特
徴
的
に
表
現
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
悪
行
の
野
獣
の
ご
と
き
粗
暴
さ
残
酷
さ
は
正
常
な
人

間
の
理
解
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
言
葉
の
完
全
な
意
味
で
の
「
許
し
難
い
犯
罪
（scelus

infandum

）」
の
構
成
要
素
で
あ
り
現

象
で
あ
る
。
そ
れ
は
従
来
の
国
際
法
と
刑
法
の
あ
ら
ゆ
る
枠
を
打
ち
破
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
犯
罪
を
犯
し
た
も
の
は
法
の
外
に

置
か
れ
て
無
法
者
（outlaw

）
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
完
全
に
追
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
上
司
の
命
令
は
こ
の
よ
う
な
悪
行
を
正
当

化
し
た
り
免
責
す
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
。
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
特
定
の
事
情
に
お
い
て
命
令
を
受
け
た
行
為
者
が
や
む
を
え
ぬ
緊
急
事

態
に
お
か
れ
て
い
た
の
か
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
が
免
責
の
事
由
に
な
る
か
が
問
題
に
な
り
う
る
だ
け
で
あ
る
」（A

ngriffskrieges,
S

.16 ,

訳
五
頁
）。

こ
の
意
味
で
の
特
有
な
残
虐
行
為
は
、
い
わ
ゆ
る
「
自
然
犯
（m

ala
in

se

）」
と
見
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
普
通

の
人
間
の
も
つ
健
全
な
法
感
情
か
ら
す
れ
ば
常
に
変
わ
る
こ
と
な
く
犯
罪
で
あ
る
」
も
の
が
、
あ
ら
た
め
て
人
道
を
逸
脱
し
た
犯
罪
と
し

て
明
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
う
し
た
「
自
然
犯
」
は
実
定
法
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
「
犯
罪
」
と
さ
れ
る
「
法
定
犯
」
と

は
異
な
り
、
既
存
の
法
の
犯
罪
構
成
要
件
へ
の
適
合
、
犯
罪
的
意
図
の
論
証
を
必
要
と
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
法
律
な
け
れ
ば
犯
罪
も
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刑
罰
も
な
し
」
の
原
則
は
こ
こ
で
は
も
は
や
問
題
と
は
な
ら
な
い
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
言
う
の
で
あ
る
。

（
17
）

も
と
よ
り
ナ
チ
ス
の
行
っ
た
数
々
の
残
虐
行
為
が
人
間
の
自
然
の
法
感
情
か
ら
み
て
自
明
の
犯
罪
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
遡
及
法
の
禁

止
は
こ
こ
で
は
問
題
に
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
ケ
ル
ゼ
ン
や
キ
ュ
ス
タ
ー
の
議
論
で
も
あ
っ
た
。
問
題
は
、
そ
う
し
た
「
人
道
に
対
す
る

罪
」
を
新
た
な
「
戦
争
犯
罪
」
の
類
型
と
し
て
構
成
す
る
こ
と
、
そ
し
て
「
人
道
に
対
す
る
罪
」
の
争
点
を
、
今
一
つ
の
新
た
な
類
型
で

あ
る
「
平
和
に
対
す
る
犯
罪
」
と
結
び
つ
け
る
こ
と
に
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
ナ
チ
ス
の
残
虐
な
犯
罪
の
自
然
犯
と
し
て
の
自
明
性
が
、

厳
密
な
法
的
条
件
や
手
続
き
の
無
視
や
安
易
な
改
変
に
つ
な
が
る
こ
と
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
18
）

そ
う
し
た
―
―
ま
さ
に
ケ
ル
ゼ
ン
と
は
正

反
対
の
―
―
理
由
か
ら
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
第
三
の
戦
争
犯
罪
の
類
型
と
し
て
の
「
平
和
に
対
す
る
罪
」
に
論
述
の
焦
点
を
絞
る
の
で
あ
る
。

２
　
戦
争
違
法
化
の
試
み

（1）

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約

不
正
な
戦
争
、
侵
略
戦
争
を
国
際
法
上
の
犯
罪
と
し
て
処
罰
す
る
と
い
う
構
想
の
最
も
重
要
な
萌
芽
は
最
初
の
世
界
戦
争
の
後
の
ド
イ

ツ
皇
帝
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
の
訴
追
で
あ
っ
た
。

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
第
二
二
七
条
は
前
ド
イ
ツ
皇
帝
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
を
「
国
際
道
徳
お
よ
び
条
約
の
神
聖
性
に
対
す
る
重
大
な
侵

害
」
を
犯
し
た
と
し
て
、「
国
際
政
策
の
最
高
動
機
に
従
っ
て
（by

the
highestm

otives
of

internationalpolicy

）」
裁
く
こ
と
を
定
め
て

い
た
。
裁
判
は
（
主
要
）
五
カ
国
か
ら
任
命
さ
れ
た
裁
判
官
に
よ
り
行
わ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
従
来
の
国
際
法
は
国
家
を
主

体
と
し
て
お
り
、
一
国
家
の
国
家
元
首
に
対
す
る
裁
判
権
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
新
規
の
犯
罪
の
構
成
要
件
も
不
明
確
で

あ
り
、
裁
判
の
準
則
と
し
て
は
「
道
徳
」
と
「
政
策
」
を
基
準
と
し
て
引
き
合
い
に
出
し
、
も
っ
ぱ
ら
皇
帝
個
人
に
対
す
る
刑
事
処
罰
を

結
論
と
し
て
先
行
さ
せ
る
こ
の
よ
う
な
規
定
は
、「
法
律
な
け
れ
ば
犯
罪
も
刑
罰
も
な
し
」
の
原
則
か
ら
も
、
ま
た
特
定
個
人
を
指
名
す
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る
例
外
法
と
い
う
と
い
う
点
で
も
あ
ま
り
に
問
題
を
含
ん
で
い
た
。
皇
帝
が
亡
命
し
て
い
た
中
立
国
オ
ラ
ン
ダ
は
英
国
・
フ
ラ
ン
ス
両
国

の
引
き
渡
し
要
求
を
拒
否
し
、
英
・
仏
政
府
も
そ
れ
以
上
に
こ
れ
を
追
求
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
第
二
二
七
条
に
含
ま
れ
て

い
た
「
あ
ら
た
な
戦
争
犯
罪
」
の
萌
芽
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
定
着
し
な
い
ば
か
り
か
、
む
し
ろ
「
反
対
方
向
の
先
例
」
と
し
て

受
け
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（A

ngriffskrieges,S.25 -26 ,

訳
一
八
頁
）。

ア
メ
リ
カ
は
こ
の
条
項
に
対
し
て
や
や
異
な
る
態
度
を
と
っ
て
い
た
。
第
二
二
七
条
な
ら
び
に
従
来
の
戦
争
犯
罪
を
扱
っ
た
第
二
二
八

条
を
検
討
し
た
「
戦
争
責
任
委
員
会
」
の
場
で
、
国
務
長
官
ラ
ン
シ
ン
グ
を
は
じ
め
と
す
る
ア
メ
リ
カ
側
委
員
は
通
常
の
「
交
戦
法
規
に

対
す
る
違
反
」
と
「
人
道
的
な
犯
罪
」
と
を
明
確
に
区
別
し
て
、
第
二
二
八
条
で
後
者
の
問
題
を
扱
う
こ
と
を
拒
否
し
た
。
だ
が
他
方
で

ア
メ
リ
カ
側
委
員
は
第
二
二
七
条
に
お
い
て
は
、「
人
道
に
反
す
る
道
徳
的
意
味
で
の
犯
罪
と
し
て
の
侵
略
戦
争
」
の
罪
に
つ
い
て
国
家

元
首
の
処
罰
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
彼
ら
は
明
ら
か
に
従
来
の
国
際
法
上
の
見
解
か
ら
の
逸
脱
を
意
図
し
て
い
た
。
た
だ
し
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
み
ず
か
ら
の
決
定
に
お
い
て
、
最
終
的
に
こ
れ
を
受
け
容
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
合
衆
国
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約

を
批
准
せ
ず
、
一
九
二
一
年
八
月
二
五
日
に
ド
イ
ツ
と
単
独
講
和
を
締
結
し
た
が
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
か
ら
の
継
承
を
明
示
し
た
条
項

で
は
第
二
二
七
条
な
ら
び
に
第
二
二
八
条
を
含
む
部
分
は
排
除
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
ド
イ
ツ
と
の
講
和
に
お
い
て
戦
争
責
任
を
め

ぐ
る
条
項
は
意
図
的
に
そ
の
対
象
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（A

ngriffskrieges,S.26 -28 ,

訳
一
九
―
二
一
頁
）。

な
お
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
の
今
ひ
と
つ
の
「
戦
争
責
任
条
項
」
と
い
わ
れ
る
第
二
三
一
条
に
つ
い
て
も
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
言
及
し
て
い
る
。

こ
の
条
項
は
賠
償
問
題
を
扱
う
も
の
で
あ
り
、
戦
勝
国
の
財
政
的
・
経
済
的
要
求
の
根
拠
を
旧
来
の
戦
費
補
償
か
ら
損
害
賠
償
請
求
権
へ

と
転
換
し
よ
う
と
し
た
も
の
だ
が
、
そ
の
際
に
は
、
中
欧
列
強
が
「
不
正
な
戦
争
」
を
起
こ
し
た
こ
と
に
賠
償
請
求
の
根
拠
を
求
め
る
の

か
、
あ
る
い
は
一
九
一
八
年
一
一
月
五
日
の
「
ラ
ン
シ
ン
グ
・
ノ
ー
ト
」
の
受
諾
を
根
拠
と
す
る
の
か
、
い
く
つ
か
の
論
拠
が
あ
り
え
た
。

な
る
ほ
ど
侵
略
戦
争
の
非
難
は
賠
償
の
範
囲
を
―
―
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
の
中
立
侵
犯
と
非
戦
闘
員
へ
の
損
害
に
限
定
す
る
の
で
な
く
―
―
拡
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大
す
る
こ
と
に
寄
与
し
た
が
、
侵
略
戦
争
が
刑
法
上
の
国
際
犯
罪
と
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
（A

ngriffskrieges,
S.29 ,

訳
二
二
―
二
三
頁
）。

さ
ら
に
こ
の
「
戦
争
責
任
条
項
」
で
の
戦
争
概
念
に
つ
い
て
も
議
論
の
余
地
が
あ
る
。
条
約
を
め
ぐ
る
審
議
過
程
で
第
二
三
一
条
成
立

の
き
っ
か
け
を
与
え
た
と
言
わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
代
表
ダ
レ
ス
は
「
戦
争
そ
れ
自
体
は
現
行
国
際
法
に
よ
れ
ば
非
合
法
で
は
な
い
」
と
明
言

し
て
い
た（

19
）

。
大
統
領
ウ
ィ
ル
ソ
ン
自
身
は
「
不
正
な
戦
争
」
と
し
て
の
侵
略
戦
争
と
こ
れ
に
対
す
る
「
正
当
な
戦
争
」
と
し
て
の
防
衛
戦

争
と
を
区
別
す
る
い
わ
ゆ
る
「
正
戦
論
」
の
立
場
を
と
っ
て
い
た
が
、
講
和
会
議
と
条
約
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
「
法
的
な
結
論
」

は
明
確
な
も
の
で
は
な
い
。
た
し
か
に
ラ
ン
シ
ン
グ
・
ノ
ー
ト
に
は
「
侵
略
」
と
い
う
言
葉
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

（
20
）

だ
が
そ
こ
で
問
題
と

さ
れ
て
い
た
の
は
経
済
的
・
財
政
的
な
賠
償
支
払
い
で
あ
っ
て
、
刑
事
法
上
の
意
味
で
の
犯
罪
の
設
定
で
は
な
か
っ
た
。
総
じ
て
ヴ
ェ
ル

サ
イ
ユ
条
約
で
は
「
侵
略
戦
争
」
と
い
う
あ
ら
た
な
国
際
法
上
の
犯
罪
の
創
出
に
つ
い
て
は
一
致
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
も
し
そ
う
し
た

新
た
な
戦
争
概
念
と
国
際
法
条
の
犯
罪
の
創
出
が
意
図
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
国
際
連
盟
規
約
に
そ
れ
が
盛
り
込
ま
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
こ
れ
を
批
准
せ
ず
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
政
治
問
題
か
ら
撤
退
し
て
、
戦
争
を
め
ぐ
る
刑
事
責
任
の
問
題
を
意
図
的
に
回
避
し
た
講
和
を
ド
イ
ツ
と
締
結
し
た
。
こ
れ
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
法
意
識
に
と
っ
て
決
定
的
で
あ
っ
た
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
い
う
の
で
あ
る
（A

ngriffskrieges,S.29 -31 ,

訳
二
三
―
二
六
頁
）。

（2）

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
議
定
書

一
九
一
九
年
の
国
際
連
盟
規
約
は
戦
争
防
止
の
た
め
の
規
定
（
第
一
〇
―
一
七
条
）
を
含
ん
で
い
た
。
紛
争
解
決
に
際
し
て
こ
の
規
約

に
従
わ
ず
に
戦
争
に
訴
え
る
も
の
は
平
和
破
壊
者
と
し
て
金
融
、
経
済
、
軍
事
的
制
裁
が
加
え
ら
れ
る
（
第
一
六
条
）。
た
だ
し
戦
争
そ

の
も
の
の
刑
罰
化
は
、
国
家
の
主
権
平
等
の
前
提
が
強
力
で
あ
っ
た
た
め
に
、
こ
こ
で
は
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
。「
侵
略
戦
争
が
国
際

007　牧野先生　縦  14.3.17 0:55 PM  ページ 192



193－ 法的問題としてのニュルンベルク――カール・シュミットの鑑定書（牧野）

犯
罪
で
あ
る
」
と
い
う
命
題
が
は
じ
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
公
け
に
表
明
さ
れ
た
の
は
一
九
二
四
年
一
〇
月
二
日
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
議
定
書
に

お
い
て
で
あ
る
。

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
議
定
書
の
思
想
的
発
案
者
を
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授
で
パ
リ
講
和
会
議
の
合
衆
国
派
遣
団
の
一
員
で
も

あ
っ
た
シ
ョ
ッ
ト
ウ
ェ
ル
（Jam

es
J.

Shotw
ell

）
と
見
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
国
際
連
盟
に
は
加
盟
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
シ
ョ

ッ
ト
ウ
ェ
ル
を
中
心
と
す
る
ア
メ
リ
カ
側
私
設
委
員
会
が
作
成
し
た
草
案
は
公
式
文
書
と
し
て
回
覧
さ
れ
、
議
定
書
に
決
定
的
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
草
案
は
「
防
衛
以
外
の
目
的
で
行
わ
れ
る
戦
争
」
を
「
国
際
犯
罪
」
と
し
て
規
定
す
る
と
い
う
か
た

ち
で
、「
侵
略
戦
争
の
違
法
化
（O

utlaw
ry

of
A

ggressive
W

ar

）」
へ
と
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
で
あ
る
（A

ngriffskrieges,
S.34 .

訳
二

九
―
三
〇
頁
）。

た
だ
し
議
定
書
に
定
め
ら
れ
た
制
裁
は
刑
法
上
の
も
の
で
な
く
も
っ
ぱ
ら
経
済
的
な
性
質
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
議
定
書
は
侵

略
戦
争
を
「
犯
罪
」
と
宣
言
し
た
が
、
こ
れ
に
対
す
る
「
制
裁
」
と
し
て
国
家
を
対
象
と
し
た
経
済
的
、
金
融
的
、
軍
事
的
措
置
を
想
定

し
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、
な
お
国
家
主
権
を
尊
重
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
国
際
犯
罪
の
行
為
者
は
「
国
家
」
で
あ
り
、
戦
争
の
特
定
の

首
謀
者
に
対
す
る
刑
罰
は
意
図
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
第
一
五
条
二
項
で
は
制
裁
対
象
国
の
政
治
的
独
立
や
領
土
に
は
手
を
触
れ
る
も

の
で
は
な
い
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
（A

ngriffskrieges,S.34 -35 ,

訳
三
〇
頁
）。

し
か
し
な
が
ら
こ
う
し
た
「
戦
争
の
違
法
化
」
の
試
み
に
は
、
新
た
な
国
際
犯
罪
と
し
て
の
「
侵
略
戦
争
」
の
構
成
要
件
を
如
何
に
定

め
る
か
と
い
う
点
で
決
定
的
な
問
題
を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
。
最
初
に
相
手
に
対
し
て
攻
撃
を
加
え
た
も
の
、
領
土
へ
の
侵
入
を
行
っ
た

も
の
が
全
体
と
し
て
の
戦
争
を
引
き
起
こ
し
た
も
の
と
同
一
と
は
限
ら
な
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、「
攻
撃
」（A

ngriff

）
と
「
侵
略
戦

争
」（A

ngriffskrieg

）
と
は
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
―
―
不
当
な
「
攻
撃
」
や
「
侵
略
戦
争
」
に
対
す
る
防
衛
や
制
裁
手
段

と
し
て
の
戦
争
を
認
め
る
と
す
る
な
ら
ば
―
―
戦
争
一
般
と
侵
略
戦
争
と
の
区
別
が
必
要
と
な
る
。
い
い
か
え
れ
ば
「
攻
撃
」
と
「
侵
略
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戦
争
」
の
定
義
の
問
題
は
、
戦
争
の
「
正
義
」
の
問
題
と
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
（A

ngriffskrieges,S.36 -37 ,

訳
三
一
―
三
三
頁
）。

国
際
連
盟
規
約
か
ら
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
議
定
書
、
さ
ら
に
後
述
の
ケ
ロ
ッ
グ
協
定
で
は
こ
の
問
題
、
つ
ま
り
不
正
な
侵
略
戦
争
と
侵
略
者
に

つ
い
て
の
法
律
学
的
に
有
効
な
定
義
を
め
ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
の
試
み
が
な
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
最
初
に
軍
事
的
暴
力
に
訴
え
た
も
の
、

領
土
を
侵
犯
し
た
も
の
、
予
め
定
め
ら
れ
た
手
続
き
に
従
わ
ず
に
戦
争
を
宣
言
す
る
も
の
を
「
侵
略
者
」
と
す
る
等
々
の
か
た
ち
で
。
特

に
フ
ラ
ン
ス
の
法
律
家
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
た
こ
う
し
た
方
法
は
、
戦
争
の
「
正
当
原
因
」、
何
が
「
正
し
い
戦
争
」
で
あ
る
か
と
い
う

実
質
的
か
つ
決
定
困
難
な
問
題
を
回
避
し
て
、
対
象
を
「
攻
撃
行
為
」
に
限
定
し
て
暴
力
行
為
や
攻
撃
を
早
急
に
停
止
さ
せ
戦
争
の
勃
発

を
回
避
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
。
そ
の
際
に
は
現
在
の
占
有
状
態
の
実
質
的
な
正
不
正
を
問
う
こ
と
な
く
法
的
に
保
護
す
る
と
い
う

外
面
的
・
形
式
主
義
的
方
法
が
有
効
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
国
際
連
盟
規
約
第
一
〇
条
は
そ
う
し
た
意
味
で
の
「
攻
撃
」
か
ら
の

擁
護
に
つ
い
て
協
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
し
、
一
九
二
五
年
の
ロ
カ
ル
ノ
条
約
や
そ
の
他
の
不
可
侵
協
定
も
ま
た
「
攻
撃
」
と
「
戦
争
」

と
を
法
律
学
的
に
分
離
し
て
、「
攻
撃
」
に
反
対
す
る
制
裁
や
援
助
を
条
約
上
の
義
務
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
戦
争
」
そ
の
も
の
の
勃

発
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
努
力
に
連
な
る
も
の
で
あ
っ
た
（A

ngriffskrieges,S.37 -39 ,

訳
三
三
―
三
六
頁
）。

（
21
）

そ
う
し
た
努
力
の
特
質
は
、
攻
撃
・
侵
略
と
侵
略
者
の
煩
瑣
な
定
義
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
終
的
に
は
「
不
正
な
戦
争
」

の
防
止
に
役
立
つ
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
際
に
は
ま
ず
「
戦
争
そ
の
も
の
の
正
義
」
や
「
正
当
原
因
」
を
意
図
的
に
度

外
視
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
国
際
紛
争
の
平
和
的
規
制
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
ロ
バ
ー
ト
・
セ
シ
ル
卿
は
い
み
じ
く
も
こ
う
述
べ
て
い

る
。「

理
事
会
が
決
す
べ
き
こ
と
は
、
係
争
に
お
い
て
い
ず
れ
の
側
に
正
当
な
権
利
が
あ
る
か
で
は
な
く
、
い
ず
れ
が
ま
ず
は
じ
め
に
敵
対

行
為
を
行
っ
た
か
で
あ
る
。
そ
の
た
め
条
約
は
他
国
の
領
土
を
意
図
的
に
侵
す
国
は
侵
略
者
と
見
な
さ
れ
る
と
明
記
す
る
だ
ろ
う
」

（A
ngriffskrieges,S.39 ,

訳
三
六
―
三
七
頁
。
引
用
原
文
は
仏
語
）。
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し
か
し
な
が
ら
こ
う
し
た
法
律
学
的
方
法
と
政
治
的
思
考
方
法
と
の
間
に
は
ジ
レ
ン
マ
が
存
在
す
る
。
戦
争
を
違
法
化
す
る
た
め
に
は

法
律
学
的
に
明
確
な
規
定
、
形
式
的
な
構
成
要
件
が
必
須
と
な
る
が
、
他
方
で
戦
争
を
め
ぐ
る
実
質
的
な
正
不
正
の
問
題
、
戦
争
責
任
を

め
ぐ
る
問
題
は
後
景
に
退
か
ざ
る
を
え
な
い
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
議
定
書
に
対
す
る
一
九
二
五
年
三
月
一
二
日
の
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
反
対
声
明

は
そ
う
し
た
問
題
点
を
率
直
に
表
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

「
こ
れ
ら
の
条
項
に
対
し
て
す
で
に
提
起
さ
れ
て
い
る
明
白
な
異
論
に
加
え
て
、
こ
れ
ら
の
条
項
が
非
常
に
曖
昧
で
あ
り
、
純
粋
に
防

衛
を
意
図
し
専
ら
防
衛
の
た
め
に
行
わ
れ
る
軍
事
行
動
と
、
侵
略
的
意
図
を
隠
し
た
行
動
と
を
区
別
す
る
こ
と
は
、
紙
上
の
定
義
に
よ
っ

て
は
そ
も
そ
も
不
可
能
で
あ
っ
て
、
無
実
の
者
を
守
る
よ
り
も
不
注
意
な
者
を
危
険
に
さ
ら
す
結
果
を
必
ず
や
も
た
ら
す
だ
ろ
う

（A
ngriffskrieges,S.40 ,

訳
三
八
頁
）。

か
く
し
て
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
議
定
書
は
流
産
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
「
正
当
な
戦
争
」
の
実
質
的
な
規
定
を
回
避
し
て
法
律

的
形
式
的
な
「
侵
略
」
の
定
義
を
与
え
よ
う
と
し
た
が
ゆ
え
に
流
産
し
た
の
で
あ
る
。

（3）

ケ
ロ
ッ
グ
協
定

シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
と
っ
て
一
九
二
八
年
八
月
二
七
日
の
ケ
ロ
ッ
グ
＝
ブ
リ
ア
ン
協
定
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
法
律
的
形
式
思
考
に
基
づ
く
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
議
定
書
と
そ
の
失
敗
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
反
撃
で
あ
っ
た（

22
）

。
こ
の
協
定
は
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
始
め
ら
れ
た
「
戦
争
違

法
化
運
動
」（outlaw

ry-B
ew

egung

）
に
思
想
的
起
源
を
も
つ
。
そ
れ
を
定
式
化
し
た
と
い
わ
れ
る
ボ
ラ
ー
（W

iliam
E

dgar
B

orah

）
上

院
議
員
が
一
九
二
七
年
一
二
月
一
二
日
に
提
出
し
た
決
議
で
は
、
戦
争
の
追
放
（A

cht
und

B
ann

）、
戦
争
に
代
わ
る
司
法
的
解
決
の
た

め
の
強
制
力
を
伴
う
国
際
裁
判
所
の
設
置
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
退
い
て
以
来
、
仲

裁
裁
判
的
な
権
威
が
ほ
と
ん
ど
意
識
の
外
に
お
か
れ
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
に
と
っ
て
、
国
際
裁
判
所
に
よ
る
戦
争
の
廃
止
と
い
う
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構
想
は
お
よ
そ
実
現
不
可
能
な
も
の
と
思
わ
れ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
の
世
論
の
相
違
が
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
議
定
書
と
ケ
ロ
ッ
グ
協

定
に
お
け
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
相
違
の
背
後
に
は
存
在
し
た
（A

ngriffskrieges,S.42 ,

訳
四
〇
頁
）。

た
だ
し
ケ
ロ
ッ
グ
協
定
は
ア
メ
リ
カ
起
源
の
戦
争
違
法
化
構
想
そ
の
も
の
の
実
現
で
は
な
い
。
な
る
ほ
ど
こ
の
協
定
は
「
戦
争
追
放
協

定
（K

riegsächtungspakt

）」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
そ
の
規
約
に
は
「
違
法
化
（outlaw

ry

）」
と
い
う
文
言
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で

あ
る
。
他
方
で
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
議
定
書
が
試
み
た
よ
う
な
法
律
学
的
に
厳
密
な
規
定
は
追
求
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
は
「
攻
撃
」
や

「
戦
争
」
に
つ
い
て
の
概
念
規
定
も
、
戦
争
原
因
に
つ
い
て
の
言
及
も
ま
っ
た
く
与
え
ら
れ
な
い
ま
ま
、「
国
策
手
段
と
し
て
の
戦
争
」
が

非
難
（condem

n

）
さ
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
る
。
し
た
が
っ
て
放
棄
さ
れ
る
べ
き
「
戦
争
」
に
つ
い
て
の
解
釈
が
た
だ
ち
に
問
題
と
な
ら

ざ
る
を
え
な
い
。

「
ケ
ロ
ッ
グ
協
定
の
本
文
に
お
け
る
『
非
難
す
る
』（to

condem
n

）
と
い
う
文
言
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
政
府
の
法
律
家
た
ち
に
よ
っ
て

す
ぐ
に
、
署
名
国
が
服
す
べ
き
正
確
な
法
的
義
務
が
ど
の
点
に
あ
る
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
さ
れ
た
。
そ
れ
は
た
ん
に
諸
国
が
条
約

に
よ
っ
て
国
策
手
段
と
し
て
の
戦
争
の
行
使
を
断
念
す
る
に
と
ど
ま
る
の
か
、
そ
れ
と
も
完
全
な
『
禁
止
（Ä

chtung

）』（outlaw
ry

）
を

そ
の
内
容
と
し
て
い
た
の
か
？
　
単
な
る
断
念
の
場
合
に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
『
戦
争
』
と
い
う
事
態
を
処
罰
（Pönalisierung

）
す
る

も
の
で
は
な
い
。
ケ
ロ
ッ
グ
協
定
に
つ
い
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
支
配
的
見
解
で
は
、
こ
の
協
定
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
連
盟
規
約
と
矛
盾
す
る

も
の
で
は
な
い
と
い
う
留
保
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
す
で
に
そ
の
理
由
か
ら
し
て
こ
の
協
定
は
戦
争
の
断
念
で
あ
る
ほ
か
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。『Ä

chtung

』（outlaw
ry

）
と
い
う
言
葉
は
先
述
の
よ
う
に
ケ
ロ
ッ
グ
協
定
に
は
な
い
。
だ
が
、
た
と
え
そ
の
言
葉
が
用
い
ら
れ
た

と
し
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
法
律
家
の
思
考
様
式
に
と
っ
て
は
、
一
九
二
四
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
議
定
書
に
お
け
る
使
用
法
と
同
様
に
、

刑
罰
化
を
意
味
す
る
も
の
に
は
な
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
大
陸
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
思
考
様
式
は
構
成
要
件
、
行
為
者
、
刑
罰
の
威
嚇
と
刑
事

裁
判
所
に
つ
い
て
の
明
確
な
規
定
を
要
求
す
る
。
そ
れ
は
、
い
か
な
る
一
般
的
な
違
法
化
（outlaw

ry

）
を
知
ら
な
い
し
、
少
な
く
と
も
原
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始
的
あ
る
い
は
中
世
的
な
意
味
で
の
平
和
喪
失
（Friedloslegung

）
を
知
ら
な
か
っ
た
」（A

ngriffskrieges,S.44 ,

訳
四
二
―
四
三
頁
）

（
23
）

。

ケ
ロ
ッ
グ
協
定
は
、
不
正
な
戦
争
と
し
て
想
定
す
る
あ
る
種
の
戦
争
を
「
非
難
」
す
る
が
、
戦
争
一
般
を
犯
罪
と
し
て
違
法
化
す
る
も

の
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
民
の
法
意
識
に
と
っ
て
は
、
む
し
ろ
そ
れ
に
よ
っ
て
「
正
義
の
戦
争
」
を
要
請
す
る
も
の
な
の
で
あ
っ

た
。
協
定
そ
れ
自
体
が
不
正
な
戦
争
に
つ
い
て
の
明
確
な
定
義
も
、
具
体
的
な
制
裁
も
、
そ
の
た
め
の
組
織
を
欠
い
て
い
る
以
上
、
個
々

具
体
的
な
戦
争
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
不
正
で
あ
る
か
否
か
を
判
定
し
、
不
当
な
戦
争
に
対
し
て
対
抗
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
に

委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
で
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
自
身
が
一
九
二
八
年
六
月
二
三
日
付
の
各
国
へ
の
通
達
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
た
。

「
ア
メ
リ
カ
の
反
戦
条
約
案
は
自
衛
の
た
め
の
権
利
を
制
約
し
た
り
弱
め
た
り
す
る
も
の
で
は
ま
っ
た
く
な
い
。
こ
の
権
利
は
主
権
国

家
に
固
有
の
も
の
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
条
約
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
」。

さ
ら
に
は
ケ
ロ
ッ
グ
国
務
長
官
自
身
が
一
九
二
八
年
一
二
月
七
日
上
院
外
交
委
員
会
で
、
こ
の
協
定
は
侵
略
者
に
対
す
る
制
裁
行
動
の

た
め
に
合
衆
国
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
出
向
く
こ
と
を
何
ら
義
務
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
様
に
多
く
の

調
印
国
は
暗
黙
の
ま
た
は
明
示
的
な
留
保
を
行
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
も
同
様
の
留
保
を
表
明
し
て
い
た（

24
）

。
さ
ら
に
そ
う
し

た
各
国
主
権
に
よ
る
留
保
と
は
別
に
、
ケ
ロ
ッ
グ
協
定
を
国
際
連
盟
規
約
の
諸
規
定
と
整
合
さ
せ
る
問
題
も
残
さ
れ
て
い
た
。
一
九
三
一

年
九
月
二
五
日
の
連
盟
決
議
は
そ
の
た
め
の
委
員
会
の
組
織
を
決
定
し
た
が
、
こ
の
委
員
会
は
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る

（A
ngriffskrieges,S.45 -47 ,

訳
四
四
―
四
七
頁
）。

（
25
）

（4）

範
例
と
し
て
の
海
賊
行
為

個
人
が
国
際
的
犯
罪
の
主
体
と
な
り
う
る
か
と
い
う
問
題
に
関
し
て
、
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
系
の
論
者
に
よ
っ
て
「
国
際
犯
罪
」
の
範
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例
と
さ
れ
て
き
た
の
が
い
わ
ゆ
る
海
賊
行
為
で
あ
る
。
大
陸
法
に
お
い
て
「
公
海
上
の
略
奪
行
為
」
は
あ
く
ま
で
も
国
内
的
規
範
・
審
級

の
管
轄
領
域
の
延
長
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
国
内
法
令
上
の
海
賊
行
為
と
な
ら
ん
で
「
万
民
法
上
の
海

賊
行
為
」
が
並
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
無
差
別
に
す
べ
て
の
国
家
に
敵
対
す
る
文
字
通
り
の
「
人
類
の
敵
」（hostis

generis
hum

anis

）

と
さ
れ
る
。
す
べ
て
の
国
家
は
彼
を
処
罰
し
う
る
し
、
い
か
な
る
国
家
も
彼
を
保
護
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
海
賊
は
国
籍
を
剥
奪
さ
れ

て
国
家
の
保
護
を
受
け
な
い
「
無
法
者
」（outlaw

）
な
の
で
あ
る
。

戦
争
を
国
際
犯
罪
と
し
て
弾
劾
す
る
と
い
う
発
想
は
ま
さ
に
こ
う
し
た
「
万
民
法
上
の
海
賊
」
に
端
緒
を
も
っ
て
い
る
。
新
た
な
国
際

犯
罪
と
し
て
の
戦
争
の
責
任
者
は
海
賊
と
同
様
に
「
無
法
者
」（outlaw

）
と
さ
れ
て
、
法
の
保
護
の
外
に
お
か
れ
る
。
海
賊
行
為
の
概
念

が
戦
争
犯
罪
に
適
用
さ
れ
た
典
型
的
事
例
は
、
第
一
次
大
戦
中
ド
イ
ツ
の
潜
水
艦
作
戦
で
あ
っ
た
。
海
戦
法
の
規
則
を
無
視
し
て
商
船
を

撃
沈
し
た
ド
イ
ツ
潜
水
艦
の
艦
長
と
乗
組
員
は
他
の
捕
虜
と
は
区
別
さ
れ
て
特
別
の
収
容
所
に
抑
留
さ
れ
た
。
一
九
一
七
年
四
月
二
日
ア

メ
リ
カ
大
統
領
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
演
説
で
は
、
ド
イ
ツ
の
潜
水
艦
戦
は
「
人
類
に
対
す
る
戦
争
」
と
し
て
非
難
さ
れ
た
。
一
九
二
二
年
の
ワ

シ
ン
ト
ン
会
議
の
協
定
（
批
准
は
さ
れ
な
か
っ
た
が
）
で
も
海
戦
法
に
違
反
し
た
潜
水
艦
の
戦
闘
行
動
を
海
賊
行
為
が
等
置
さ
れ
て
い

る
。し

か
し
な
が
ら
こ
う
し
た
海
賊
行
為
と
戦
争
と
の
類
推
に
は
限
界
が
あ
る
。
海
賊
行
為
と
の
類
推
に
基
づ
い
て
国
際
裁
判
所
の
設
置
が

国
際
連
盟
ギ
リ
シ
ア
代
表
ポ
リ
テ
ィ
ス
な
ど
か
ら
提
案
さ
れ
た
が
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
議
定
書
も
ケ
ロ
ッ
グ
協
定
も
こ
れ
を
考
慮
し
な
か
っ
た（

26
）

。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
こ
れ
ら
の
協
定
で
焦
点
と
さ
れ
た
の
は
「
正
義
の
戦
争
」
と
「
不
正
な
戦
争
」
の
区
別
で
あ
っ
て
、
戦
争
そ
れ
自

体
の
否
定
で
は
な
か
っ
た
。
海
賊
行
為
の
概
念
に
お
い
て
は
、
正
義
の
海
賊
と
不
正
な
海
賊
と
の
区
別
は
不
可
能
で
あ
り
、
海
賊
行
為
は

絶
対
的
な
悪
と
い
う
意
味
で
の
「
自
然
犯
（m

alum
in

se

）」
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
海
賊
行
為
は
本
質
的
に
非
政
治
的
な
性
格
を
も
っ

て
い
る
。
非
政
治
的
な
動
機
か
ら
す
る
盗
賊
、
略
奪
者
と
、
政
治
的
な
動
機
か
ら
行
動
す
る
反
逆
者
と
は
区
別
さ
れ
る
。
海
賊
が
国
際
的
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な
犯
罪
で
あ
る
と
一
般
的
に
認
識
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
処
罰
が
個
々
の
国
家
の
国
内
裁
判
所
に
委
ね
ら
れ
て
き
て
い
る

の
も
、
海
賊
行
為
の
そ
う
し
た
非
政
治
的
性
格
の
故
で
あ
る
。
ま
さ
に
そ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
、
海
賊
行
為
は
国
際
法
上
の
「
戦
争
」

で
は
な
い
し
、
海
賊
に
対
す
る
国
家
の
行
動
も
ま
た
「
戦
争
」
で
は
な
い
。
海
賊
が
通
常
の
犯
罪
人
と
し
て
刑
事
処
罰
さ
れ
る
こ
と
、
こ

れ
が
国
際
法
上
の
「
戦
争
」
と
「
海
賊
」
と
の
相
違
を
明
確
に
示
し
て
い
る
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
言
う
の
で
あ
る
（A

ngriffskrieges,
S.51 -

54 ,

訳
五
二
―
五
六
頁
）。

（5）

国
際
刑
事
裁
判
所
の
挫
折

国
際
法
に
基
づ
く
刑
事
裁
判
所
の
設
立
に
つ
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
た
と
え
ば
ハ
ー
グ
の
常
設
国
際
司
法
裁

判
所
に
刑
事
部
門
を
設
置
す
る
と
い
う
ポ
リ
テ
ィ
ス
の
提
案
を
は
じ
め
と
し
て
、
国
際
刑
事
裁
判
所
の
設
立
を
め
ぐ
る
多
く
の
計
画
が
提

案
さ
れ
、
ま
た
関
連
す
る
膨
大
な
文
献
が
出
さ
れ
た
が
、
今
日
ま
で
実
現
に
い
た
っ
て
い
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
国
際
刑
事
裁
判
所
は
国

際
刑
法
の
一
部
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
曖
昧
で
議
論
の
余
地
あ
る
規
範
に
つ
い
て
事
後
法
禁
止
の
原
則
は
刑
法
上
認
め
ら
れ

て
お
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
刑
事
裁
判
所
の
事
後
的
設
立
の
禁
止
も
こ
の
原
則
に
含
ま
れ
る
。
も
と
よ
り
こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る

の
は
「
国
際
犯
罪
」
と
し
て
の
侵
略
戦
争
に
つ
い
て
で
あ
り
、
非
人
道
的
行
為
や
残
虐
行
為
に
つ
い
て
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。

国
際
連
盟
に
よ
る
侵
略
戦
争
の
犯
罪
化
と
侵
略
者
に
対
す
る
制
裁
の
試
み
は
実
際
に
は
挫
折
し
た
。
一
九
三
五
―
三
六
年
に
イ
タ
リ
ア

の
エ
チ
オ
ピ
ア
侵
攻
の
際
に
、
国
際
連
盟
理
事
会
は
イ
タ
リ
ア
が
連
盟
規
約
に
反
し
て
不
正
な
戦
争
を
起
こ
し
た
と
認
定
し
た
。
こ
れ
は

連
盟
に
よ
っ
て
「
侵
略
者
」
の
宣
告
が
な
さ
れ
て
制
裁
が
科
さ
れ
た
唯
一
の
例
で
あ
っ
た
が
、
イ
タ
リ
ア
が
三
六
年
五
月
九
日
エ
チ
オ
ピ

ア
の
併
合
を
宣
言
す
る
と
、
連
盟
は
三
六
年
七
月
四
日
総
会
決
議
で
経
済
制
裁
を
解
除
し
、
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
は
イ
タ
リ
ア
の
エ
チ

オ
ピ
ア
併
合
を
承
認
し
た
の
で
あ
る
。
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さ
ら
に
ス
イ
ス
の
中
立
へ
の
復
帰
が
こ
れ
に
加
わ
っ
た
。
新
た
な
国
際
秩
序
の
失
敗
と
い
う
確
信
を
深
め
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一

九
三
七
年
に
ス
イ
ス
は
連
盟
の
制
裁
に
は
加
わ
ら
ず
、
完
全
な
中
立
の
立
場
に
復
帰
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。
三
八
年
五
月
一
四
日
連
盟

理
事
会
は
こ
れ
を
了
承
し
た
。
中
立
と
い
う
制
度
が
主
権
国
家
の
権
利
と
し
て
の
戦
争
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
こ

の
こ
と
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
不
正
な
戦
争
を
否
定
す
る
新
た
な
国
際
秩
序
の
挫
折
を
意
味
し
て
い
た
。
一
九
三
九
年
秋
に
は
す
べ
て
の

中
立
国
が
従
来
の
国
際
法
の
意
味
に
お
け
る
中
立
を
確
認
し
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
も
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る

（A
ngriffskrieges,S.55 -58 ,

訳
五
八
―
六
二
頁
）。

３
　
侵
略
戦
争
と
個
人
責
任

（1）

侵
略
戦
争
の
正
犯
と
共
犯

す
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
国
際
法
上
の
違
法
行
為
と
刑
事
法
上
の
違
法
行
為
と
は
本
質
的
に
異
な
る
。
旧

来
の
国
際
法
上
の
違
法
行
為
が
も
た
ら
す
も
の
は
財
政
的
・
経
済
的
な
い
し
政
治
的
・
国
際
法
的
な
、
賠
償
義
務
、
制
裁
、
復
仇
、
戦
争

で
あ
っ
て
、
刑
事
罰
、
個
人
の
刑
事
責
任
を
結
果
し
な
い
。
戦
争
を
違
法
化
す
る
新
た
な
国
際
秩
序
の
推
進
者
の
側
か
ら
は
、
こ
う
し
た

国
家
と
個
人
の
分
離
、
国
際
法
と
国
内
法
の
厳
格
な
分
離
は
法
律
学
的
・
技
術
的
な
構
成
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
戦
争
を
犯
罪
と
し
て
処
罰
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
戦
争
と
い
う
国
際
犯
罪
の
主
体
、
そ
の
遂
行
に
当
た
っ
て
真
に
責
任
あ

る
個
人
は
誰
で
あ
る
の
か
、
つ
ま
り
新
た
な
国
際
犯
罪
の
刑
法
上
の
正
犯
者
と
共
犯
者
を
ど
う
確
定
す
る
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
く
る
。

そ
の
場
合
に
は
戦
争
と
い
う
行
為
が
政
治
的
性
格
を
持
つ
以
上
、
侵
略
戦
争
を
遂
行
し
た
当
該
国
家
の
国
内
憲
法
状
況
の
勘
案
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
戦
争
遂
行
の
政
治
的
決
断
の
責
任
は
そ
れ
に
よ
っ
て
の
み
確
定
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
を
ヒ
ト
ラ
ー
の
ナ
チ
ス
体
制

に
あ
て
は
め
た
場
合
に
、
ヒ
ト
ラ
ー
個
人
が
最
大
の
正
犯
者
と
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
「
体
制
」
も
ま
た
責
任
を
負
わ
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さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
27
）

「
こ
の
よ
う
な
体
制
の
下
で
は
、『
戦
争
』
と
い
う
国
際
犯
罪
の
正
犯
者
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
個
人
の
周
囲
に
形
成
さ
れ
た
よ
り
狭
い
『
結
託

し
た
共
同
体
』
に
属
す
る
者
で
し
か
あ
り
え
な
い
と
い
う
の
が
私
の
見
解
で
あ
る
。
こ
の
本
来
の
陰
謀
、『
ギ
ャ
ン
グ
』、
政
治
・
犯
罪
結

社
（association

politico-crim
inelle

）、
ま
っ
た
く
具
体
的
な
人
物
か
ら
な
る
『
結
託
し
た
共
同
体
』
を
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
確
定

し
て
世
界
に
示
す
こ
と
に
成
功
し
な
い
な
ら
ば
、
世
界
の
世
論
や
数
百
万
人
の
法
感
情
が
抱
い
て
い
る
ヒ
ト
ラ
ー
体
制
に
対
す
る
刑
事
裁

判
へ
の
期
待
は
膨
大
な
訴
訟
に
も
か
か
わ
ら
ず
悲
劇
的
な
仕
方
で
失
望
を
味
わ
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」（A

ngriffskrieges,
S

.65 ,

訳
七

二
頁
）。

ナ
チ
ス
の
体
制
が
通
常
の
「
政
府
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
よ
う
な
、
単
独
ま
た
は
合
議
的
な
「
大
臣
」
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
る
―
―
し
た
が
っ
て
所
轄
部
門
の
責
任
は
大
臣
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
る
―
―
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
政
治
的
意
思
決
定
が

ヒ
ト
ラ
ー
を
と
り
ま
く
「
結
託
し
た
共
同
体
」
に
集
中
し
て
い
る
と
い
う
「
体
制
」
の
特
徴
を
よ
く
勘
案
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た

一
党
制
の
体
制
で
は
「
党
」
の
性
格
と
機
能
も
多
様
で
こ
れ
も
具
体
的
に
確
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
次
の
よ
う

に
い
う
。

「
戦
争
の
事
実
上
の
結
果
は
、
民
族
全
体
と
各
個
人
の
両
方
に
影
響
を
与
え
る
。
封
鎖
、
占
領
、
復
仇
、
そ
の
他
の
行
動
効
果
は
善
人

と
悪
人
、
正
義
の
者
と
不
正
義
の
者
と
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
影
響
を
与
え
る
。
戦
争
と
敗
戦
の
不
幸
は
正
義
の
も
の
も
不
正
義
の
も
の

も
区
別
な
く
襲
う
。
こ
れ
は
大
き
な
不
幸
だ
が
、
そ
れ
自
体
と
し
て
法
と
道
徳
の
観
念
を
動
揺
せ
し
め
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
人
が
人

を
裁
く
た
め
に
組
織
す
る
地
上
の
刑
事
裁
判
で
は
、
正
義
の
も
の
と
不
正
義
の
も
の
を
区
別
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
厳
粛
な
形
で
手

続
き
が
進
め
ら
れ
る
べ
き
刑
事
裁
判
が
こ
の
決
定
的
な
点
で
誤
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
あ
り
ふ
れ
た
人
間
的
な
誤
り
と
し
て
甘
受
で
き
る
よ

う
な
通
例
の
裁
判
に
お
け
る
間
違
い
と
は
異
な
る
。
そ
う
し
た
過
誤
が
も
た
ら
す
不
正
や
不
幸
は
世
界
的
な
犯
罪
の
大
き
さ
に
匹
敵
す
る
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だ
ろ
う
、
そ
の
償
い
の
た
め
に
こ
そ
大
規
模
な
訴
訟
が
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
」（A

ngriffskrieges,S.68 ,

訳
七
五
頁
）。

さ
ら
に
侵
略
戦
争
と
い
う
国
際
犯
罪
が
国
内
的
の
み
な
ら
ず
国
際
的
外
政
的
で
あ
る
以
上
、
そ
の
正
犯
、
共
同
正
犯
、
共
犯
は
国
際
的

に
も
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
事
実
、
侵
略
戦
争
犯
罪
化
を
推
進
し
て
き
た
論
者
は
、
正
当
な
戦
争
と
不
正
な
戦
争
と
を
区
別
し
、
交
戦

国
の
い
ず
れ
に
も
加
担
し
な
い
と
い
う
意
味
で
の
中
立
は
許
さ
れ
な
い
と
の
立
場
を
と
っ
て
い
た
。
不
正
な
戦
争
を
遂
行
し
て
い
る
国
と

の
交
易
を
自
国
民
に
禁
じ
な
い
中
立
国
は
、
侵
略
戦
争
の
共
犯
者
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
侵
略
国
と
不
可
侵
条
約
を

結
ん
で
い
た
国
も
国
際
犯
罪
の
犯
罪
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
一
九
三
九
年
独
ソ
不
可
侵
条
約
な
ら
び
に
四
〇
年
に
経
済
協
定
、

四
一
年
に
拡
大
経
済
協
定
を
締
結
を
侵
略
国
ド
イ
ツ
と
締
結
し
て
い
た
ソ
連
の
行
動
も
そ
う
し
た
観
点
か
ら
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

し
、
一
九
三
九
年
に
中
立
を
宣
言
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
行
動
も
ま
た
し
か
り
で
あ
る
（A

ngriffskrieges,S.69 -70 ,

訳
七
七
―
七

八
頁
）。

（2）

国
際
犯
罪
に
対
す
る
市
民
の
責
任

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
最
後
に
「
政
治
指
導
者
の
サ
ー
ク
ル
に
属
さ
ず
、
戦
時
法
規
違
反
に
も
非
人
間
的
行
為
に
も
関
与
し
な
い
国
民
の
責
任
」

と
い
う
、
フ
リ
ッ
ク
と
い
う
民
間
人
を
対
象
に
し
た
鑑
定
書
の
本
題
に
一
番
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
不
正

義
の
戦
争
」
を
遂
行
す
る
政
府
に
対
し
て
兵
役
拒
否
や
服
従
拒
否
の
義
務
を
市
民
は
負
う
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

平
和
主
義
で
著
名
な
ド
イ
ツ
の
国
際
法
学
者
ヴ
ェ
ー
ベ
ル
ク
は
『
戦
争
の
弾
劾
』（D

ie
Ä

chtung
des

K
riegs,

B
erlin,

1931

）
で
、
ケ

ロ
ッ
グ
協
定
を
批
准
し
た
国
家
の
国
民
は
み
な
、
今
後
侵
略
戦
争
の
際
に
兵
役
拒
否
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
と
主
張
し
た
。
そ
う
し
た
極
端

な
立
場
は
例
外
で
あ
っ
て
、
国
際
連
盟
の
法
律
家
で
あ
っ
た
ポ
リ
テ
ィ
ス
が
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
行
っ
た
講
義
『
国
際
法
の
新
傾
向
』

（L
es

N
ouvelles

T
endances

de
D

roitInternational,1926

）
が
強
調
す
る
よ
う
に
、
個
人
に
対
し
て
国
際
法
上
の
義
務
を
直
接
要
求
す
る
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こ
と
は
、
旧
来
の
「
世
俗
的
伝
統
」
政
府
へ
の
忠
誠
や
服
従
義
務
と
衝
突
す
る
が
ゆ
え
に
、
実
践
上
重
大
な
困
難
に
直
面
す
る
。

「
不
正
な
戦
争
」
を
行
う
国
家
に
対
す
る
個
人
の
抵
抗
を
義
務
づ
け
る
た
め
に
あ
ら
た
め
て
注
目
さ
れ
た
の
が
ス
コ
ラ
哲
学
的
な
自
然

法
理
論
で
あ
っ
た
。
一
九
一
九
年
の
パ
リ
講
和
会
議
に
お
い
て
、
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
に
対
す
る
訴
追
問
題
に
関
し
て
す
で
に
「
正
戦
論
」

を
展
開
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
指
導
的
な
国
際
法
学
者
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ブ
ラ
ウ
ン
・
ス
コ
ッ
ト
は
ビ
ト
リ
ア
や
ス
ア
レ
ス
な
ど
の
一
六
世

紀
ス
コ
ラ
的
自
然
法
理
論
を
新
た
な
国
際
法
の
先
駆
者
と
し
て
称
揚
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ス
コ
ラ
哲
学
的
自
然
法
に
基
づ
く

「
正
戦
論
」
に
つ
い
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
か
の
ス
コ
ラ
哲
学
的
神
学
者
た
ち
は
一
般
的
に
い
っ
て
、
な
お
依
然
と
し
て
中
世
的
に
組
織
さ
れ
た
封
建
法
・
身
分
法
的
な
共
同
体

で
立
憲
的
な
抵
抗
権
を
伴
う
そ
れ
を
前
提
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
一
六
世
紀
、
一
七
世
紀
の
宗
教
的
内
戦
状
態
を
前
提
と
し
て
い
る
。

明
白
に
不
正
な
戦
争
に
対
し
て
個
人
は
（
た
だ
し
多
く
の
場
合
に
身
分
的
な
拘
束
の
下
に
あ
る
個
人
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
）
抵
抗

権
と
服
従
を
拒
否
す
る
権
利
な
ら
び
に
そ
れ
に
応
じ
た
義
務
を
も
つ
こ
と
を
彼
ら
は
承
認
す
る
。
こ
の
よ
う
な
理
論
が
今
日
引
用
さ
れ
る

場
合
に
は
、
状
況
と
社
会
組
織
が
根
本
的
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
ス
コ
ラ
学
者
た
ち
は
彼
ら
の
教

会
の
確
固
た
る
精
神
的
秩
序
（ordo

sprituel

）
に
立
脚
し
て
、
教
会
の
精
神
的
権
力
（spirituell

potestas

）
と
い
う
承
認
さ
れ
た
権
威
を

前
提
と
し
て
議
論
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
服
従
を
拒
否
す
る
個
人
は
彼
ら
の
教
会
、
つ
ま
り
自
己
の
聴
罪
司
祭
と
教
会
の
権
威
に
確
固
と

し
た
超
自
然
的
拠
り
所
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
個
人
は
空
虚
な
空
間
に
あ
っ
て
己
の
個
人
主
義
的
な
判
断
に
指
示
さ
れ
る
の
で
は
な

く
、
明
確
な
制
度
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
自
己
の
良
心
に
関
し
て
も
聴
罪
司
祭
に
代
表
さ
れ
る
確
実
な
内
的
法
廷
（forum

internum

）
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」。

一
六
世
紀
の
ス
コ
ラ
哲
学
的
神
学
者
は
な
お
当
時
存
在
し
て
い
た
教
会
（
教
皇
）
の
精
神
的
権
力
を
拠
り
所
と
し
て
、
世
俗
権
力
の
服

従
義
務
に
対
す
る
拒
否
権
を
認
め
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
問
題
は
今
日
そ
れ
に
取
っ
て
代
わ
る
よ
う
な
拠
り
所
が
あ
る
か
で
あ
る
。
国
家
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の
服
従
義
務
を
拒
否
す
る
個
人
を
保
護
し
う
る
よ
う
な
確
固
と
し
て
国
際
的
制
度
が
存
在
し
な
い
な
ら
ば
、
不
正
な
戦
争
に
対
す
る
抵
抗

の
義
務
を
市
民
に
要
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
言
う
の
で
あ
る
（A

ngriffskrieges,S.72 -73 ,

訳
八
一
―
八
二
頁
）。

国
際
連
盟
は
そ
う
し
た
制
度
へ
の
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
第
一
次
大
戦
後
当
初
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
登

場
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
国
際
連
盟
へ
の
権
威
は
、
ア
メ
リ
カ
の
撤
退
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
。
ハ
ー
グ
の
国
際
司
法
裁
判
所
は
「
戦
争
」

の
問
題
に
関
し
て
権
限
を
も
た
な
か
っ
た
。
一
九
一
九
―
三
九
年
の
こ
う
し
た
状
況
は
中
世
キ
リ
ス
ト
教
会
の
「
精
神
的
秩
序
」
と
比
較

す
る
に
は
ほ
ど
遠
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
三
九
年
の
戦
争
勃
発
の
際
に
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
も
含
め
た
多
く
の
諸

国
が
中
立
を
宣
言
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
正
義
の
戦
争
と
不
正
義
の
戦
争
の
区
別
に
立
つ
新
た
な
国
際
秩
序
を
支
持
し
な
い
こ
と
を
表
明

し
た
の
で
あ
る
（A

ngriffskrieges,S.73 -74 ,

訳
八
二
―
八
三
頁
）。

し
た
が
っ
て
戦
争
の
問
題
に
つ
い
て
国
家
に
対
す
る
個
人
の
抵
抗
権
に
は
明
確
な
限
界
が
存
在
す
る
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
結
論
す
る
。
特

定
の
政
治
的
範
囲
に
属
さ
な
い
国
民
、
特
に
―
―
鑑
定
書
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
フ
リ
ッ
ク
の
よ
う
な
―
―
経
済
人
に
と
っ
て
は
、
戦
争

の
正
・
不
正
に
つ
い
て
の
判
断
を
自
国
政
府
に
委
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
自
己
の
所
属
す
る
国
家
が
不
正
な
戦
争
を
企
て
た
場
合

に
、
国
家
へ
の
忠
誠
義
務
と
―
―
あ
ら
た
な
国
際
的
義
務
と
し
て
の
―
―
不
正
な
戦
争
に
対
す
る
反
対
す
る
義
務
の
間
に
葛
藤
が
存
在
す

る
場
合
、
拠
り
所
と
な
る
よ
う
な
整
備
さ
れ
た
国
際
的
制
度
が
な
い
以
上
、
内
戦
を
企
て
る
か
あ
る
い
は
殉
教
を
決
意
す
る
し
か
選
択
肢

は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
不
正
な
戦
争
に
抵
抗
を
試
み
る
者
が
保
護
さ
れ
る
十
分
な
保
障
が
な
け
れ
ば
、
そ
う
し
た
不
服
従
と
抵
抗
の
義
務

を
彼
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
有
効
な
保
護
の
存
在
し
な
い
と
こ
ろ
、
義
務
も
ま
た
存
在
し
な
い
。
ま
さ
に
自
然
法
の
理
論
が
主
張

す
る
と
こ
ろ
の
「
保
護
と
服
従
の
相
互
関
係
」
が
こ
こ
に
は
妥
当
す
る
、
と
（A

ngriffskrieges,,S.78 -79 ,

訳
八
八
―
八
九
頁
）

（
28
）

。

そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
侵
略
戦
争
を
「
平
和
に
対
す
る
犯
罪
」
と
し
て
処
罰
し
よ
う
と
す
る
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
の
試
み
は
、

第
一
次
世
界
大
戦
後
に
な
る
戦
争
違
法
化
運
動
、
新
た
な
「
正
戦
論
」
の
終
着
点
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
ビ
ト
リ
ア
や
ス
ア
レ
ス
に
代
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表
さ
れ
る
一
六
世
紀
ス
コ
ラ
的
自
然
法
の
「
正
戦
論
」
を
再
興
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
戦
争
違
法
化
の
あ
ら
た
な
国
際
法
を
作
り
出
そ
う
と

す
る
そ
う
し
た
潮
流
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
と
っ
て
は
、
宗
教
内
戦
の
熾
烈
な
経
験
を
経
て
形
成
さ
れ
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
法
」
と
そ
の
成

果
を
崩
壊
さ
せ
る
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
中
世
キ
リ
ス
ト
教
的
共
同
体
を
基
礎
と
し
な
が
ら
形
成
さ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
法

と
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
戦
争
違
法
化
論
に
よ
る
そ
の
解
体
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。
こ
れ
が
『
大
地
の
ノ
モ
ス
』
に
お
け
る
シ
ュ

ミ
ッ
ト
の
課
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

４
　
ふ
た
た
び
「
人
道
の
罪
」
に
つ
い
て

す
で
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
こ
の
鑑
定
書
の
主
題
を
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
法
廷
（
そ
の
基
礎
と
な
っ
た
ロ
ン
ド
ン
協
定
）

が
提
起
し
た
三
つ
の
戦
争
犯
罪
類
型
の
う
ち
、
戦
争
法
規
違
反
と
い
う
意
味
で
の
本
来
の
「
戦
争
犯
罪
」
で
も
、「
人
道
に
対
す
る
犯
罪
」

で
も
な
く
、
ま
さ
に
戦
争
違
法
化
論
が
追
求
し
て
き
た
「
平
和
に
対
す
る
犯
罪
」
の
類
型
に
定
め
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
「
平

和
に
対
す
る
犯
罪
」
と
は
区
別
さ
れ
た
「
人
道
に
対
す
る
犯
罪
」
を
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
否
定
し
た
り
軽
ん
じ
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

大
戦
前
か
ら
大
戦
中
に
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
特
別
の
意
味
で
の
「
残
虐
行
為
（atrocities

）」
は
「
自
然
犯
（m

ala
in

se

）」

と
し
て
処
罰
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

「
こ
の
よ
う
な
犯
罪
に
直
面
し
て
『
法
律
な
け
れ
ば
犯
罪
も
刑
罰
も
な
し
』
と
い
う
異
議
を
申
し
立
て
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
実
定
的
な

刑
法
規
定
を
引
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
憂
慮
す
べ
き
立
場
へ
と
自
ら
を
追
い
や
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
残
虐
行
為
の
特

別
な
非
人
間
性
が
、
実
定
法
の
既
存
の
構
成
要
件
で
把
握
さ
れ
な
い
時
に
は
、『
な
ぜ
あ
な
た
は
父
親
殺
し
を
特
別
な
違
法
行
為
と
し
て

刑
法
に
取
り
入
れ
な
い
の
か
』
と
問
わ
れ
た
際
に
与
え
た
答
え
で
説
明
で
き
る
。
そ
の
有
名
な
立
法
者
は
答
え
た
、『
こ
の
よ
う
な
恐
ろ

し
い
犯
罪
に
絶
対
に
言
及
し
て
は
な
ら
な
い
し
、
そ
の
可
能
性
も
述
べ
て
は
な
ら
な
い
』
と
」（A

ngriffskrieges,S.23 .

訳
一
五
頁
）。

（
29
）
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か
か
る
犯
罪
を
犯
し
た
者
は
い
わ
ば
自
ら
を
「
法
の
外
」
に
お
く
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
犯
罪
性
は
明
白
か
つ
重
大
で
あ
る
か
ら
、

「
法
律
な
け
れ
ば
刑
罰
な
し
」
と
い
う
遡
及
法
の
禁
止
の
原
則
は
も
ち
ろ
ん
、
一
切
の
実
定
的
規
範
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
処
罰
し
う
る

し
、
ま
た
処
罰
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
鑑
定
書
末
尾
に
つ
け
た
英
文
覚
書
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
あ
ら
た
め
て
ヒ
ト
ラ
ー
と

そ
の
共
犯
者
た
ち
の
そ
う
し
た
「
許
し
が
た
い
犯
罪
」
の
処
罰
に
つ
い
て
こ
う
論
じ
て
い
る
。

「
い
う
ま
で
も
な
く
―
―
こ
の
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
わ
り
に
―
―
人
類
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
と
そ
の
共
犯
者
た
ち
の
『
許
し
が
た
い
犯
罪

（scelus
infandum

）』
に
有
罪
判
決
を
下
す
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
判
決
は
、
そ
の
形
式
に
お
い
て
は
荘
重
に
、
そ
の
効

果
に
お
い
て
は
強
烈
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
八
一
五
年
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
敗
北
後
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
府
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
非
難

す
る
た
め
の
荘
重
か
つ
効
果
的
な
形
式
を
発
見
し
た
。
ヒ
ト
ラ
ー
の
犯
罪
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
そ
れ
を
凌
駕
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
ナ
チ
ズ

ム
に
対
す
る
今
日
の
非
難
は
そ
れ
だ
け
一
層
厳
し
く
印
象
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
／
そ
の
上
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
『
許
し
が
た
い
犯
罪
』

お
よ
び
特
に
Ｓ
Ｓ
と
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
の
極
悪
非
道
の
残
虐
行
為
は
、
通
常
の
実
定
法
の
規
則
や
範
疇
に
よ
っ
て
は
本
質
的
に
分
類
不
可
能
で

あ
る
。
旧
来
の
国
内
刑
法
や
憲
法
の
助
力
を
も
っ
て
し
て
も
、
現
在
の
国
際
法
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
法
（jus

publicum
E

uropaeum

）
す
な

わ
ち
一
六
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
に
い
た
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
主
権
者
の
間
の
関
係
に
起
源
を
も
つ
と
こ
ろ
の
国
際
法
の
助
け
を

借
り
て
も
分
類
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
」（A

ngriffskrieges,S.80 -81 ,

訳
九
二
頁
）。

ヒ
ト
ラ
ー
と
Ｓ
Ｓ
の
固
有
の
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
旧
来
の
国
内
法
な
ら
び
に
国
際
法
の
い
か
な
る
範
疇
に
よ
っ
て
も
こ
れ
を
分
類
し
裁

く
こ
と
は
で
き
な
い
。
い
わ
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
法
の
「
法
外
」
の
も
の
と
し
て
し
か
る
べ
く
そ
の
処
罰
は
―
―
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
対
す
る
処

罰
と
同
様
に
「
印
象
的
」
に
―
―
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

（
30
）

し
か
し
、
他
方
で
は
ま
さ
に
ヒ
ト
ラ
ー
と
Ｓ
Ｓ
の
よ
う
な

組
織
的
犯
罪
の
「
異
常
さ
」
は
、
誰
の
目
に
も
明
白
で
あ
る
が
ゆ
え
に
こ
そ
、
今
ひ
と
つ
の
問
題
、
す
な
わ
ち
「
平
和
に
対
す
る
罪
」
と

い
う
か
た
ち
で
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
法
廷
が
提
起
し
た
侵
略
戦
争
の
問
題
と
は
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
覚
書
は
次
の
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よ
う
に
結
ば
れ
て
い
る
。

「『
許
し
が
た
い
犯
罪
』
は
決
し
て
﹇
国
際
犯
罪
の
問
題
の
際
の
﹈
先
例
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。
刑
法
に
属
す
る
「
罪
（crim

e

）」
の

よ
う
な
述
語
は
、
正
犯
者
と
共
犯
者
、
幇
助
、
共
犯
、
隠
匿
な
ど
の
刑
法
上
の
他
の
述
語
を
使
用
す
る
こ
と
に
繋
が
り
、
そ
れ
ら
の
述
語

が
一
九
三
九
年
九
月
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
分
割
な
ど
の
外
交
政
策
の
行
動
に
適
用
す
る
こ
と
は
、
前
代
未
聞
の
帰
結
を
も
た
ら
す
問
題
を
孕
ん

で
い
る
の
で
あ
る
」（A

ngriffskrieges,S.81 ,

訳
九
三
頁
）。

註
（
14
）

G
lossarium

,
S.162 .

ケ
ル
ゼ
ン
の
殲
滅
の
法
学
に
は
あ
る
種
の
「
ユ
ダ
ヤ
性
」
が
潜
ん
で
い
る
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
見
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
引
用
本

文
の
一
文
後
に
は
こ
う
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
一
七
世
紀
に
は
ス
ピ
ノ
ザ
が
蜘
蛛
と
蠅
の
殲
滅
戦
を
大
い
に
喜
ん
で
眺
め
た
。
こ
れ
は
彼
に
と
っ
て
思
考
の

唯
一
の
休
養
で
あ
っ
た
」。

（
15
）

シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
と
っ
て
連
邦
共
和
国
の
設
立
と
ボ
ン
基
本
法
の
制
定
は
、
こ
の
課
題
を
ひ
と
ま
ず
達
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
変
名
で
出
し
た
論
説
「
ド
イ
ツ
連

邦
共
和
国
の
基
本
法
」（D

r
H

austein,B
ielefeld[C

arlSchm
itt],D

er
G

rundgesetz
der

B
undesrepublik

D
eutschland,E

isenbahnerzeitung.Fachzeitschrift

für
U

nterricht
und

A
usbildung.A

usgabe
B

/
B

etrieb,
V

erkehr,
B

ahnunterhaltung,
V

erw
altung.

A
m

tl.zugelassen
von

der
H

auptverw
altung

der

D
eutschen

B
undesbahn.2 .Jahrgang

(1949 ),H
eft9 A

(A
llgem

eine
B

edeutung
des

G
rundgesetzes),H

eft11 A
(2 .D

ie
G

rundrechte--A
rt.1 -19 ),H

eft12 A

(3 .D
er

B
und

und
die

L
ander),3 .Jahrgang

(1950 ),H
eft1 A

(4 .D
ie

obersten
O

rgane
der

B
undesrepublik),H

eft3 A
(5 .B

undesgesetzgebung),H
eft5 A

(6 .R
echtspflege),in:K

laus
H

ansen.H
ans

L
ietzm

ann
(H

ersg.)
C

arlSchm
ittund

die
Liberalism

uskritik,O
pladen:L

eske
u,B

udrich,1988 ,S.175 -194

）

で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
述
べ
て
い
る
。「
多
く
の
文
筆
家
が
主
張
す
る
見
解
、
ド
イ
ツ
は
一
九
四
五
年
の
崩
壊
に
よ
っ
て
完
全
に
破
壊
さ
れ
た
と
い
う
見
解
は
貫

徹
さ
れ
な
か
っ
た
。
今
日
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
確
か
に
ド
イ
ツ
の
国
家
権
力
は
一
九
四
五
年
の
経
緯
に
よ
っ
て
ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
け
れ

ど
も
、
破
壊
し
つ
く
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
は
国
家
と
し
て
存
続
し
て
い
る
。
連
合
国
は
ド
イ
ツ
の
領
土
の
占
領
を
維
持
し

て
い
る
。
だ
が
彼
ら
は
自
国
に
そ
の
領
土
を
編
入
し
て
も
い
な
い
し
、
他
の
国
家
に
編
入
さ
せ
て
も
い
な
い
。
連
合
国
は
ド
イ
ツ
を
併
合
し
て
は
い
な
い
の

で
あ
る
。
／
し
か
し
な
が
ら
統
一
的
な
ド
イ
ツ
の
国
家
権
力
は
一
九
四
五
年
五
月
八
日
の
無
条
件
降
伏
以
来
停
止
し
た
。
占
領
諸
国
は
連
合
国
管
理
理
事
会

を
通
じ
て
、
ま
た
個
別
の
占
領
区
域
の
軍
政
を
通
じ
て
ド
イ
ツ
の
国
土
の
上
の
最
高
権
限
（höchste

A
utorität

(suprem
e

authority)

）
を
行
使
す
る
。
…
…

存
続
す
る
べ
き
ド
イ
ツ
国
家
に
は
独
自
の
国
家
機
関
が
欠
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
そ
こ
に
は
い
か
な
る
ド
イ
ツ
政
府
も
存
在
し
な
い
。
そ
こ
に
あ
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る
の
は
ラ
ン
ト
と
区
域
の
行
政
共
同
体
へ
の
集
合
（Z

usam
enfassungen

）
で
あ
る
が
、
立
法
、
統
治
、
行
政
そ
し
て
司
法
に
お
け
る
統
一
的
な
ド
イ
ツ
の

国
家
性
の
確
認
が
欠
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
／
す
べ
て
の
ド
イ
ツ
国
家
性
の
停
止
と
い
う
こ
の
状
態
は
四
年
間
続
い
て
い
た
。
い
ま
や
ボ
ン
で
の
基
本
法
評

議
会
が
、
一
九
四
八
年
九
月
一
日
に
開
会
し
て
、
一
九
四
九
年
五
月
八
日
に
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
基
本
法
を
採
択
し
て
、
こ
の
基
本
法
は
西
部
三
区
域
の

占
領
国
か
ら
ド
イ
ツ
の
諸
邦
に
対
し
て
受
け
容
れ
（
批
准
）
が
許
可
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
諸
邦
が
そ
れ
を
受
け
容
れ
た
の
で
あ
る
。
…
…
／
ボ
ン
基
本
法
の
重

大
な
意
義
は
次
の
点
に
あ
る
、
す
な
わ
ち
四
年
間
の
停
止
の
後
に
、
再
び
行
動
可
能
な
ド
イ
ツ
の
国
家
権
力
が
成
立
し
た
こ
と
、
そ
れ
は
占
領
国
の
み
が
掌

握
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
た
ん
な
る
ラ
ン
ト
の
権
力
の
総
計
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
疑
い
な
く
ノ
ー
マ
ル
で
、
行
動
能
力
あ
る
統
一
的
な
ド

イ
ツ
の
共
同
体
の
再
建
へ
の
重
要
な
一
歩
で
あ
る
」（S.175

）。

（
16
）

シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
こ
の
鑑
定
書
を
作
成
し
た
の
は
一
九
四
五
年
六
月
の
半
ば
あ
る
い
は
終
わ
り
で
あ
っ
た
と
編
者
ク
ヴ
ァ
ー
リ
チ
ュ
は
推
定
し
て
い
る

（A
ngriffskrieges,

S
.128 ,

訳
一
五
一
頁
）。
そ
の
た
め
か
八
月
八
日
の
ロ
ン
ド
ン
協
定
で
明
示
さ
れ
る
「
人
道
に
対
す
る
罪
」
と
い
う
用
語
を
シ
ュ
ミ
ッ
ト

は
こ
こ
で
は
用
い
て
い
な
い
。

（
17
）

A
ngriffskrieges,S.21 -23 ,

訳
一
二
―
一
五
頁
。
こ
こ
で
さ
し
あ
た
り
主
張
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
殲
滅
を
典
型
と
す
る
ナ
チ
ス
の
残
虐
行
為
は

「
法
的
」
に
は
「
自
然
犯
」
と
し
て
扱
う
べ
き
で
あ
る
―
―
そ
の
限
り
で
は
何
ら
「
新
た
な
犯
罪
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
を
定
立
す
る
必
要
は
な
い
―
―
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
ナ
チ
ス
の
非
道
な
残
虐
行
為
そ
れ
自
体
が
通
常
の
意
味
で
人
間
の
犯
罪
的
行
為
の
枠
内
に
収
ま
り
き
る
も
の
な
の
か
ど
う
か
と
は
さ
し
あ
た
り
別

で
あ
る
。
ナ
チ
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
殲
滅
な
ど
の
一
連
の
行
動
が
、
そ
の
体
制
の
特
異
な
性
格
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
は
別
に
存
在

す
る
―
―
他
方
で
こ
の
問
題
は
、
ナ
チ
ス
の
「
犯
罪
」
が
歴
史
的
に
特
異
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
、
ナ
チ
ス
の
「
犯
罪
」
を
―
―
と
い
う
こ
と
は
そ

の
被
害
者
を
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
の
だ
が
―
―
を
歴
史
的
に
あ
る
い
は
そ
の
他
の
意
味
で
特
権
的
地
位
に
お
く
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問

題
と
も
連
な
っ
て
い
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
自
身
は
ナ
チ
ス
の
「
犯
罪
」
を
「
近
代
性
」
の
も
た
ら
す
極
限
的
な
帰
結
の
一
つ
で
あ
る
と
見
て
い
る
―
―
同
時
に

そ
れ
は
あ
る
種
の
「
ユ
ダ
ヤ
性
」
と
連
関
す
る
と
見
て
い
る
―
―
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
に
検
討
を
要
す
る
。

（
18
）

グ
レ
ー
ヴ
ェ
も
「
人
道
の
罪
」
そ
れ
自
体
は
旧
来
の
軍
事
裁
判
所
の
権
限
で
処
罰
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
新
た
な
「
戦
争
犯
罪
」
の
類
型
を
設
置
す
る
特

段
の
理
由
は
な
い
と
見
て
い
る
点
で
、
基
本
的
に
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
立
場
と
同
じ
で
あ
る
。

（
19
）

し
た
が
っ
て
ダ
レ
ス
の
意
図
は
、
法
的
責
任
よ
り
も
政
治
的
道
徳
的
責
任
の
表
明
の
方
に
あ
っ
た
。

（
20
）

前
掲
拙
著
『
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
』
参
照
。

（
21
）

そ
う
し
た
意
味
で
国
際
連
盟
規
約
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
領
土
変
更
を
「status

quo

」
と
し
て
維
持
す
る
こ
と
を
本
質
と
し
て
い
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る
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
す
で
に
一
九
二
〇
年
代
に
批
判
し
て
い
た
。Schm

itt,
D

er
K

ernfrage
des

V
ölkerbund,

in:
G

ünter
M

aschke
(hersg.),

F
rieden

oder

P
azifism

us?
A

rbeiten
zum

V
ölkerrechtund

zur
internationalen

Politik
1924 -1978 ,D

uncker
und

H
um

brot/B
erlin,2005 ,S.100 .

拙
著
『
ロ
カ
ル
ノ
条

約
―
―
シ
ュ
ト
レ
ー
ゼ
マ
ン
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
再
建
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
二
年
、
第
一
〇
章
を
参
照
。

（
21
）

こ
う
し
た
文
脈
に
鑑
み
れ
ば
、A

ngriffskrieg

の
訳
語
は
「
攻
撃
戦
争
」
よ
り
も
「
侵
略
戦
争
」
の
方
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
最
初
の
「
攻
撃
（A

ngriff

）」

と
い
う
形
式
的
要
件
で
「
侵
略
戦
争
（A

ngriffskrieg

）」
の
法
的
・
形
式
的
規
定
を
―
―
「
戦
争
の
正
義
」「
正
当
原
因
」
に
立
ち
入
ら
ず
に
一
見
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
な
か
た
ち
で
―
―
果
た
そ
う
と
す
る
の
は
主
に
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
法
的
思
考
だ
っ
た
。
も
と
よ
り
そ
う
し
た
法
律
的
思
考
と
そ
の
意
義

を
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
高
く
評
価
し
つ
つ
も
、「
正
当
原
因
」
に
触
れ
ず
に
そ
う
し
た
「
侵
略
戦
争
」
の
規
定
は
で
き
な
い
し
、
そ
れ
は
結
局
「
侵
略
戦
争
（w

ar

of
aggression

）」
のaggression

に
そ
も
そ
も
含
ま
れ
て
い
る
「
不
正
、
不
当
な
攻
撃
」
の
意
味
を
形
式
化
、
隠
蔽
す
る
も
の
だ
と
い
う
の
が
シ
ュ
ミ
ッ
ト

の
立
場
だ
か
ら
で
あ
る
。
英
仏
語
で
はaggression

と
技
術
的
なattack,attaque

と
の
区
別
が
可
能
と
な
る
た
め
に
―
―A

ngriff

が
両
方
を
包
括
す
る
ド
イ

ツ
語
よ
り
も
―
―
法
律
学
的
な
事
態
が
明
確
に
な
る
と
い
う
指
摘
を
見
よ
（S.37 ,

訳
三
三
頁
）。
逆
に
言
え
ば
、
独
語
の
場
合
にA

ngriff,
A

ngriffskrieg

は

文
脈
に
分
け
て
「
攻
撃
」「
侵
略
戦
争
」
と
訳
し
分
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
「A

ngriffskrieg

」
を
何
ら
か
の
価
値
的
・
道
義

的
な
非
難
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
「
中
立
的
」
技
術
的
概
念
と
し
て
理
解
し
て
、
そ
う
し
た
中
立
的
観
念
と
し
て
の
「
攻
撃
戦
争
」
を
擁
護
す
る
と
い
う
の
は

シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
立
場
で
は
な
い
。
そ
の
点
で
訳
書
三
二
八
―
三
二
九
頁
で
示
さ
れ
て
い
る
「
攻
撃
戦
争
」
選
択
の
理
由
は
い
さ
さ
か
そ
ぐ
わ
な
い
。

（
21
）

な
お
付
言
す
れ
ば
、
わ
が
国
で
「
侵
略
戦
争
」
の
訳
語
に
反
対
す
る
議
論
は
、
す
で
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
指
摘
し
て
い
る
第
一
次
大
戦
後
の
「
侵
略
戦
争
」

の
法
的
規
定
、
形
式
的
規
定
へ
の
試
み
の
段
階
で
の
「
国
際
法
的
常
識
」
の
上
に
立
脚
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
か
ら
す
れ
ば

「w
ar

of
aggression

」
を
明
ら
か
に
「
戦
争
」
一
般
か
ら
区
別
し
て
―
―
と
い
う
こ
と
は
背
後
に
何
ら
か
の
「
正
当
戦
争
」
観
念
を
忍
ば
せ
て
―
―
用
い
る
こ

と
が
そ
も
そ
も
問
題
の
出
発
点
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
「
侵
略
戦
争
」
の
「
侵
略
」
を
「
攻
撃
」
な
ど
の
技
術
的
、
中
立
的
な
訳
語
で
お
き
か

え
る
こ
と
は
ま
さ
に
事
態
を
曖
昧
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
う
し
た
潮
流
に
棹
さ
す
こ
と
に
他
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
22
）

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
議
定
書
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
シ
ョ
ッ
ト
ウ
ェ
ル
は
一
九
二
七
年
三
月
フ
ラ
ン
ス
外
相
ブ
リ
ア
ン
と
会
見
し
て
ケ
ロ
ッ
グ
協
定
の
制
定

の
き
っ
か
け
を
与
え
て
い
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
も
シ
ョ
ッ
ト
ウ
ェ
ル
が
渡
欧
し
た
際
に
ベ
ル
リ
ン
で
行
っ
た
講
義
を
ケ
ロ
ッ
グ
協
定
の
準
備
と
し
て
見
て
い
る

（D
er

N
om

os
der

E
rde,

S.247 ,

訳
三
五
三
頁
）。
た
だ
し
そ
の
思
想
的
起
源
は
ア
メ
リ
カ
、
シ
ョ
ッ
ト
ウ
ェ
ル
に
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
ド
イ
ツ
を
封
じ

込
め
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
安
全
保
障
体
系
に
ア
メ
リ
カ
を
巻
き
込
も
う
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
外
相
ブ
リ
ア
ン
の
意
図
か
ら
発
し
て
い
た
。
も
と
よ
り
ブ
リ
ア
ン
の

意
図
を
な
か
ば
か
わ
す
形
で
戦
争
放
棄
の
多
国
間
協
定
に
転
換
し
た
と
い
う
意
味
で
は
、
ア
メ
リ
カ
的
な
応
答
で
あ
る
と
い
う
評
価
は
当
た
っ
て
い
る
。
拙
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著
『
ロ
カ
ル
ノ
条
約
』、
な
ら
び
に
編
者
ク
ヴ
ァ
ー
リ
チ
ュ
に
よ
る
註
解
（A

ngriffskrieges,S.104 -105 ,

訳
一
二
二
―
一
二
四
頁
）。

（
23
）

新
田
訳
はÄ

chtung

に
〈
〉
付
で
「
法
的
保
護
の
停
止
」
と
言
う
訳
語
を
あ
て
て
い
る
。
法
史
上
の
原
義
は
確
か
に
法
的
保
護
停
止
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

の
文
脈
で
用
い
ら
れ
るÄ

chtung

は
不
当
な
戦
争
行
動
に
出
た
国
に
対
し
て
条
約
そ
の
他
で
保
障
さ
れ
た
法
的
保
護
を
解
除
す
る
こ
と
（
他
国
が
反
撃
に
出

る
こ
と
を
公
認
す
る
こ
と
）
と
は
い
さ
さ
か
異
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
引
用
文
の
文
脈
で
は
「
単
な
る
戦
争
の
断
念
」
と
「Ä

chtung

」
と
が
対
比
さ
れ

て
、
前
者
は
「
刑
罰
化
」
を
含
ん
で
い
な
い
の
に
対
し
て
、
後
者
が
「
刑
罰
化
」
と
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
む
し
ろ
国
際
連
盟
規
約
や
そ
れ
と

整
合
的
に
解
釈
さ
れ
た
ケ
ロ
ッ
グ
協
定
の
「
国
策
手
段
の
戦
争
放
棄
」
の
方
が
、
違
反
国
に
対
す
る
反
撃
を
制
裁
と
し
て
想
定
す
る
古
来
の
「
法
的
保
護
停

止
」
と
し
て
の
「Ä

chtung

」
に
近
い
。

（
23
）

こ
う
し
た
後
者
の
方
向
は
、
相
互
の
血
讐
を
制
裁
手
段
と
す
る
原
始
的
な
法
の
延
長
に
国
際
法
な
ら
び
に
国
際
連
盟
か
ら
ケ
ロ
ッ
グ
協
定
に
い
た
る
「
戦

争
不
法
化
」
の
方
向
を
見
る
ケ
ル
ゼ
ン
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
た
だ
し
、
原
始
的
な
血
讐
法
か
ら
そ
う
し
た
「
戦
争
不
法
化
」
へ
の
国
際
法
の
発
展
を

い
わ
ば
本
来
の
法
の
発
展
と
し
て
、「
正
当
戦
争
」
の
観
念
と
結
合
さ
せ
た
相
互
の
「
制
裁
」
に
よ
っ
て
実
証
主
義
的
法
観
念
の
枠
に
納
め
よ
う
と
す
る
ケ

ル
ゼ
ン
と
は
異
な
っ
て
く
る
。

（
24
）

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
府
の
行
っ
た
留
保
に
つ
い
て
は
『
ロ
カ
ル
ノ
条
約
』
付
録
二
七
七
―
二
七
九
頁
を
参
照
。

（
25
）

さ
ら
に
一
九
三
四
年
九
月
に
ブ
ダ
ペ
ス
ト
で
開
催
さ
れ
た
国
際
法
協
会
の
第
三
八
回
大
会
で
「
ケ
ロ
ッ
グ
協
定
の
解
釈
の
た
め
の
諸
条
項
」
を
決
議
し
た

が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
非
政
府
的
な
私
的
提
案
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
を
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
指
摘
し
て
い
る
（A

ngriffskrieges,
S

.47 -49 ,

訳
四
七
―
四
九
）

頁
。

（
26
）

た
だ
し
ジ
ャ
ク
ソ
ン
検
察
官
は
こ
れ
を
受
け
て
一
九
四
五
年
一
一
月
二
一
日
の
起
訴
状
朗
読
で
、
違
法
な
戦
争
遂
行
を
海
賊
行
為
と
等
置
し
た
と
編
者
ク

ヴ
ァ
ー
リ
チ
ュ
は
註
記
し
て
い
る
（A

ngriffskrieges,S.111 ,A
nm

.111 ,

訳
一
三
二
頁
）。

（
27
）

以
下
の
議
論
は
も
ち
ろ
ん
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
国
際
犯
罪
と
し
て
の
「
侵
略
戦
争
」
と
い
う
立
場
を
受
け
容
れ
た
上
で
、
そ
の
真
の
責
任

者
を
い
か
に
確
定
す
る
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
書
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
―
―
ま
た
最
後
に
触
れ
る
よ
う
に
―
―
ヒ
ト
ラ
ー
の
ナ
チ

ス
体
制
の
固
有
の
「
残
虐
行
為
」
は
「
自
然
犯
」
と
し
て
―
―
い
か
な
る
法
と
形
式
の
下
で
そ
れ
を
果
た
す
か
と
い
う
問
題
は
お
い
て
―
―
「
平
和
に
対
す

る
罪
」
と
は
区
別
し
て
こ
れ
を
で
き
る
だ
け
明
確
な
か
た
ち
で
処
罰
す
べ
き
だ
と
い
う
の
が
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
立
場
で
あ
る
か
ら
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
の
責

任
者
の
範
囲
を
彼
が
ど
の
よ
う
に
想
定
し
て
い
た
の
か
を
示
す
も
の
と
し
て
も
読
む
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
28
）

シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
ホ
ッ
ブ
ズ
に
注
目
す
る
の
は
ま
さ
に
こ
の
論
点
で
あ
る
。
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（
29
）

編
者
ク
ヴ
ァ
ー
リ
チ
ュ
は
プ
ル
タ
ー
ク
の
ロ
ム
ル
ス
伝
が
そ
の
典
拠
だ
ろ
う
と
註
記
し
て
い
る
（A

ngriffskrieges,
S

.91 ,

訳
一
〇
五
頁
）。
プ
ル
タ
ー
ク

英
雄
伝
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
ま
た
父
殺
し
に
対
す
る
刑
罰
は
何
ら
定
め
ず
に
、
す
べ
て
の
殺
人
を
父
殺
し
と
称
し
て
、
殺
人
は
呪
わ
れ
た
こ
と
で
あ

る
が
父
殺
し
は
あ
り
え
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
の
も
独
特
で
あ
る
。
そ
し
て
長
い
間
、
こ
の
よ
う
な
罪
を
認
め
な
い
こ
と
は
正
当
な
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
た
。
と
い
う
の
も
ロ
ー
マ
で
は
、
ほ
と
ん
ど
約
六
百
年
た
っ
て
も
、
こ
の
種
の
罪
を
犯
す
者
が
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
ハ
ン
ニ
バ
ル
戦
争
の
時

に
初
め
て
ル
キ
ウ
ス
・
ホ
ス
テ
ィ
ウ
ス
が
父
殺
し
と
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
」。
村
川
堅
太
郎
編
『
プ
ル
タ
ル
コ
ス
英
雄
伝
　
中
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、

一
九
九
六
年
、
二
三
四
頁
。

（
30
）

も
と
よ
り
そ
の
場
合
に
ど
の
よ
う
な
処
罰
を
ど
の
よ
う
な
形
式
で
な
す
べ
き
か
、
そ
の
際
の
裁
判
権
は
ど
こ
に
あ
る
か
に
つ
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
そ
れ
以

上
語
っ
て
は
い
な
い
。
そ
も
そ
も
ユ
ダ
ヤ
人
の
「
最
終
解
決
」
に
代
表
さ
れ
る
ナ
チ
ス
の
「
犯
罪
」
を
そ
う
し
た
意
味
で
の
「
残
虐
行
為
」
と
し
て
扱
い
う

る
の
か
、
通
例
の
人
間
的
な
「
残
虐
行
為
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
超
え
る
と
こ
ろ
に
ナ
チ
ス
と
そ
の
体
制
の
犯
罪
の
本
質
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問

題
は
あ
り
う
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
こ
の
点
に
つ
い
て
語
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
改
め
て
検
討
が
必
要
だ
ろ
う
。

結
語

カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
と
っ
て
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
は
じ
ま
る
戦
争
違
法
化
に
よ
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公

法
」
の
解
体
の
終
着
点
で
あ
っ
た
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
依
頼
人
フ
リ
ッ
ク
の
弁
護
と
い
う
鑑
定
書
当
初
の
目
的
を
越
え
る
形
で
「
平
和
に
対

す
る
罪
」
の
問
題
に
集
中
し
た
理
由
、
さ
ら
に
そ
こ
で
行
っ
た
国
際
連
盟
か
ら
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
議
定
書
に
い
た
る
「
戦
争
違
法
化
」
の
試
み

に
対
す
る
批
判
的
検
討
の
部
分
が
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
一
九
五
〇
年
の
『
大
地
の
ノ
モ
ス
』
に
組
み
込
ま
れ
た
理
由
も
、
ま
さ
に
そ
こ
に

あ
っ
た
。

も
と
よ
り
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
法
」
の
最
終
的
解
体
を
促
し
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
由
来
の
平
和
主
義
に
発
す
る
戦
争
違
法
化
運
動
や
、
大

陸
法
と
は
異
質
な
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
の
法
的
思
考
だ
け
で
は
な
い
。『
グ
ロ
サ
リ
ウ
ム
』
一
九
四
八
年
三
月
二
一
日
に
は
次
の
よ
う
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に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
第
二
次
世
界
大
戦
は
ド
イ
ツ
か
ら
見
て
た
ん
に
二
正
面
戦
争
だ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
二
つ
の
種
類
の
戦
争
が
結
び
つ
い
た
戦
争
だ
っ

た
。
Ｈ
﹇
ヒ
ト
ラ
ー
﹈
は
二
つ
の
異
な
る
戦
争
を
遂
行
し
よ
う
と
し
た
（
間
の
抜
け
た
こ
と
に
そ
れ
で
も
ち
こ
た
え
ら
れ
る
と
考
え
て
）。

西
側
に
対
し
て
は
無
差
別
的
戦
争
を
、
ロ
シ
ア
と
ス
ラ
ブ
諸
国
民
に
対
し
て
は
差
別
的
戦
争
を
。
／
そ
の
結
果
と
し
て
、
本
来
の
応
答
は

東
方
か
ら
、
ロ
シ
ア
か
ら
来
た
。
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
の
主
人
公
は
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
で
あ
り
、
彼
ら
は
ア
メ
リ
カ
の
道
義
的
憤
激
を
利

用
し
た
。
ロ
シ
ア
が
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
で
演
じ
た
役
割
は
（
私
が
言
う
の
は
基
礎
と
さ
れ
る
軍
事
法
廷
で
の
主
要
裁
判
の
こ
と
だ
け

で
あ
る
）
カ
チ
ン
事
件
の
取
り
扱
い
、
ル
デ
ン
コ
の
ヘ
ル
マ
ン
・
ゲ
ー
リ
ン
グ
に
対
す
る
攻
撃
（S

chuß

）
や
訴
訟
の
そ
の
他
多
く
の
局

面
に
一
目
瞭
然
に
示
さ
れ
て
い
る
。
本
当
の
問
題
は
た
だ
、
ド
イ
ツ
が
ロ
シ
ア
の
大
圏
域
（
干
渉
領
域
）
に
入
る
か
ア
メ
リ
カ
の
大
圏
域

に
入
る
か
と
い
う
こ
と
で
し
か
な
い
。
チ
ェ
コ
の
問
題（

31
）

も
国
際
法
的
な
大
圏
域
問
題
、
つ
ま
り
干
渉
領
域
の
問
題
な
の
で
あ
る
」

（G
lossarium

,S.117

）。

こ
の
大
戦
に
お
い
て
ド
イ
ツ
は
ま
さ
に
二
つ
の
戦
争
を
遂
行
し
た
。
一
つ
は
西
側
諸
国
に
対
す
る
無
差
別
的
戦
争
、
こ
れ
は
旧
来
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
公
法
に
し
た
が
っ
た
主
権
国
家
の
権
利
と
し
て
の
戦
争
で
あ
っ
た
。
だ
が
ヒ
ト
ラ
ー
は
同
時
に
ソ
ビ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
に
対
し
て

は
差
別
的
な
殲
滅
戦
争
を
遂
行
し
、
そ
し
て
敗
れ
た
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
言
う
の
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
「
人
道
の

罪
」、
す
な
わ
ち
ナ
チ
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
そ
の
他
に
対
す
る
大
量
虐
殺
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
い
―
―
あ
る
い
は
意
図

的
に
避
け
て
い
る（

32
）

―
―
が
、
東
部
に
お
け
る
差
別
的
な
戦
争
を
大
量
虐
殺
を
と
も
な
う
殲
滅
戦
と
し
て
遂
行
し
た
こ
と
に
ナ
チ
ス
の
、
ヒ

ト
ラ
ー
の
最
大
の
罪
は
あ
っ
た
し
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
「
残
虐
行
為
」
も
そ
こ
に
伴
う
も
の
と
―
―
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
ロ
シ
ア
に
対

す
る
殲
滅
戦
と
ユ
ダ
ヤ
人
の
殲
滅
と
い
ず
れ
が
先
か
、
い
ず
れ
が
主
従
か
は
と
も
あ
れ
―
―
考
え
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。
と
も
あ
れ
ヒ

ト
ラ
ー
の
そ
う
し
た
「
愚
か
な
」
戦
争
遂
行
の
結
果
と
し
て
、
熾
烈
な
殲
滅
戦
を
戦
い
抜
き
こ
れ
に
勝
利
し
た
ソ
ビ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
が
勝
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者
と
し
て
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
に
お
け
る
主
導
権
を
握
る
結
果
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
米
国
は
そ
の
平
和
主
義
的
な
志
向
も
あ
い
ま
っ
て

「
道
義
心
」
か
ら
こ
れ
に
追
随
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
い
う
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
に
お
い
て
は
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
は
戦
争
の
終
結
で
は
な
か
っ
た
。
た
し
か
に
ヒ
ト
ラ
ー
が
始
め
た
戦
争
は
ド
イ
ツ
の
敗
北
に

よ
っ
て
終
わ
っ
た
け
れ
ど
も
、
東
西
の
い
ず
れ
の
陣
営
に
ド
イ
ツ
が
属
す
る
か
の
決
着
は
ま
だ
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
ヒ
ト
ラ
ー
が
始
め

た
戦
争
は
、
ま
さ
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
法
の
い
う
無
差
別
的
戦
争
概
念
の
戦
争
と
し
て
は
―
―
そ
う
し
た
戦
争
概
念
そ
の
も
の
と
と
も
に
―

―
終
焉
を
迎
え
た
が
、
他
方
で
ヒ
ト
ラ
ー
が
始
め
た
差
別
的
殲
滅
戦
と
し
て
の
戦
争
は
、
世
界
内
戦
と
し
て
か
た
ち
を
変
え
て
継
続
す
る

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
行
く
末
に
も
た
ら
さ
れ
る
の
は
何
か
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
は
こ
れ
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
、
こ
れ
が
戦
後

の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
最
大
の
関
心
事
で
あ
っ
た
。

註
（
31
）

一
九
四
八
年
二
月
の
い
わ
ゆ
る
「
プ
ラ
ハ
の
ク
ー
デ
タ
ー
」
と
チ
ェ
コ
の
選
択
に
つ
い
て
は
四
八
年
三
月
一
三
日
の
『
グ
ロ
サ
リ
ウ
ム
』
の
記
述
を
参
照

（Schm
itt,G

lossarium
,S.113 -114

）。

（
32
）

そ
の
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
ヒ
ト
ラ
ー
の
権
力
掌
握
後
の
一
時
期
ナ
チ
ス
の
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
的
政
策
に
積
極
的
に
加
担
し
た
と
い
う
過

去
が
あ
る
以
上
、
こ
れ
に
対
す
る
ど
の
よ
う
な
発
言
も
批
判
を
呼
び
起
こ
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
ナ
チ
ス
の
「
最
終
解
決
」
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
立
場
を
と

る
に
し
て
も
、
そ
れ
は
彼
の
意
図
通
り
に
と
ら
れ
る
こ
と
は
期
待
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
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